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			ビルドエラーの盾僧侶③

			有馬五十鈴

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。
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			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			１　戦場

			２　獣王との会談

			３　獣王vsビルドエラー

			４　ゲームとの決別

			５　じゃれあう

			６　寝不足

			７　評判の悪い鍛冶師

			８　炎耐性

			９　ジョブチェンジと寝起きイベント

			10　サクヤの決意

			11　力の証明

			12　圧勝

			13　誘い受け

			14　彼氏と彼女

			15　出来心

			16　レベリングの日々

			17　目撃

			18　幼馴染み

			19　遭遇

			20　事件

			21　考察

			22　狂気の探偵

			23　別れと波乱

			24　第一回、地下迷宮レイドボス戦攻略会議

		

	
		
			　

			１　戦場

			　

			　国立異能開発大学付属第二高等学校に入学した俺、一(いち)之(の)瀬(せ)真(まこと)は、異世界《アース》の調査を行っていた。

			　俺は様々な苦境に立たされつつも、仲間たちと団結して、それを乗り越えていった。

			　そんななか、俺たちと同じ学校の生徒である１組勢と対立するハメになり、ついには殺し合いをする事態にまで発展した。

			　厳密に言うと、殺し合いではない。けれど、結果として俺は１組連中を倒し、異能(アビリテイ)に関わる記憶を奪った。そのことに俺は内心で苦しい思いを抱きながらも、これが最良の行動だったと、自身を納得させた。

			　が、一難去ってまた一難と言うべきか、俺はひと息つく間もなく、次の厄(やつ)介(かい)事(ごと)へと巻き込まれることとなった。顔を覆(ふく)面(めん)で隠した、謎の地球人(プレイヤー)との接触によって。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺とフィルは戦場にいた。

			　周りにいるのは、頭に動物の耳のようなものを生やした毛深い男たちと、頭にツノが生えているうえに皮(ひ)膚(ふ)の色が紫だったり赤だったりする男たち。

			　そいつらは全員、剣や槍(やり)、斧(おの)などで武装している。そして、その武器で目の前にいる者を斬り、貫(つらぬ)き、叩き割っている。

			　血が吹き、首が飛び、絶命していく。

			　人の命が容易(たやす)く奪われる。そんな空間に、俺たち２人は取り残されていた。

			「どういうことだよ……」

			　初見殺しにもほどがある。

			　ゲーム序(じよ)盤(ばん)の町にいたら、運営という名の敵がそこへ容(よう)赦(しや)なくボスモンスターを送り込みました、的な理(り)不(ふ)尽(じん)さだ。

			　こっちは、準備もなにもできてやしないっていうのに。

			　いきなり戦場に放り込まれた俺たちに、いったいなにができるというんだ。

			「ひっ……」

			「…………」

			　……しかし、だからといって、俺がここで匙(さじ)を投げるわけにはいかない。

			　俺の傍には、顔を青くしたフィルがいる。

			　彼女だけは、なんとしても守らないとだ。

			　にしても、ここはいったいどこだ。

			　目の前で戦っている奴らは、おそらく魔族と獣族だろう。学校の授業で、この世界に住む種族の大まかな特徴はざっと教わったことがある。まず間違いない。

			　だが、獣族のテリトリーはミーミル大陸だし、魔族のテリトリーはフヴェル大陸のはず。

			　もしかして、ここは俺たちがいたウルズ大陸じゃあないのか？

			　そもそも、どうしてこの２種族が争っているんだ。

			　魔族も獣族も、４００年前に停戦条約を結んでいて、戦争はしないんじゃなかったのか。

			「なんだ貴様らは！　そこをどけ！」

			　俺がこの状況を理解しようと頭を巡らせていると、男の声が聞こえてきた。

			　その声がするほうへ、俺は振り向く。

			「…………」

			　そこには、青ざめた顔のフィルとは違い、正(しよう)真(しん)正(しよう)銘(めい)、青い皮(ひ)膚(ふ)の男がいた。

			　頭にはツノを生やしており、白目の部分が黒い。こいつは、魔族だろう。

			「どかぬのなら斬る！　覚悟！」

			「……ちっ」

			　いきなり斬ると言われて、『はいそうですか』と斬られるわけにもいかない。

			　俺はその男に、無(む)詠(えい)唱(しよう)で『ヒール』を当てて、牽(けん)制(せい)する。

			「ぐあっ!?　く……な、なんだ今のは……貴様、いったいなにをした！」

			「さあ？　なんだろうな」

			　案の定というべきか。

			　俺のダメージヒールでは、目の前の男を完全には倒せなかった。

			　まあ、こいつはザイールたちより明らかに格上というような雰囲気だから、これも想定内ではある。

			　しかし、今の攻撃で無傷というわけでもないようだ。

			　これで、目の前にいる男が俺たちを警(けい)戒(かい)し、手を出してこなくなればいいんだが……。

			「グオオオオオオオオオオオオッ！！！！！」

			「!?」

			　俺のすぐ近くにいた別の魔族が、フィルに向かって剣を振り上げた。

			　フィルはいまだに今の状況を理解できていないのか、その攻撃に対して無防備だ。

			「グルアァッ！！！」

			「！！！！！」

			　俺がフィルを大盾で庇(かば)おうとしたそのとき、彼女に剣を向けていた魔族は、一際大きい獣族の男が振るう大斧によって、頭から真っ二つにカチ割られた。

			「あ……あぁ……」

			「フィル！」

			　今の光景は、フィルには刺激が強すぎたらしい。

			　彼女はその場にへたり込んだ。

			　しかも、失禁したのか、ホットパンツを濡らしてしまっていた。
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			「フィル、大丈夫か？」

			「あ、シ、シンさん……オレは……だ、だいじょうぶ――」

			「……お前はひとまず、俺のアイテムボックスに入っていろ」

			「え？　……あ」

			　そんなフィルを、俺は問答無用で自分のアイテムボックスのなかへと押し込んだ。

			　勝手なことをしたと、後で怒られるかもしれないが、今のフィルを守りきる自信がない。

			　しばらく、俺のアイテムボックスに入っていたほうが安全だろう。

			　アイテムボックスの中身が空に近い状態だったのが、功を奏(そう)した。

			「さて……と」

			　しかし、このあとはどうすればいいか。

			　今の俺は、明らかに『部外者です』という雰囲気だ。そんな俺へ向けられる周りからの視線は厳しい。さっさとトンズラしたほうがいいかもしれない。

			　でも、今日はちょっと異能(アビリテイ)を使いすぎてるんだよな。

			　ザイールたちを相手にしたときは、俺の制御できる範囲で異能(アビリテイ)をフル活用した。その前のレイドボス戦では、長時間の使用を余儀なくされた。

			　その結果、現在の俺は非常に疲れている。

			　長距離走を無理矢理全力疾(しつ)走(そう)したような状況だ。

			　それに、あまり間を置かずに多用しすぎると、異能(アビリテイ)が暴走しかねない。

			　常に異能(アビリテイ)が起動状態になっているというのは、避けたい事態だ。

			　なので、できることならここを異能(アビリテイ)なしで切り抜けたいところなのだが……。

			「貴様！　俺を無視するな！　愚(ぐ)弄(ろう)しているのか！」

			「…………」

			　目の前には、さっきヒールをぶち当てた男がいる。

			　この様子だと、見逃してはくれそうにないな。

			　他の奴らみたいに、俺をスルーしてくれればいいのに。

			「はぁ……しょうがない」

			　俺はメニュー画面を開いた。そして、つい先ほどレイドボスを倒したことにより、取得が可能になった新たなスキルを、手早くスキルスロットに入れた。

			　このスキルの使用はぶっつけ本番だが、知識としては知っている。問題はないはずだ。

			「もういい！　貴様は我々の敵だ！　死ね！」

			　そこへちょうどよく、魔族の男が俺へと斬りかかってきた。

			　待っていてくれて、どうもありがとう。

			　まあ、待ってくれなくても、どうにかなっただろうが。

			　だが、せっかくスキルを獲得したんだ。使わないのはもったいない。

			「『ハイヒール』」

			「ぐ!?　があッ!?」

			　俺は魔族の男に、回復魔法スキル『ハイヒール』を唱えた。

			　この『ハイヒール』は、消費ＭＰが大きい代わりに、『ヒール』と比べると３倍の効果がある回復魔法だ。

			　ただ、これも『ヒール』と同様、マイナス数値のＭＮＤでダメージヒールとなるか、少しだけ心配だった。

			「……ふむ」

			　使ってみた感じでは、効果はヒールをそのまま３倍にしたくらいと考えてよさそうだな。

			　一応、それでもＨＰ的に死ぬことはないだろうと思っていたが、目の前で苦しみ悶(もだ)えている魔族の男の姿を見る限り、この魔法の効果が俺にとって有益であることは窺(うかが)える。

			　もっと早くに取得できていれば、ひたすらヒール連打だったレイドボス戦も、もう少し楽だったろうに。

			　そんなことを考えても、しょうがないけどさ。

			「くっ……くそっ……貴様……いったい何者だ……」

			「お前に名乗る名など、ないな」

			　俺は適当なことを言って、答えを濁(にご)した。

			　この戦場がどういう意味を持っているのか、よくわからない。そんな状況で名を答えるのは、よくないだろう。

			　地球人(プレイヤー)がアース人同士の戦争に介(かい)入(にゆう)しても、良いことはないからな。

			「隊長！　大丈夫ですか！」

			「俺は平気だ……それより、この男を殺せ……」

			「ハッ！」

			　けれど、これじゃきりがないな。

			　どうやら、さっきまで俺に攻撃を加えようとしていた奴は、雑兵ではなく、そこそこ偉い奴だったようだ。

			　そいつの命令で、８人の魔族戦士が俺のほうへと詰め寄ってきている。

			「……『ヒーリング』」

			「ぐああああぁぁッ!?」

			「な……なんだ!?　これは!?」

			「がはっ……く……」

			　相手をするのが面倒だと思った俺は、『ヒーリング』で範囲魔法攻撃を仕掛けた。俺の傍に寄ってきた魔族は、すべてその場に崩れ落ちる。

			　こいつらは、隊長と呼ばれている魔族の男よりも、相当弱いみたいだ。

			　まだ息はある。だが、ＨＰゲージが軒並み残り３割を切っている。この状態では、魔族たちはしばらく立ち上がれないだろうな。

			　そう判断して、俺はこの場を離脱するべく走り始めた。

			　……しかし、そう簡単に、この戦場を抜けられはしなかった。

			　どの方角に進めば戦場から抜け出せるのかわからず、闇(やみ)雲(くも)に走っていたら、魔族側のテリトリーに入ってしまっていた。

			「なんだお前は!?」

			「獣族の援軍か!?」

			「ここから先へは行かせん！」

			　しかも、さっきまでのやりとりを見ていたのか、俺を見る魔族側の視線は、かなり厳しくなっている。

			　魔族の連中は、次々と俺に斬りかかってくる。

			　俺は、必要最低限の動きでそれらの攻撃を回避し、どうしても邪魔だと思った相手にはヒールとヒーリングを使って牽(けん)制(せい)しつつ、走り続けた。

			　その途中、魔族の密集していないところを発見したので、俺はそこへ向かった。

			　……そこには、これまで見た魔族のなかで一番大きな男が仁王立ちしていた。

			「前線がやけに騒がしいと思ったら……貴様はいったいなんだ？」

			　男は、頭の両サイドから角が生えており、毒々しい緑色の皮(ひ)膚(ふ)をしていた。

			　着ている鎧(よろい)には、そこらの雑兵とは一線を画す豪(ごう)奢(しや)な装飾が施されている。

			　もしかして、こいつが魔族側の軍の大将か。

			「ただの通りすがりだ」

			　俺は目の前にいる大男に、自分が部外者であることを告げた。

			「フッ……通りすがり、か。しかし、私の前にノコノコと姿を出してしまったのが運の尽き。目障りだ、死ね」

			　緑色の大男は、手に持っていた大剣を、俺に向けて躊(ちゆう)躇(ちよ)なく振るってきた。

			「！！！」

			　それを見た瞬間、俺は身の危険を感じた。そして、異能(アビリテイ)である『時間暴走』の《思考加速》が勝手に発動してしまった。

			　……この攻撃……避けきれないし、受け止めきれないな。

			　目の前にいる大男は、今の俺が敵う相手じゃない。

			　ゆっくりとではあるが、確実に相手を殺そうとしている剣筋を見て、俺はそう判断した。

			　なので、俺は《身体加速》を任意発動させる。

			　動きが速くなった俺は、剣を紙一重で避けた。

			「ヌッ!?」

			　目の前にいる大男が声を上げた。

			　驚くのはまだ早い。俺はその大男に回復魔法を連発した。

			「グッギッガアアァァッ!?　なんだ!?　これは!?」

			　やっぱり強いな。

			　ヒール、ヒーリング、ハイヒールの３連発を食らってなお、ＨＰゲージが２割も減らない。

			　しかし、それでもダメージはある。

			　俺は再びクールタイムを終えた回復魔法を連続で当て、大男の戦意を削(そ)ぐ。

			「がっはあっ!?」

			「ぐ、グリム中(ちゆう)将(じよう)!?」

			　ＨＰゲージがおよそ半分になったところで、大男はやっとよろめき、膝をついた。

			　その瞬間、俺はこの場における最大の障害だった大男に背を向け、走り出した。

			　あんなのと、いつまでも遊んでいる気はない。

			「グウウゥゥ！　私を舐めるなぁぁぁ！」

			　大男が怒声を上げる。

			　俺はその声を聞き、『なかなかタフだな』と思いつつ、後ろを振り返った。

			「！！！」

			　緑色の大男が右手の爪(つめ)を俺に向ける。すると、爪(つめ)は途(と)轍(てつ)もない速度で伸びてきた。

			　――そして、目の前まで迫るその攻撃を見た瞬間、俺の危機意識は、最大にまで高まった。

			「ちゅ、中(ちゆう)将(じよう)!?」

			「…………」

			　緑色の大男は停止した。

			　爪(つめ)は俺の目の前で止まっており、緑色の大男は微(み)塵(じん)も体を動かさない。

			　ただ、リアルな彫刻であるかのように、男はその場で固まった。

			　そんな緑色の大男を見た魔族の連中から、どよめき声が聞こえ始める。

			「ば……馬鹿な……」

			「グリム中(ちゆう)将(じよう)が……やられた……？」

			「……ぐっ！　ここはいったん下がるぞ！　引け！　引けえええええ！」

			　１人の魔族が撤(てつ)退(たい)の号令をかけた。

			　すると、その場にいた数千人規模の軍が、一斉に退却を始めた。

			　俺はそれに合わせて、軍隊が進むのとは逆のほうへと走っていく。そうして、やっと集団のなかから抜け出すことに成功した。

			「はぁ……なんだったんだ、いったい」

			　いきなりわけのわからない場所に瞬間移動して、魔族らしき集団に襲われて……なにがなんだかさっぱりだ。

			　これはあれか。新手のＦＰＫ(フラグプレイヤーキル)か。

			　あの覆(ふく)面(めん)ヤロウ。俺じゃなかったら死んでいたぞ。

			　まあ、ひとまずなんとかなったから、別にいいんだけど。

			　魔族と獣族が争うのをやめてくれるなら、とばっちりを受けている俺としては大歓迎だ。

			　というか、魔族側は俺なんて無視して、他の奴らと戦えばよかっただろうに。

			　俺はそう思いつつ、『時間暴走』を解除する。

			「ぐ……」

			　異能(アビリテイ)の使いすぎによるものか、時間の流れが正常になるのと同時に、猛烈な吐き気に見舞われた。

			　俺はその不快な気分になんとか耐えて、周囲を見回す。

			「……どうやら、助けられてしまったようだな」

			　そんなことをしている俺に、誰かが声をかけてきた。

			　振り向くと、そこには右腕を失った大柄の男が立っていた。

			　その男は、どうやら獣族のようだ。全身が茶色の毛で覆(おお)われており、特に頭部の周りは、たてがみのようなフサフサがある。

			　加えて、動物の耳や尻尾(しつぽ)を生やしていた。

			　見た目はカッコイイ。だが、俺はこの大男を知らないし、助けた覚えもない。

			「別に、助けたわけじゃありませんよ」

			　多分、魔族たちを撤(てつ)退(たい)させたことを指して『助けられた』と言っているのだろう。

			　だが、俺はただ単に、自分の身に降りかかる火の粉を払ったにすぎない。

			「それより、腕は大丈夫なんですか？　早く治療したほうがいいのでは」

			　あと、気になっているのが、この大男の負傷だ。

			　獣族の大男は、右の二の腕辺りから先を失っており、そこから赤い血が滴(したた)り落ちている。

			　おそらく、さっきまでの争いで負傷したのだろう。

			　応急処置はしてあるようだが、ちゃんとした治療を受けたほうがいいように思える。

			「ああ……そうだな。こんな状態では、ろくな話もできんか」

			　いや、俺は話す気なんてないんだが。

			　怪しまれない程度に現在地を聞きだすか、もしくはさっさとここを離れて、フィルをアイテムボックスから出してやりたい。

			「この人族についてはガイウスに任せる。命の恩人だ。丁重にもてなせ」

			「御(ぎよ)意(い)」

			「…………」

			　しかし、どうも獣族は俺に礼をする気でいるようだ。

			　ここで逃げると、怪しまれるか？

			　なら、普通に断りを入れて、この場を離れよう。

			「いえ、俺はただ通りすがっただけですので……この辺で失礼します」

			「わざわざ戦場の中心を通りすがる者などいるか。それに、我輩たちが卿(けい)に救われたというのも事実。ここで礼を失しては、先代たちの顔に泥(どろ)を塗ることとなる」

			　……普通に引き止められてしまった。

			　まあ確かに、誰が好き好んで戦場の真っ只中を通ろうとするかって話だ。

			　俺が『人の血を求めるバーサーカーです』っていうなら話は別だが、生憎(あいにく)そういうわけでもない。

			　ひとまず、『助(すけ)太(だ)刀(ち)に参った』とでも思わせておいたほうが無難か。

			　というか先代って、なんの先代だ。

			　この大男は、族長かなにかでもしているのか。

			「はあ……まあ、あまりお構いなく」

			　種族間のいざこざに巻き込まれるのは避けないといけないが、礼をされる程度なら問題はないだろう。

			　ここで逃げ出して闇(やみ)雲(くも)に歩いても、人の住む町なり村なりに着けるかどうか、わからない。

			　ひとまず、情報収集に徹しよう。

			　そうして俺は、自分でもよくわからないうちに、獣族を助けた、ということになったのだった。

			「では獣(じゆう)王(おう)、こちらに。腕の治療をいたしますゆえ」

			「うむ」

			「!?」

			　大男は、獣(じゆう)王(おう)と呼ばれていた。

		

	
		
			　

			２　獣(じゆう)王(おう)との会談

			　

			　アイテムボックスからフィルを出したあと、俺たちはガイウスという獣族の男に連れられて、とある野営地へとやってきた。

			　大きな天幕が密集したこの空間は、獣族が今回の戦で使うために作った物らしい。

			「獣(じゆう)王(おう)……ですか」

			「その通り。あのお方は第48代目『獣(じゆう)王(おう)』、ガルガンド・スフィンシス様であらせられます」

			　俺は天幕に招かれた。そこで出された紅茶らしき物を飲みつつ、ガイウスからあの右腕を失った男についての話を聞いた。

			　耳にしたのは、俺にとって信じがたい人物の名だった。

			　獣(じゆう)王(おう)。

			　俺の記憶に間違いがなければ、その人物はアースで超がつく大物だ。

			　八大王者だなんて呼ばれている存在が、なんでこんなところにいるんだよ。

			　……いやまあ、俺のパーティー内にも、ちゃっかりその八大王者が１人紛れ込んでるけど。

			　とはいえ、死(し)霊(りよう)王(おう)と獣(じゆう)王(おう)を同列には語れないだろう。

			　なんといっても、獣(じゆう)王(おう)といえば１０００年前からブイブイ言わせていたわけで、その半分の歴史しか生きていない死(し)霊(りよう)王(おう)とは格が違う。

			　ん？

			　でも、クレールはまだ１代目の死(し)霊(りよう)王(おう)だから、48代目の獣(じゆう)王(おう)よりも年季が入っていると言えなくもないのか？

			　そう考えると、どっちが上とか、よくわからなくなってくるな。

			「……もしや、あなたはそれを知らずに、戦場へ入ってきたのですかな？」

			「あー……えっと、はい」

			　俺がなにも知らずに獣(じゆう)王(おう)を助けたのだと理解してか、ガイウスは悩ましげな表情を浮かべながら額へ手を触れた。

			　ここで変に嘘をついても仕方があるまい。

			　それで俺の立場が不利になるわけでもなし。

			「にわかには信じがたいですね……では、いったいなんのために戦場へ介(かい)入(にゆう)を？」

			「それはですね、ええっと……」

			「あまり不(ぶ)躾(しつけ)な問いかけはよせ。客人が困っているであろう」

			　と、そこで例の獣(じゆう)王(おう)がやってきた。

			　獣(じゆう)王(おう)の右腕は、普通に完治している。

			　多分、上位の回復魔法で再生したのだろう。

			「さて、まずは名を名乗ろう。我輩はガルガンド・スフィンシスという」

			「……シンと申します」

			　俺は獣(じゆう)王(おう)に、キャラネームを告げた。

			　本当は偽名を名乗ったほうがよかったのだろうが、この男に下手な嘘は通じないと、目を見たとき思ってしまった。

			「シン……か。卿(けい)は見たところ、人族……というよりも地球人であるように見えるな」

			「…………」

			　どうやら、相手を正確に見抜く力も持っているようだ。

			　アースでは、黒髪黒目の人間は地球人(プレイヤー)以外にも、ある程度存在する。

			　とはいえ、黒髪黒目なら地球人(プレイヤー)かもしれない、と予測することは可能だろう。

			　だがこの男の言葉には、どうも俺を地球人(プレイヤー)だと断定しているような雰囲気があった。

			「な……ち、地球人!?　ならばこの者は――」

			「よせ、ガイウス。この者が何者であろうと、恩人であることは変わらぬ。それに、我輩がそう思っただけで、この者は、自分が地球人であると言ったわけではあるまい？」

			「そ、それはそうなのですが……」

			　……どうやら、俺が地球人(プレイヤー)だと、獣族にとって都合がよろしくないようだ。

			　この件については、互いにとって、だんまりのほうがよさそうだな。

			「……お待たせしました」

			「おお、フィルか」

			　そんなことを思っていると、別の天幕で着替えを済ませたフィルがやってきた。

			　着替えたといっても、いつも穿(は)いているホットパンツと同じようなものを穿(は)いているので、代わり映えはしない。

			「シンさん……さっきはごめん……なさい」

			「別に謝らなくてもいいさ」

			　俺は18禁ＶＲＦＰＳゲーム（年齢的にアウトである）もやっていたから、ああいうグロい描写にはそれなりに免(めん)疫(えき)がある。

			　でも、フィルには、そんなのないだろう。普段から狩りをしていて、血を見るのにも多少は慣れているとしても、人が真っ二つになる光景は、彼女にとって刺激が強かったはずだ。

			「もう中学生なのに……恥ずかしい……」

			「それは……あんまり気にするな」

			　フィルは、若(じやつ)干(かん)赤くなっている顔をマフラーで隠した。

			　恥ずかしいというのは、戦場でお漏らしをしてしまったことを言っているのだろう。

			　しかし、あれは不可抗力だ。俺はあまり気にしない。

			　大のほうを漏らしていたら、さすがに気まずかったかもしれないけど。

			「連れのほうも、怪(け)我(が)はないようだな」

			「はい、まあ」

			　フィルはちょっと精神的ダメージを負ったかもしれないが、肉体的なダメージは一切ない。

			　争いが終わるまで俺のアイテムボックスのなかにいたのだから、当然ではある。

			「それにしても……皆、呆(あつ)気(け)に取られておったぞ。我輩は直接その戦いぶりを目にしたわけではないのだが、なんでも、卿(けい)の周りに立つ者は例外なく、謎の攻撃でその場に倒れ伏していったのだとか」

			「はあ……」

			　と、そこで獣(じゆう)王(おう)が、さっきまでの戦いについて喋(しやべ)り始めた。

			「周りで見ていた者たちからは、なにが起きていたのかさっぱりわからぬという報告しか得られなんだが、これについては詮(せん)索(さく)せぬほうが良いか？」

			「あーはい、まあ、そうですね」

			　実際は、ただの回復魔法なんだけどな。

			　でも、聞かないでくれるというなら、素直に頷いておこう。

			「しかし、あの魔軍中(ちゆう)将(じよう)のグリムを単身で退(しりぞ)けるとはな。我輩でなくては、あの男を止めることなどできんと思っていたのだが」

			「……グリムって、あの魔族の軍を率いていた人物ですか？　肌が緑色で巨体の」

			「そうだ。あの男は魔族のなかでも五指に入るほどの強者。今回は我輩が負傷しているのを見て、奥にこもっていたようだがな」

			「へー……」

			　あいつ、何気に魔族内でトップファイブの実力があったのか。

			　今回は初見じゃ対処不可能なダメージヒール＋異能(アビリテイ)で、あっという間にＨＰを半減させたが、普通に戦っていたら、どうなっていたことやらだ。

			　まあ、どうでもいいか。

			　俺は魔族と事を構える気もないからな。

			　中(ちゆう)将(じよう)だかなんだか知らないが、もう会う機会もないだろう。

			　しかし、あのときは予想外の反撃を受けて、うっかり止めてしまった。

			　一応、数日もすれば動けるようになるだろうけど、あれは俺の失態だ。

			　自分の異能(アビリテイ)を制御しきれていない。もっと精進しないといけないだろう。

			「奴が前線に上がっていれば、こちらも危なかった。卿(けい)の助力には感謝だ」

			「いえそんな。むしろ、戦士の戦いに水をさすな、と言われるかもしれないと思いましたよ」

			「そんなことはない。魔族どもは此(こ)度(たび)の戦において、その誇(ほこ)りを汚したのだからな」

			「？」

			　誇(ほこ)りを汚した。獣(じゆう)王(おう)がそう言うと、後を継いで、ガイウスが口を開いた。

			「魔族側は、我ら獣族が飲み水を得ている川に毒を流したのです。それも、容易には解毒できない、厄介なものを」

			「毒？」

			「はい。それを我らが知ったときには、獣軍全体のおよそ半数が床に伏せることとなりました。そのせいで、今回の戦は劣勢を強いられたのです」

			　飲み水に毒、か。

			　アースの基準ではわからないけど、それは、戦争において忌(き)避(ひ)される手段の１つだ。

			　戦争に綺(き)麗(れい)も汚いもないとは思うが、そんなことをされたら、あまり良い気分にはならないだろう。

			「そして、先ほどの戦の折、病に伏せった獣(じゆう)王(おう)が指揮を取らなくては持ち堪えられないほどの、敗色濃厚の事態にまで発展したのです」

			「……ん？　病？　毒とは別に？」

			　今の言い方では、獣(じゆう)王(おう)が病に瀕しているように聞こえる。

			　目の前にいる獣(じゆう)王(おう)の様子からは、そんな気配など微(み)塵(じん)も感じられないのだが。

			「なんだ、知らんのか。まあよい。それは些(さ)事(じ)である」

			　俺が疑問に思っていると、獣(じゆう)王(おう)が口を挟んできた。

			「そんなことよりもだ。我輩は卿(けい)に、なにか褒(ほう)美(び)を与えようと考えているのだが」

			　病の話題に触れられたくないのか、獣(じゆう)王(おう)は強引に話題を変えた。

			「褒(ほう)美(び)なんていりませんよ。俺はそんなものが欲しくて戦ったわけじゃありません」

			「フッ、まあそう言うな。戦場の礼を茶の一杯で済ませたとあらば、獣(じゆう)王(おう)の名が低く見られてしまう」

			　そうは言ってもな。

			　ここで獣族と深く関わりを持つようなことは、できれば避けたい。

			　なら、今この場で簡単に貰えそうなものを貰うのが最善だ。

			　しかしそうなると、どんなものを要求したらいいものか。

			「……では、ミレイユの町まで移動する手段をいただけませんか？」

			「……なに？　ミレイユだと？」

			「はい」

			　獣(じゆう)王(おう)の確認するような声に反応して、俺は頷く。

			　すると、獣(じゆう)王(おう)はガイウスのほうへと目を向けた。

			「ミレイユはウルズ大陸の中心部にある町ですな。ここからですと、およそ１年ほどはかかるかと」

			　１年……。嫌な予感が的中したな。

			　まあ、ここへ来る前に、通話機能やメッセージ機能でミナたちと連絡がつけられないということは確認していた。だから、なんとなく察しはついていたんだが。

			　それに、獣族と魔族が両方いるということは、おそらくここがウルズ大陸ではなく、世界の中心と呼ばれる三大陸が繋がった場所、ヴァルハラ辺りなのかもしれない、とも予測していた。

			　なので、ウルズ大陸中心部にあるミレイユまで戻るには、相当長い道のりとなるだろうとは思っていたのだが……まさか１年もかかるとはな。

			　実際は、ウルズ大陸にある大きな町に行きさえすれば、俺たちはウルズの泉を経由して、ミレイユに戻ることができる。実際は１年もかからないはずだ。

			　……とはいっても、長い道のりであることには違いないな。

			「卿(けい)はミレイユまで行く旅の途中であったか」

			「ええ、まあ」

			「ならば、卿(けい)には足を用意しよう。それをもって、獣族からの礼とする」

			　足か。

			　それだけの距離を歩きで、というわけにはいかないからな。

			　馬かなにかを借りられたり貰えたりするのであれば、ありがたいことだ。

			　そんなのに乗った経験なんて、ＶＲでしかないけど。

			　こうして俺たちは、獣(じゆう)王(おう)から〝足〟となるものを礼として受け取ることになった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　獣(じゆう)王(おう)たちとの会談を終えた俺とフィルは、１つのテントに案内された。

			　話をしていたら夕方になってしまったから、今日のところは泊まっていくようにと、ガイウスは気を遣ってくれた。

			　正直、これはありがたい。

			　俺たちは迷宮探索から今まで、ロクに休む暇(ひま)がなかったからな。

			　さすがにヘトヘトだ。

			　でも、俺たちにはまだやることがある。

			「それじゃあフィル、頼んだぞ。８時間後にまた出すから、それまでに話をつけろよ」

			「ん……いってきます」

			　フィルは、夜のうちにログアウトして、俺たちが現在置かれている状況を学校に報告してくる、という提案をしてきた。

			　俺たちがログアウトするときは、ログアウト可能エリアにいく。

			　そのエリアとは、ウルズ大陸ならどの町にもあるウルズの泉周辺のことだ。

			　しかし、泉周辺でなくても、ログアウト自体は可能だ。

			　だが、それには大きなリスクを伴う。

			「…………すぅ……すぅ……」

			　メニュー画面を操作していたフィルは、俺に肩を捕まれたまま目を瞑(つむ)り、寝息のようなものを立て始めた。

			　泉周辺以外からログアウトした場合、俺たちクロクロプレイヤーは、今のフィルのように完全な無防備状態となる。

			　眠っているようにしか見えないが、この状態になったら、ログアウトした本人がログインし直さない限り、なにがあっても起きることはない。

			　こんな状態では、あまりに無防備すぎる。なのでフィルは、ログアウトしたらアイテムボックスのなかへしまっておいてくれ、と俺に頼んだのだ……が。

			「しっかしなあ……」

			　こうして、目の前になにをしても起きない女の子がいるというシチュエーションに、思うところがまったくないというほど、俺も純粋ではない。

			　もちろん、それだけ信用してくれているってことなんだから、俺もそれに応えるけどさ。

			「やっぱ、俺が行けばよかったかなあ……」

			　俺は邪念を振り払いつつ、フィルの体を自分のアイテムボックスに収納した。

			　今回の話はフィルから提案したことだ。しかし、だからといって、女の子が男のいるところで無防備な姿を見せていいことにはならない。

			　いや、本当にもちろん、俺はなにもしないんだけどさ。

			　実際のところ、俺よりフィルがログアウトしたほうが、今の状況的に安全ではあるし。

			　ないとは思うが、魔族が奇襲を仕掛けてきたり、予定外のアクシデントがあったりするかもしれない。

			　そんなことまで心配するなら、獣族が出した茶や飯にも手をつけるなという話にまで、発展しかねないんだけどな。

			　だが、食料となる物の持ち合わせがあまりないのだから、仕方がない。

			　起こるかどうかもわからない事態を考(こう)慮(りよ)して、獣族との関係を悪化させたくもないし、ここで空腹のまま外に放り出されても困る。

			　なんにせよだ。

			　もし戦闘で解決しなくちゃいけないような事態が発生した場合、俺のほうがフィルより上手く対処できることは確かだ。

			　突発的な危機を乗り越える能力なら、俺は誰にも負けない。

			「とにかく、ウルズ大陸の町まで行かないとだな……」

			　俺は今現在置かれている自分たちの状況を認識しつつ、これからのことについて思案し始めた。

			　おそらく、あの覆(ふく)面(めん)プレイヤーの異能(アビリテイ)によるものだろうが、俺たちはウルズ大陸からミーミル大陸まで飛ばされてしまった。

			　ここからミレイユまで戻るには、少なくとも、ウルズ大陸にある主要な町まで移動する必要がある。

			　ウルズ大陸の町に着けば、ウルズの泉経由でミレイユに戻ることができるからだ。

			　それに、ウルズ大陸に入ったら、通信機能も復帰するはず。

			　連絡さえつけば、多分どこかで誰かが保護してくれるんじゃないか、とも思う。

			　その辺は、ログアウトしたフィルの報告を待とう。

			　しかしだ。

			　少なくとも、誰かに保護してもらうのをここでずっと待ち続ける、というわけにはいかないはずだ。

			　最低でも、俺たちは、自分たちの力で近くの町に行く必要がある。

			　なら、外のＭＯＢと戦うのは必至だろう。

			「……せっかく、順序良くレベリングしてたのになぁ」

			　この辺りのＭＯＢはどれほどの強さなのだろうかと想像して、憂(ゆう)鬱(うつ)な気持ちになりつつも、ベッドの上へ倒れ込んで、思考を停(てい)滞(たい)させていく。

			　そうして俺は、フィルが戻ってくる時刻まで、そのままの状態で待機したのだった。

		

	
		
			　

			３　獣(じゆう)王(おう)vsビルドエラー

			　

			　翌朝、食事を終えた俺とフィルは獣(じゆう)王(おう)に呼び出され、野営地中心部にある開けた場所へやってきた。

			「大したもてなしもできなかったが、昨夜はよく眠れたか？」

			「おかげさまで」

			　俺は獣(じゆう)王(おう)に、軽い調子で答えた。

			　本当は一(いつ)睡(すい)もしていないわけだが、それを口にしたり顔に出したりはしない。失礼になるかもしれないからな。

			「それより、俺たちをここに呼び出した理由について、お聞かせ願えますか？」

			「うむ、よいだろう」

			　周りを見渡すと、獣族の戦士らしき連中が俺たちの様子を観察している。

			　敵意は感じられないが、こうも注目されると落ち着かない。

			　用件があるのなら、早めに済ませてほしいところだ。

			「卿(けい)らを呼びだしたのは他でもない」

			　獣(じゆう)王(おう)はゴホンと咳払いを１つした。

			「我輩も、グリムを退(しりぞ)けたという卿(けい)の実力を見たくてな。別れを告げる前に、卿(けい)と直に手合わせたいと思ったのだ」

			「……手合わせ？」

			　つまり……俺と決闘をしたいということか？

			　そういうことなら、俺もやぶさかではない。

			　だが、決闘の相手は獣(じゆう)王(おう)だ。クレールに匹敵する実力者であると考えると、生半可な気持ちで受けるわけにはいかない。

			「……シンさん」

			「どうした、フィル」

			「もしかして……ちょっと戦ってみたいとか思って……ませんか？」

			「う…………」

			　まあ、確かにフィルの言う通りなのかもしれない。

			　相手が強ければ強いほど、俺は戦ってみたいと思ってしまう。

			　しかし、命を投げ出してまでやりたい、というわけでもない。昨日の戦場でも、楽しむ暇(ひま)なんてなかったしな。

			「もちろん、これは単なる力試しだ。命の取り合いをする気はない」

			　俺の心情を察してか、獣(じゆう)王(おう)はそんな言葉を付け足した。

			「まあ、力比べと言っても、やることは実戦と大差ない。ゆえに、事故で命を落とさぬという保証もない。怖(おじ)気(け)づいたのであれば、無理にせよなどとは言わぬ」

			「む……」

			　なかなか良い性格をしているな、この人は。

			　そんなことを言われて、この手合わせを受けないという選択肢など、俺にはない。

			「いいですよ。手合わせくらい。俺もちょうど、獣(じゆう)王(おう)というものがどれほどの強さを持っているか、興味がありましたからね」

			「ほう……」

			　俺の返答が満足のいくものだったのか、獣(じゆう)王(おう)はニヤリと笑みを浮かべた。

			「矢面に立ち、同胞を救わんとして戦う益荒男(ますらお)。ただひたすらに己の強さを証明するため、戦いを求める狂人。戦士の素質を持つ者を大別すると、その２通りが存在する。どうやら卿(けい)は、後者であるようだな？」

			　確かに俺は、強い相手と戦うとワクワクする性質だ。

			　ＶＲゲームでも対人戦をよく好んでいたし、獣(じゆう)王(おう)の言葉を否定できない。

			　まあ、殺し合いでなければ、という但(ただ)し書きが付くけどな。

			　俺みたいな奴は、アース人からすれば甘ちゃんもいいとこだろう。

			　ニュアンス的には、狂人というより戦闘馬鹿といったほうが、より正しい評価と言える。

			「そんなことより、やるならとっとと始めましょう」

			「うむ、そうであるな」

			　無駄口はそこまでにして、俺と獣(じゆう)王(おう)は戦闘態勢に入った。

			「八大王者が１人、『獣(じゆう)王(おう)』、ガルガンド・スフィンシス。推して参る！」

			「!!」

			　先手は獣(じゆう)王(おう)となった。

			　獣(じゆう)王(おう)は十数メートルあった俺との距離を一瞬で詰め、左足からの回し蹴(げ)りを放ってきた。

			「ぐぅッ!?」

			　俺は右手に持っていた大盾で、それを防いだ。

			　今の防御は偶然のものだった。

			　獣(じゆう)王(おう)の動きは予想外に速く、俺はそれを目のあたりにして驚いた。結果、俺の異能(アビリテイ)である『時間暴走』も勝手に発動し、早まる思考によって、かろうじて獣(じゆう)王(おう)の動きを捉(とら)えられた。だからこそ、防御が成功した。

			　しかし、異能(アビリテイ)込みの防御であっても、獣(じゆう)王(おう)の攻撃を止めるには足りなかった。

			　蹴(け)りを受けた衝撃で、俺の体は大きく吹き飛ばされた。

			「……完(かん)璧(ぺき)に防御してこれかよ」

			　俺は空中で体勢を立て直し、地面に着地する。

			　今の攻撃で、ＨＰも結構削られた。

			　なので、俺はダメージヒールを使って回復を試みた。

			「む？　その黒い光……もしや、先の戦場で見せたというものと同種のものか？」

			「……さあ、それはどうでしょうね」

			　一宿一飯の恩義はあれど、ダメージヒールについてを教える気はない。

			　手の内はなるべく明かさない。それが戦いの鉄則だからな。

			「黒い光は魔族に向けて放っていた、という報告を受けていたのだが……まあよい。では、手合わせを再開しようぞ！」

			　獣(じゆう)王(おう)はダメージヒールについての考察をそこそこに、俺のほうへと再び駆け寄ってきた。

			　さっきも思ったけど、凄(すご)い速いな。『時間暴走』を使っていないと追いつけないぞ。

			　魔族軍を率いていたグリムっていう奴も、相当強いと感じたけど、獣(じゆう)王(おう)はそれ以上だ。

			　さすがは獣族の長といったところか。

			『時間暴走』はできれば使いたくなかったんだが、今みたいに、使わないとどうしようもない場合が今後もあるかもしれない。

			　しょうがない。

			　今回は腹をくくって、異能(アビリテイ)込みのスパーリングをさせてもらおう。

			　そんなことを思いながら、俺は獣(じゆう)王(おう)のパンチを二枚盾で受け流し続けた。

			「フッ！　ハッ！　……ほう、なかなかやるではないか」

			　獣(じゆう)王(おう)からお褒(ほ)めの言葉をいただいた。

			「……そりゃどうも」

			　普段の俺なら喜ぶところだが、異能(アビリテイ)込みの戦闘であるため、喜んでいいのかイマイチよくわからない。

			「複雑な表情をしているな。なにか悩み事でもあるのか？」

			「まあ、そんなとこです」

			「そうか。だが、余計なことを考えながら、いつまでも我輩の攻撃を受け流せると思うな！」

			　獣(じゆう)王(おう)の攻撃は、より激しくなった。

			「くっ……！」

			　さっきまでのは、本気じゃなかったのか。

			　いや、もしかしたら、今もまだ手加減をしているのかもしれない。

			　命を取り合わない力比べであるとはいえ、舐められたものだな。

			　まあ、舐められている理由は、ただ単純に俺が弱いせいなんだけど。

			　戦闘技術もそうなんだが、なによりスペックの差が違いすぎる。

			『獣族は身体能力が優れている』という話を、学校の授業で聞いてはいた。が、話として聞くのと、実際にその動きを目の当たりにするのとでは、やはり違う。

			「……硬いな」

			　俺は獣族の身体能力に驚(きよう)愕(がく)しつつも、紙一重で攻撃を捌(さば)き続けた。すると、獣(じゆう)王(おう)の口から呟(つぶや)き声が漏れてきた。

			「……一度だけ本気で行かせてもらう。覚悟して受けるがよい」

			「本気？　……ッ！！！」

			　そして、獣(じゆう)王(おう)は獰(どう)猛(もう)な目つきで俺を睨(にら)みつけ、今までとは明らかに違う殺気に満ちた拳(こぶし)を振り下ろしてきた。

			　この攻撃は……マズイ。

			「くぅ……ぅ!?」

			　とっさの判断で、俺は全力で異能(アビリテイ)を行(こう)使(し)し、後方に飛び退いた。

			　その瞬間、王の拳(こぶし)が俺のすぐ目の前を通りすぎ、地面に突き刺さった。

			　俺は獣(じゆう)王(おう)の拳(こぶし)が放つ風圧で吹き飛び、拳(こぶし)が突き刺さった地面は地割れを引き起こしていた。

			　……こんな攻撃をマトモに受けたら、命がいくらあっても足りやしない。

			　獣(じゆう)王(おう)の本気を垣(かい)間(ま)見た気がする。宙に浮いたまま、俺は額の冷や汗をぬぐった。

			「……今の攻撃すら通じぬか。黒い光の正体については結局わからず仕舞いだったが、類(たぐ)い稀(まれ)なる盾術しかり、その的確な判断能力しかり、卿(けい)が戦場にてグリムを退(しりぞ)けたという話は、誠のことであったようだな」

			　地面に着地した俺に向かって、獣(じゆう)王(おう)がそんなことを言った。

			「信じてなかったんですか？」

			「いいや、そうではない。しかし、我輩がこの目で直に見たわけではないゆえ、卿(けい)がどのような力を秘めているのか、判断がつかぬと感じる部分もあったのだ」

			　まあ、そう思うのも不思議じゃないか。

			　ダメージヒールは、獣族にとっては未知の魔法のはずだ。

			　その魔法だけで魔族を押し切れた、という可能性も否定できないため、俺が強いと断言しきれないところがあったのだろう。

			「だが、今の手合わせで十分に理解した。卿(けい)は強い。それは卿(けい)と直接、手を合わせた我輩が認めよう」

			「……ありがとうございます」

			　強いと認めてくれるなら、俺から言うことは特にない。

			　俺は獣(じゆう)王(おう)に会(え)釈(しやく)した。

			「ガイウス」

			　すると、獣(じゆう)王(おう)は自分の臣(しん)下(か)を呼んだ。

			「はっ」

			「ガルディアを連れてまいれ。予定通り、この者らの足代わりに貸し出す」

			「ははっ」

			　どうやら、俺たちに足を用意してくれるようだ。

			　それ絡みの話がこの場で全然なかったから、ちょっと心配だったけど、ちゃんと貸してくれるみたいだな。

			　ありがたい。

			「……獣(じゆう)王(おう)。あまり羽目を外しすぎてはなりません。お体に障ります」

			「うむ、そうであるな。では、そろそろ我輩は休む」

			　……そういえば、獣(じゆう)王(おう)って病人なんだっけ。

			　だとしたら、今の戦闘も１００パーセントの力を出し切れてなかったってことか？

			　獣(じゆう)王(おう)の力も計り知れないな。

			　というか、病人が手合わせとかするなよ。

			　その提案に乗った俺が、思うことでもないけど。

			「卿(けい)らの前途に幸多からんことを、我輩は祈っているぞ」

			　俺が心のなかでいろいろツッコミをしていると、獣(じゆう)王(おう)はそう言って背を向け、奥にあるテントへ向かって歩いていった。

		

	
		
			　

			４　ゲームとの決別

			　

			　獣(じゆう)王(おう)との手合わせを終え、俺たちは野営地の外へとやってきた。

			「この子の名はガルディアと言います」

			　ガイウスは１匹の動物をつれてきていた。

			　体格は俺より大きく、全身がフサフサの茶色い体毛に覆(おお)われた、凛(り)々(り)しい目つきの四足動物がそこにいた。

			　なんか、凄(すご)くカッコいい。

			「……いいんですか？　こんな凄(すご)いのを借りちゃって」

			「問題ありません。目的地に到着した際に放してくだされば、勝手に帰ってきますので」

			「へえ。ずいぶんお利口なんですね」

			「フフッ、でもちゃんと可愛(かわい)がってあげてくださいね」

			　ガイウスは首を縦に振って、ニヤリと笑った。

			　そして、ガルディアと呼ばれる生物を、俺のほうへと向かうよう促(うなが)した。

			「お、おお……」

			　ガルディアは、俺の傍に来ると、足に頬(ほほ)を擦り付けてきた。

		

	
		
			[image: 044.jpg]
		

	
		
			　どうやら、俺のことを主人と認めてくれるようだな。

			　少しビビッたが、こうされると結構悪くないものだ。

			「がるがるっ！」

			「…………」

			　……なんだ、今の鳴き声は。

			　がるがるっ、て。

			　思わずズッコケそうになったぞ。

			　いやまあ、それでもカッコいいから、許してやろう。

			「あなたたちなら、２人乗っても問題はないでしょう」

			　ガイウスがそう言ったので、俺は恐る恐る、ガルディアの背に乗った。

			「おお……」

			　フワフワな体毛がクッションとなっていて、なかなか良い乗り心地だ。

			「フィルもおいで」

			「う、うん……」

			　俺は、フィルにも乗るよう誘った。

			　フィルは、若(じやつ)干(かん)おどおどとした様子ではあったが、俺のすぐ前にチョコンと跨(またが)った。

			　こうしてみると、ガルディアの背中は結構大きいな。

			　俺たち２人が乗っても、全然大丈夫だ。

			「うおっ、……おお」

			「おぉ……」

			　俺たちが乗り心地を確かめていると、ガルディアはゆっくりと歩き始めた。

			　いきなり動き出したので、少し驚いた。だが、しばらくすると、その軽快な揺れにも慣れてきた。

			「悪くないな……」

			「ん……」

			　上手く乗れるか不安だったが、この分なら問題なく足として使えそうだ。

			「どうやら気に入ったようですね」

			「ああ……なかなか良いですね」

			　ガイウスの問いに、俺は頷いた。

			　実際、乗り心地は悪くないし、２人いっぺんに乗れて、楽に移動できる。

			　文句なしだな。

			「そうですか、では王にも、そうお伝えしておきます」

			　俺たちがニヤケ顔で乗り心地を確かめていると、ガイウスは事務的にそう言った。

			　そんな獣族の男を見ていて、俺はふと、この人たちがこれからどうなるのかについて、思いをめぐらせた。

			「……これを聞くのは野(や)暮(ぼ)かもしれませんが、次に魔族が攻めてきたら、どうするおつもりでしょうか？」

			「すぐにまた攻めてくるとは思えませんが……難しいですね。王の病も芳(かんば)しくないですし、このままでは近いうちに、我々は後退を余儀なくされるでしょう」

			　ガイウスは表情を暗くした。

			「なので、私といたしましてはあなたたちにも、このまま我々とともに魔族と戦ってもらえると助かるのですが……王がなにもおっしゃらない以上、私も引きとめはいたしません」

			「そうですか……」

			　聞かないほうがよかったな。

			　昨日の戦いも劣勢だったらしい。だから、俺たちが戦力となりそうなら、このまま残って一緒に戦ってほしいと思うのは、当然だろう。

			　だが、俺たちは獣族ではなく、人族であるかも怪しい地球人(プレイヤー)だ。

			　獣族と魔族の争いに、大きく介(かい)入(にゆう)するのはマズイ。

			　俺たちが勝手に動いて、地球人(プレイヤー)の印象を変化させるわけにはいかない。

			　現在、アースにおける地球人(プレイヤー)の立場は微妙だ。

			　一応、中立の立場ではあるが、身体的特徴から、人族と同義であるとされている。

			　そして、人族もまた中立であり――ウルズ大陸にある三大大国の１つとして数えられているミッドガルドを拠点にしているものの――世界中に住んでいることから、地球人(プレイヤー)がどこにいても、とやかく言われることは、まずない。

			　なので、俺たちはやろうと思えば、世界中を動き回れるはずなのだが……。

			　……まあ、そんなことはどうでもいい。

			　今は無事に、ミレイユへ帰ることだけ考えよう。

			「それじゃあ、俺たちはそろそろ行きます。ありがとうございました」

			「あ、ありがとうございました」

			　こうして俺たちはガイウスに別れを告げ、ウルズ大陸へと向けて出発した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「そういえば……シンさん。オレたちはどういうルートを通る……んですか？」

			　ガルディアの軽快な歩みに身を任せてから十分ほどが経過した頃、フィルが俺にそんなことを訊ねてきた。

			　昨晩は、フィルが学校側に報告をしに行っている間、俺が帰り道を調べるという役目を請(う)け負っていた（実際に調べ出したのは、太陽が昇り始めた頃だったけど）。

			　しかし、どういう道を辿(たど)るのか、彼女にはまだ教えていなかった。

			　ちなみに、フィルがログアウトして職員と話したところによると、どうやら今すぐ俺たちへ救援を寄越すのは難しいらしい。また、ひとまず最寄の街へ行って安全が確保でき次第、再びログアウトをしてほしい、とも言われたそうだ。

			　どうやら、俺たちはほぼ自力でウルズ大陸に戻らないといけない状況であるようだ。

			　いきなり、別の大陸に飛ばされたわけだからな。

			　学校側としても、迅(じん)速(そく)な対応はできないだろう。

			　ひとまず今は、俺たちが自力で帰るためのルートをフィルに説明しよう。

			「まずは、ここから北に進んだところにある人族の街・アクラムに向かう。そこで旅の物資を調達したあと、東方面にあるスルスの森を抜けて、三大陸が繋がるヴァルハラに行く。そしてそこを通過して、ウルズ大陸にあるヴァルハラ寄りの街・クロスまで戻る……ていうルートだ」

			　俺はフィルの目の前で地図を開き、自分たちが進む道を指でなぞりつつ説明した。

			　このルートは、俺が昨日、ガイウスから貰った地図から導き出したものだ。

			　もう少し、移動距離を短くすることもできるのだが、そのルートは険しい山脈だったり、魔族の軍が占(せん)拠(きよ)している地域を通らないとならなかったりなので、避けることにした。

			　無理をして、身を危険に晒(さら)すこともないだろう。

			　山脈には、より強い魔物――ＭＯＢが現れるって言うし、魔族との接触も極力控えたい。

			「……と、思ってるそばからこれか」

			　ＭＯＢのことを考えていたのが、いけなかったのか。

			　進行方向に、鎧(よろい)を着た豚人間型ＭＯＢのハイオークが現れた。

			　オークなんて、今、初めて見た。しかも、名前からして、こいつはオークより上位のＭＯＢなのだろう。

			　だが、相手は１匹のみ。

			　これなら、安全に確認作業を行えるだろう。

			「シンさん……」

			「俺が様子を見てみるから、フィルはガルディアの上で待ってろ」

			「うん……」

			　俺たちは、まだこの辺りに生息するＭＯＢと戦闘したことがない。

			　つまり、俺たちの力が通用するか、どれほどの脅(きよう)威(い)をこのＭＯＢが持っているか、一切わからない。

			　下手したら、俺たちはＭＯＢに一撃死させられる可能性もある。

			　なのでここは、念には念を入れて行動すべきところだ。

			　俺はガルディアから降りると、走り寄ってきたオークに向けて全力のハイヒールをぶちかました。

			　すると、オークは一撃でＨＰを０にし、その体を煙(けむり)に変化させた。

			「……問題はなさそうだな」

			　どうやら、ここでも俺のダメージヒールは十分すぎるほど機能するようだ。

			　まあ、機能してくれないと、かなり困るわけだが。

			「ぶっ!?」

			　と、そんなことを考えていたら、レベルが上がった。

			　しかも、一気に２レベルの上昇で、俺はレベル27、フィルはレベル26となった。

			　これは……ヤバイ。

			「……あまり積極的には戦闘しない、という方針でもいいか？　フィル」

			　俺は今の結果を見て、ここでの戦闘は自重することに決めた。

			「う、うん……シンさんがそう言うなら」

			　やはり、このエリアは、本来ならレベル20そこそこで来ちゃいけない難易度のようだ。

			　今、ＭＯＢを倒して莫(ばく)大(だい)な経験値を得たことが、その証拠だ。

			　一応、俺の放つダメージヒールはアホみたいな威力を秘めているため、敵ＭＯＢを一発で倒せる。だが、逆に俺たちが敵から一発でも攻撃を食らったら、ひとたまりもないだろう。

			　集団戦や奇襲には、十分注意しないといけないな。

			　……それに、こんな調子でポンポンレベルを上げていくのは、あまり好ましくない。

			　ミレイユに戻ったとき、レベル帯が周囲と乖(かい)離(り)してしまうと、上手くパーティーが組めなくなる。

			　プレイヤースキルを鍛(きた)えていく、ＭＯＢのアルゴリズム変化に少しずつ対応していく、という面からしても、マズイ行為だ。

			　しかしながら、ここで簡単に死んでしまうわけにもいかない。

			　ウルズ大陸へ帰る間に、ある程度レベルが上がることは、覚悟しておかないとだろうな。

			「意図せずして、パワーレベリングになっちゃったな……」

			　俺は頭を掻(か)きつつ、ガルディアの背に乗る。

			　そして俺たちは、再び荒野を突き進んだ。

		

	
		
			　

			５　じゃれあう

			　

			　荒野のなかを移動していると、陽が落ちて暗くなり始めた。なので、俺たちはここで休みを取るため、野宿の準備を整えた。

			　ガルディアの胴体に背を預けている俺に、フィルが心配そうに声をかけてきた。

			「……シンさん、少し怒ってる？」

			「まあ、ちょっとな」

			　荒野を移動している最中、俺たちは結局、数回ほど戦闘を余儀なくされた。それにより、俺とフィルはレベル30にまで上昇した。

			　つまり、今日１日だけで、５レベルほど上がってしまったことになる。

			　いくらなんでも早すぎだ。

			　俺は大きくため息をついた。

			「俺はこの世界で、普通にゲームをしたかったんだ。なのに、ここ数日で、その夢は終わった」

			　迷宮地下20階層のレイドボスを倒すために、ザイールたちを倒すために、獣族と魔族が争う戦場を切り抜けるために、俺は異能(アビリテイ)を使用した。

			　また、これまで順調かつ堅実に積み重ねてきたレベリングも、今回の件で大幅に狂わされることとなるだろう。

			　こんな状況では、楽しむもなにもない。

			　俺の楽しみを奪ったあの覆(ふく)面(めん)プレイヤーは、いずれ痛い目に遭(あ)わせなくちゃ、気がすまないな。

			「……ごめん、シンさん。オレがもっとちゃんとしていれば……」

			「なんでそこでお前が謝るんだよ」

			「だって……オレのせいでシンさんは力を使わないといけなくなったんだし……」

			「…………」

			　フィルは、俺の異能(アビリテイ)がなんなのかを知っている。以前に、セレス、マーニャン、師匠、それにフィルの４人には話したことがあるからだ。

			　あのときは、師匠が自分の持つ力を語り、続いてマーニャン、セレス、フィル、そして俺という順番で暴露したんだよな。

			　それまでは、お互いにネットで知り合った仲間たちが異能者(アビリテイスト)だったなんて夢にも思わず、戸惑い交じりでの告白大会となってしまった。だが、それがあったからこそ、俺たちはより強固な絆(きずな)を築けた、と言っても過言ではないだろう。

			　また、そこで俺と師匠が掲げた『俺たちはゲームで異能(アビリテイ)を絶対使わねえ』という誓いを、フィルは聞いている。

			　今回、俺はその誓いを破って戦ったことを、フィルも理解しているはずだ。

			　俺はフィルたちの身を案じて、レイドボスとの戦闘や、戦争に巻き込まれた際に異能(アビリテイ)を使用した。

			　だから、彼女は気に病んでいるのかもしれない。

			　自分が、心配をかけさせないほど強ければ、俺が異能(アビリテイ)を使うこともなかったのだろう、と。

			　でも、俺は後悔していない。

			　なりふり構わず戦うと決めたのは、仲間が危険に晒(さら)されると思ったからなんだからな。

			　フィルや他のみんながどれだけ強かろうが、今回起きた出来事の流れは、大して変わらなかっただろう。

			「これは俺の問題だから、フィルが気にすることじゃないぞ」

			「ん……」

			　しかし、このことでフィルに心配させてしまうのは忍びないな。

			　俺は眉(み)間(けん)に寄ったシワを取り除き、彼女へ向かって微笑(ほほえ)んだ。

			「心配してくれてありがとう、フィル。お前はいつでも優しいな」

			「オレは別に……そんなこと……」

			　フィルは俺の言葉を聞くと、顔をマフラーで隠した。

			　恥ずかしがり屋で、自己主張は上手くできないけど、いつも人を気遣おうとする良い子だ。

			「もともと、この世界がゲームじゃないなんてことは、わかりきってたんだ。この世界はゲームではなく、ただのリアル。だから、俺が今までこの世界で異能(アビリテイ)を使わなかったのは、人生におけるただの舐めプだったんだ」

			「シンさん……」

			　アースはリアル。そして、ＭＯＢはモンスター。これは俺も、本心ではわかっていたことだ。

			「だが、これからは本気でいかせてもらう。この土地を歩くのにレベルが適正でないと言うのならレベルを上げるし、命が危険に晒(さら)されるのであれば、迷いなく異能(アビリテイ)を使う」

			　俺はフィルに告げた。

			　この先は全力で事に当たると、ゲームではなくリアルとして世界と接すると、宣言した。

			「だから、フィルは安心して俺について来い。お前は絶対、俺が守るから」

			　全力を出すのも、リアルとして接するのも、すべてはフィルのためだ。

			　どのような状況下においても、彼女は絶対に守りきる。

			　それこそが、今の俺の原動力となっている。

			「…………守られるだけじゃイヤ……です」

			　フィルは眉(み)間(けん)にシワを寄せ、難しい顔で俺を見つめてきた。

			「シンさんがオレを守るなら……オレはシンさんを守る…………それで対等……です」

			　……なるほど。

			　どうやら、フィルは俺を守ってくれるらしい。

			　俺より１回りも２回りも小さいというのに、彼女がとても頼もしく感じる。

			「それじゃあ、俺の背中は預けたぞ、フィル」

			「ん……任せ……てください」

			　なんて心強いんだろう。

			　右も左もわからないような土地で２人だけだというのに、全然不安にならない。

			　フィルと一緒なら、どんな苦難も乗り越えられそうな気になる。

			　俺は、彼女とともにこの地へ来たという不幸中の幸いに、心から感謝した。

			「……でも、今はオレの背中を守ってほしい……です」

			　と、そこでフィルは立ち上がり、俺の懐(ふところ)に潜り込んできた。

			「え？　……ぉ」

			　呆(あつ)気(け)にとられている俺にお構いなく、彼女は鎧(よろい)に寄りかかってくる。

			　いきなりどうしたんだ。

			「だ、駄目……でしたで……しょうか……？」

			　フィルが不安そうな目を、俺に向けてきた。

			「あ、いや、ちょっとビックリしたってだけで、別にいいんだけど」

			　俺は、慌てて手を振った。

			「そ、そう……ですか」

			　いきなりこんなことをしてくるとは、思わなかった。けど、フィルがそうしたいっていうなら、俺はいくらでも背もたれ代わりになる。

			「だけど、背中を預けるものとしては、俺の鎧(よろい)は不向きじゃないか？」

			　今の俺は、鎧(よろい)を着込んでいる。

			　いつモンスターに襲われるかわからないのだから、当然だ。

			　そんな俺に寄りかかるということは、俺の鎧(よろい)に寄りかかるということになる。

			　硬いわ冷たいわで、背もたれとしては向かないだろう。

			「そんなことない……です。シンさんに包まれてるようで……凄(すご)く落ち着く……ます」

			「だ、だったらいいんだけど……うん」

			　なんというか、ちょっと気恥ずかしい。

			　こんなことをして落ち着くというのは、それだけフィルが俺のことを信頼してくれている、ということなんだろう。

			　でも、フィルは女の子なわけで、俺は男の子なわけで……距離が近すぎると、少しだけ意識してしまう。

			　いかんいかん。こんなところで俺が変な気分になっていることを悟られたら、フィルに嫌われてしまうかもしれない。

			　フィルは俺の大事な友達なんだ。煩(ぼん)悩(のう)退(たい)散(さん)煩(ぼん)悩(のう)退(たい)散(さん)……。

			「……くしゅんっ」

			　俺が頭のなかで自分と格闘をしていると、フィルは小さくクシャミをした。

			「ほら、やっぱり俺の鎧(よろい)は冷たいだろ。無理するな」

			「む、無理なんてしてない……です」

			「本当か？　……でも、そうじゃなくてもお前の服装は寒そうだよな」

			　よくよく考えてみたら、フィルの服には袖がないし、下は膝や太ももがむき出しとなるホットパンツだ。おまけにお腹も見えていて、防寒対策は全然できていない。

			　首元にマフラーを巻いているのが、唯一暖かそうなポイントだ。

			「お腹とか露出してるけど、大丈夫なのか？」

			「ん……だ、大丈夫。全然問題な――」

			　なんとなく、俺はフィルのお腹に手を添えてみた。

			「ひゃわっ!?」

			　彼女は驚きの声を上げた。

			「あ、わ、悪い。そんな驚かせるつもりじゃなかったんだ。ただ、ちょっと寒そうだから触ってみたってだけで……えっと……ごめん」

			　今のは俺が悪い。

			　俺は両手を上げて、フィルに謝罪をした。

			「そ、そういうことなら……シンさんにお願いしても……いい……ですか？」

			「お願い？」

			「ん……」

			　フィルは、焦る俺の両手を握る。

			　そして、それを先ほどまであった位置、すなわち、フィルのお腹に誘導した。

			　俺の両手は再び、彼女のお腹に添えられる。

			「シンさんの手……暖かい……」

			「……そうか」

			　暖かいのは良いんだが、汗ばんだりはしていないだろうか。

			　俺は自分の手の感触が彼女に不快な思いをさせやしないかと、内心で不安に思ったりした。

			　まあ、どうやら俺の手のほうが、フィルのお腹より暖かいみたいだから、悪くはないんだろうけど。

			「……ん？」

			　フィルのお腹を軽くさすっていると、小さなくぼみを発見した。

			「……っ！」

			　それに指を突っ込んでみると、フィルの腹筋がビクンと反応した。

			　このくぼみは……おへそか。

			　おへそを触られただけでこんな反応をする、ということは……。

			「……もしかして、フィルはおへそが弱かったりするのか？」

			「そ、そんなことない……です！」

			「本当かー？　うりうりー」

			「っ!?」

			　フィルの反応がちょっと面白かったので、俺は彼女のおへそを執(しつ)拗(よう)に攻めた。

			　指の腹でおへそを圧してみたり、ぐりぐりと撫(な)でまわしてみたりして、彼女の様子を観察する。

			「……！　……っ！　……っ……！」

			　声には出さないものの、フィルはなにかに堪えるように、口を手で押さえた。

			　しかし、お腹のほうは正直だった。

			　彼女の腹筋は敏感に反応し、俺が指でおへそを攻めるたびにビクビクしている。

			　あ、なんか楽しい。

			「そんなに強がるなよ、うりゃうりゃ」

			「……っ！　……っ！　……っ！」

			　声を出すのを我慢してプルプルしているフィルの姿は、とても面白い。

			　そっかそっか。なるほどなぁ。

			　フィルはおへそが弱点だったんだな。

			　俺も脇(わき)腹(ばら)とかをくすぐられるのには弱いけど、フィルの場合はおへそだったか。

			　だったら、この際だから一度、フィルを大笑いさせてみよう。

			　微笑(ほほえ)んだ表情は見たことがあるけど、大声で笑う彼女の姿は見たことがないからな。

			　彼女はどんなふうに笑うだろうか。

			「ほら、そろそろ観念しないと、もっと――」

			　俺はフィルを笑わせようとした。

			「ん……っ！　ひゃぁ……！」

			　だが、彼女の口から漏れてきたのは、どう考えても笑い声ではなかった。

			　それを聞いて、俺は指をピタッと止める。

			「…………」

			　今のは、フィルなりの笑い声だろうか。

			　フィルの笑い声は「ん……っ！」とか「ひゃぁ……！」とかなのだろうか。

			　……ちょっと違うかもしれない。

			「あー……その、まあ……ごめん」

			　なぜか、俺はフィルに謝罪していた。

			　この場合は、謝らなくてはならないような気がしたので、そうしていた。

			「……シンさんのいじわる」

			「はい……ごめんなさい」

			　フィルがおへそをいじられて、どう思ったかはわからない。でも、異性のおへそをいじくり回すのは、やっぱりマナー違反だったな。

			　反応が面白かったから、つい、子ども同士のじゃれあいみたいなことをしてしまった。

			　まったく……なにやってんだ、俺は。

			「反省して……ますか？」

			「はい……反省してます……」

			「ん……それなら、今日はこのままの姿勢で寝て……ください」

			「このままの姿勢で？」

			　俺は別に構わないが、フィルのほうはそれでいいのか。

			　さっき言った通り、背もたれにして寝るには、俺は不向きだぞ。

			「手も……お腹が寒いから……このままで」

			「え、ええっと……うん……まあ、フィルがそう言うなら」

			　俺の両手がフィルのお腹に触れている。

			　彼女がそうしていてほしいと言うのなら、そうするけど……本当にいいのだろうか。

			「今日はお腹が暖かいから……よく眠れそう……です」

			　…………まあ、フィルがこれでいいって言うなら、いいんだろう。

			　俺は、軽くため息をついた。

			「がるがる」

			　と、そこへガルディアの鳴き声が、小さく響いてきた。

			「うるさくして悪かったな。もうそろそろ静かにするから、許してくれ」

			「がるぅ……」

			　俺はガルディアに謝ると、フィルにも声をかける。

			「ほら、フィルもそろそろ寝ろ」

			「うん……わかった……」

			　そうしてフィルは目を閉じ、しばらくすると、スヤスヤと小さく寝息を立て始めた。

			　ここまでロクに休めなかったからな。

			　彼女も疲れていたんだろう。

			「さて……と」

			　しかし、ここで俺まで寝てしまうわけにはいかない。

			　焚(た)き火はついており、また、ガルディアが周囲を警(けい)戒(かい)しているけど、それでこの土地に住むＭＯＢ――モンスターが近づいてこないなんて保証は、ないからな。

			　俺は、周囲の音に気を配りながら、体を休めた。

		

	
		
			　

			６　寝不足

			　

			　翌日、俺とフィルは堅(けん)牢(ろう)な外壁で囲まれた街・アクラムにたどり着いた。

			　なにをするにも、まずは宿を取らなければならない。俺たちは今日泊まる宿を探すため、いくつかの建物に足を踏み入れた。

			　……そこで、ちょっと看過しきれない事態が判明した。

			「ご一泊５０００ゴールドからとなります」

			　俺が宿代を訊ねると、信じがたい額を提示された。

			「…………」

			　一泊５０００ゴールド。

			　ミレイユなら一泊平均50ゴールドだというのに、ここではその１００倍だ。

			　しかも、この宿が特別高い、というわけではない。アクラムにあるどこの宿も、これぐらいはするのだ。

			　正直、始末に負えない。

			　俺たちの所持金は、２人合わせると８万ゴールド。

			　この辺りで狩ることのできたハイオークとかを、冒険者ギルドにて、それなりの額で引き取ってもらった。そのうえで、これが有り金のすべてだ。

			　所持金は８万ゴールドあるのだから、宿代の５０００ゴールドは、決して払えない金額ではない。

			　けれど、一泊の料金としてその額を払うのには抵抗がある。

			　そもそも、宿代だけではなく、この街全体の物価がべらぼうに高い。

			　参ったな……。

			「……それじゃあ、ひとまず一泊で２部屋分――」

			「ひ、１部屋でお願いします！」

			「……フィル、いいのか？」

			「ここで無駄遣いはできないし、今更だ……です」

			「まあ、確かにそうなんだが」

			　獣族の野営地にしろ野宿にしろ、安全面を考(こう)慮(りよ)して、俺とフィルは常に互いが手の届く範囲にいるところで休憩を取っていた。

			　だから、ここで同じ部屋に泊まったから、なんだという話だろう。

			「……それじゃあ、１部屋だけ」

			「かしこまりました」

			「あと、ペットの持ち込みは大丈夫でしょうか？」

			　彫刻のように、ピシッと背筋を伸ばして待機するガルディアのほうへと、目をやった。

			　街中へのモンスター持ち込みは、種類によって許可が下りたり下りなかったりする。

			　今回は、街に入る際、ガルディアが俺の命令に忠実だったため、衛兵の審査に引っかかることはなかった。

			「はい。問題ございません。ただし、保証金として追加料金２０００ゴールドいただきます」

			「わ、わかりました」

			　街中でモンスターが暴れたら、その責任はすべて飼い主が取ることになる。宿屋の人が保証金と称して追加料金をあらかじめ徴(ちよう)収(しゆう)するのも、当たり前といえば当たり前だ。

			　だけど、保証金で２０００はキツすぎる。

			　そう思いつつも、俺は宿主に７０００ゴールドを支払った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「金が必要だな……」

			「ん……」

			　俺たちの部屋は、宿のなかでも比較的外の見晴らしが良い３階の部屋だった。

			　そんな部屋で、窓から街の風景を眺めつつ、俺たちはこれからについてを話し合っていた。

			「物価が高いのは、周囲のモンスターが強いせいだろうな」

			　外敵が強ければ強いほど命の危険性が増し、その土地には住みにくくなる。

			　それに加え、街の防衛費なども、馬鹿にならない額となるだろう。

			　逆に考えると、ここに住めば、より強力なモンスターを狩ることができる。

			　強くなる、大金を得るという面においては、悪くない土地だ。

			　しかし、俺たちが考えるべきところは、そこじゃない。

			　今考えるところは、この街の物価がとんでもなく高いため、今の俺たちの所持金で、これからの旅支度をするのは厳しいだろう、という点だ。

			　俺たちは金を稼ぐ必要がある。

			　それも、かなりの額を。

			　となると、やはり……。

			「……俺たちが大金を稼ぐ方法といったら、モンスターを狩ることしかないよな」

			　俺が確認するように訊ねる。

			「多分……」

			　フィルはコクコクと首を縦に振った。

			　もしかしたら、他に手はあるのかもしれない。だが、戦闘特化である俺たちが金を稼ごうとしたら、狩り以上に効率の良い手段はないだろう。

			　けれど、それは諸(もろ)刃(は)の剣。

			　ここで狩りを行えば、俺たちのレベルはガンガン上がっていく。

			　そうなると、俺とフィルは中高生のクロクロプレイヤー集団のなかで孤立する。

			　レベルが20、30も離れたプレイヤーとパーティーを組んでも、良いことはないからな。

			　なので、ここで狩りをしようと思うのなら、俺たちはミナやサクヤ、それに年が近い他のプレイヤーたちと、パーティーが組みづらくなることを覚悟しなければならない。

			「……大丈夫。シンさんにはオレがついてる」

			　俺の表情を見て心配したのか、フィルは俺の手を握って、励(はげ)ましの言葉をかけてきた。

			「オレが一緒に強くなれば……シンさんは１人にはならない。それじゃあ駄目……ですか？」

			「……いや、駄目じゃないさ。気を使わせちゃって悪い、フィル」

			「ううん……全然」

			　フィルは相変わらず、俺がなにに対して怖がっているのか、正確に把(は)握(あく)できるようだな。

			　俺は結局のところ、仲間と本気で遊びたいんだ。

			　だから、みんなから孤立しないようパーティーで動くし、戦闘で手を抜くこともない。

			　しかし、異能(アビリテイ)を使用すると、パワーレベリングをすると、その願いは途端に叶わなくなる。

			　それらによって得る力は、俺を孤立させてしまう。戦う楽しみを、損ねてしまう。

			　当たり前だ。

			　みんなが自分の足でかけっこをしているのに、自分だけバイクでぶち抜いて、楽しいわけがない。

			　みんなが素手や剣で戦っているのに、自分だけミサイルで戦って、楽しいわけがない。

			　俺の持つ異能(アビリテイ)は強力すぎるうえに、それを見た奴のほとんどは揃って『卑(ひ)怯(きよう)だ』と罵(ののし)る。

			　また、パワーレベリングについても、プレイヤースキル向上の阻(そ)害(がい)という面以上に、楽しみが減るという点で、俺は嫌悪している。

			　どちらも、俺が楽しくなくなるからこそ、封印していた手段だ。

			　けれど、今はそんなことを言っている場合ではない。

			「今はフィルが一緒にいるんだもんな」

			　現在の状況を考えると、楽しいか楽しくないかの判断で動くのはマズイ。

			　レベル30台にしては規格外といえるくらいの威力を持つ俺のダメージヒールは、町の外にいるモンスター相手にも有効だ。けれど、レベルや装備などをどうにかしないと、だいぶ危なっかしい。

			　それでも、俺１人であれば、まだなんとかなっただろう。なんとかならなかったとしても、それは自業自得で済む。

			　だが、ここにはフィルもいる。

			　俺のワガママで、彼女を危険に晒(さら)すわけにはいかない。

			　本来なら、一定のペースで狩場の難易度を上げていくことが、最もいいレベリングの仕方だった。でも、どこへ行っても周りが高難度という状況では、そうも言っていられない。

			　一体一体を確実に狩り、資金を貯めて装備を更新する必要がある。

			　強力なモンスターが蔓(まん)延(えん)しているこの先の道のりを安全に進むには、そうする他ない。

			「狩場に合った装備が整うまで、この街を拠点にして狩りをしよう」

			「了解」

			　安定を求めるのであれば、妥協をしなければならない。

			　それが人生というものなのだろう。

			　こうして俺は、この土地に見合った力を得るため、フィルとともに狩りをする、という方針でいくことにした。

			「……とはいえ、俺の場合は、装備を変えるというわけにもいかないな」

			　そこで、俺は１つの懸(け)念(ねん)を抱いた。

			　俺が現在、身に着けている装備のほとんどは、死霊装備だ。

			　防御性能は微妙なものの、結局、ダメージヒールの威力を高めることを優先したためだ。

			　しかし、ずっとこの装備のまま、というわけにはいかない。

			　なにか新しい装備に変えるなり、装備品自体を強化しないと厳しいだろう。

			　モンスターをギリギリ一撃で倒せるようにＭＮＤを調整して、防御力を上げる、という方針でいくべきか？

			　悩ましい。

			「鍛(か)冶(じ)屋に行ってみ……ますか？」

			「そうだな。とりあえず行ってみよう」

			　鍛(か)冶(じ)屋。

			　それは、まあそのままの意味で、金属製品を加工したり修理したり販売したりするところだ。

			　俺たちにとって、そこは装備品の修理――耐久値を増やすということでも、ちょくちょく通っていたりするところである。

			　また、そこでは、修理以外に、装備の強化を行ってくれたりもする。

			　ミレイユやその周辺では、鍛(か)冶(じ)師の腕があまり良くないようで、強化の類(たぐい)はほとんど行えなかった。

			　でも、この街になら、ちゃんとした強化が行える鍛(か)冶(じ)師がいるかもしれない。

			「明日は街で、情報収集でもしてみるか」

			「ん、了解」

			　フィルは頷いた。

			　どうやら、異論はないらしいな。

			「ふぅ……それじゃあ、今日はこの辺にして休むか」

			　明日の予定は決まった。

			　そう思った瞬間、俺は強烈な睡(すい)魔(ま)に襲われた。

			　この街に来るまで、ろくに休めなかったからな。睡眠も全然とれていなかったし、眠いのも当然だ。

			「俺はガルディアに寄りかからせてもらうから、フィルはベッドを使ってくれ」

			　部屋のなかには、ベッドが１つだけある。

			　それは１人用のサイズなので、俺とフィル、どちらかしか使えない。

			　となると、ここは女の子であるフィルに使わせるべきだろう。

			「え、えっと……でも、それだとシンさんが休めないんじゃ……？」

			「そんなことはない。こいつの腹は寝心地が良いからな」

			　俺はそう言いながら、ガルディアの頭を撫(な)でた。

			「だから、フィルはベッドを使ってくれ。俺のことは気にしなくていいから」

			「で、でも……シンさん、目の下にクマができてるし……ちゃんと休まないと……」

			　フィルはそこで、なにやら考え込むような表情をした。

			　自分だけベッドを使うことに、罪悪感でも湧いたのだろうか。

			　困ったな。こういうとき、どうすれば丸く収まるんだ？

			　俺は頭を悩ませていく。

			「あ、あの！　そ、その……て、提案がある……のですが……いい……ですか？」

			「？　ああ、いいぞ」

			　フィルが、突然モジモジとし始めた。

			「こ、このベッド……ふ、２人で使うというのは……だ、駄目……でしょうか！」

			「…………」

			　うん……なんだ……つまりだ、フィルは俺と一緒のベッドで寝てもいいってことか。

			　でも、これシングルベッドだぞ。２人で使ったりなんかしたら、くっつき合いながら寝るしかないんだぞ。

			　いや、俺は別にいいんだけどさ。フィルと一緒に寝るくらい、俺は別にいいんだけどさ。

			　だけど、フィルは女の子なわけで。同(どう)衾(きん)するのは、やっぱりよろしくないだろう。

			「フィル、何度も言うようだが、俺に気を使う必要はない」

			「そ、それを言うなら、シンさんだってオレに気を使う必要なんてない……です」

			「このベッドを２人で使うとしたら、抱き合うような恰(かつ)好(こう)をするしかないぞ？」

			「し、シンさんとなら……オレは大丈夫……」

			「…………」

			　なんというか、俺はフィルに物凄(すご)く信頼されているようだ。

			　たとえ友達であっても、普通なら、異性と同じベッドで寝ることに危機感のようなものを抱くと思うんだが。

			「も、もちろん、シンさんがオレと一緒のベッドで寝るのは嫌だっていうなら……しょうがないけど……」

			「嫌ってわけじゃないんだが…………わかった。それじゃあ、一緒に寝るか？」

			「！　う、うん！　そ、そうしよう！」

			　フィルの曇った表情を見て、俺はついオーケーを出してしまった。

			　本当にいいのかって感じだが、まあ、俺が自制すればいいんだ。

			「それじゃあ、もう寝よう」

			　俺は瞼(まぶた)が閉じそうになるのをこらえながら、ベッドに潜り込んだ。

			　いい加減、もう眠い。

			「あ……」

			　ベッドに入った瞬間、俺の睡眠欲はピークに達した。

			「で、では……お、お邪魔します……って、シンさん？」

			「…………」

			　フィルが呼んでいる。

			　しかし、俺にはそれに応えるだけの気力が残っていない。

			「もう…………おやすみなさい、シンさん」

			　俺の頭を誰かが撫(な)でているような気がする。

			　その感触は、とても優しく、温かかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「…………」

			「…………」

			　早朝。

			　目を覚ますと、フィルと目が合った。

			　彼女は顔を真っ赤にして、俺を見つめていた。

			　そして……俺は彼女を抱きしめるような恰(かつ)好(こう)をしていた。

			「……おはよう、フィル」

			「お、おはよう……ございます！」

			「…………」

			　フィルの反応が微妙におかしい。

			　というか、もしかして俺は、フィルを抱き枕代わりにしていたのか？

			　だとしたら、申し訳ないことをした。

			「あー……すぐ離れるから」

			　俺はフィルの腰に巻きつけていた腕を動かし、上半身を起こした。

			「ごめんな……寝づらかっただろ？」

			「い、いや！　そんなことはない……です！　凄(すご)く快適……でした！」

			　フィルが猛烈な勢いで否定するので、俺は思わずひるんでしまった。

			「そ、そうか」

			　とりあえず、彼女が寝づらい思いをしていなかったというのであれば、それでいいか。

			「さて……それじゃあ出かける準備を……うっ!?」

			　気分を入れ替え、俺はベッドから出ようとした。

			　だが、床に足を着いて立ち上がろうとしたそのとき、俺は重大な事実に気づき、ベッドに座り込んだ。

			　体勢は……若(じやつ)干(かん)前かがみである。

			「ど、どうしましたか、シンさん」

			「な、なんでもない。なんでもないから……フィルは先に出かける準備をしててくれ」

			「そ、そう……ですか。わか……りました」

			「…………」

			　……フィルにはバレてないよな？

			　いや、でもさっきまで密着するような姿勢だったし……もしかしたら眠っている最中に、当たっていた可能性も否定できない。

			　どうする。ここで素直に聞いてみるべきか？

			「……やめとこ」

			　フィルがなにかを言ってこない限り、俺のほうから事を荒立てる意味もない。

			　そう思った俺は、男の子にありがちな朝の生理現象が収まるのを、ただひたすら待ち続けたのだった。

		

	
		
			　

			７　評判の悪い鍛(か)冶(じ)師

			　

			　着替えと朝食を済ませた俺たちは、宿屋をあとにした。

			　そして、腕の良い鍛(か)冶(じ)師がいないか調べるべく、街中で聞き込みを開始した。

			「ちょっとラッキーだったかもしれないな」

			　30分ほどかけた聞きこみの結果、俺たちは街の南西側に位置する商業区域にやってきた。

			　ここには鍛(か)冶(じ)師――もとい地球人(プレイヤー)が、最近店を構えたというからだ。

			　当たり前のことだが、アースにいる地球人(プレイヤー)は、俺やフィルだけではない。

			　そして、アースの時間軸で考えると、俺たちより数年長く、この世界にいる地球人(プレイヤー)も、それなりに存在する。

			　なので、どの街でも地球人(プレイヤー)に出くわす可能性がある。

			　だが、地球人(プレイヤー)がこんなところで鍛(か)冶(じ)屋を営んでいるというのは、僥(ぎよう)倖(こう)としか言いようがない。

			　しかし、その地球人(プレイヤー)は、腕利きというわけではないようだ。

			　噂によると、その店で売っている装備は粗悪品だし、強化もあまり上手くないのだとか。

			　けれど、俺としてはアース人より地球人(プレイヤー)のほうが頼みやすい。また、もし本当に腕が悪いなら、その分、出費を抑えられるかもしれない、とか考えていたりする。

			　それに、腕が悪いと言っても、高レベルの鍛(か)冶(じ)スキル持ちであるなら、ある程度の強化はできるはずだ。

			　そう思った俺は、フィルを連れて、ある建物のなかへと入っていった。

			「らっしゃい。本日はどんなモンをお求めで……って、アンタら地球人(プレイヤー)かい？」

			「あ、ああ、そうだが」

			　店の奥から１人の女性が姿を現した。

			　ジョブとキャラクター名は伏せてあるのか、表示されない。が、黒髪黒目であるところからして、おそらく地球人(プレイヤー)だ。

			　身長が高くて、ちょっと迫力がある。

			「悪いんだけど、アタシは地球人(プレイヤー)相手に商売をする気はないんだ」

			「え？」

			「地球人(プレイヤー)相手に鍛(か)冶(じ)スキルを使う気はない、って言ってんの。わかったらほら、早く店から出て行ってくれ」

			　店に入って早々、どういうわけか、出ていけと言われてしまった。

			　突然のことに、俺とフィルは戸惑うばかりだ。

			「……？　というかアンタら、もしかして中学生か高校生？」

			「へ？　あ、ああ、まあ。俺は高１で、こいつは中２だが」

			「……どうやってここに来たんだ？　しかも、女の子のほうはいまだにジョブが盗(とう)賊(ぞく)だし。アンタら、レベルいくつよ？」

			　この人、俺たちに興味はあるようだな。

			　俺のほうは、周りからヒーラーだと思われても困るから、ジョブはキャラネームと一緒に非表示設定にしている。

			　だが、フィルのほうは、そういった設定をしていない。

			　また、この街まで来られるくらいの地球人(プレイヤー)なら、すでに盗(とう)賊(ぞく)から別の職に派(は)生(せい)していないと、レベル的におかしい。

			　まあ、フィルはすでに二次職へのジョブチェンジが可能なレベルである30にまで上がっている。今回、この女性に驚かれたのは、俺たちの落ち度だ。

			　ちなみに、俺のほうは派(は)生(せい)ナシだ。『レイスプリースト』というジョブは、どうも上位ジョブ扱いっぽい。

			「レベルは……33です」

			「俺も33だ」

			「は!?　33!?」

			　フィルと俺が正直に自分たちのレベルを告げると、目の前の女性は驚いた、というように目を見開いた。

			「この街にいる地球人(プレイヤー)の平均レベルは、65だぞ！　半分しかないじゃん！」

			　そうなのか。

			　やっぱりこの辺じゃ、それくらいのレベルが普通なんだな。

			「……誰だよ、アンタらを連れてきた馬鹿は。もしかして、パワーレベリングでもしにきたん？　学校で、そういうのは禁止って言われてなかった？」

			「いや、違う。パワーレべリングをしに来た、ってわけじゃあないぞ」

			　変な勘違いをされると困る。

			　俺はここにきた経緯を、掻(か)い摘(つま)んで説明した。

			　すると彼女は、若(じやつ)干(かん)俺を訝(いぶか)しむような目で見つつも、「はぁ……」と１つ、ため息をついた。

			「空間移動系の異能(アビリテイ)か……しかも、ウルズ大陸からここまでを一瞬で移動するとなると、かなりの異能者(アビリテイスト)だな……まあ、それはいいや。ということはつまり、アンタら２人は自力でウルズ大陸まで戻らないといけない、ってわけだね？」

			「多分、そういうことになるな」

			「なに考えてんだ、学校の連中は……いくら手が回らないからって、こんな子どもを……」

			　目の前にいる女性は頭を掻(か)きながら、苦々しい顔をした。

			　無理もない。

			　手ごわいモンスターが出てくるフィールドに、低レベルの地球人(プレイヤー)が取り残されたら、まず間違いなく死ぬ。

			　加えて、救援は寄越せないなんていうのは、見捨てられたも同然だ。

			　今回の場合は、レイドボスを１人で倒す俺みたいなのがいる。だから、見捨てたというより、ただ単に信頼されてのことなのかもしれないが、それでも酷(ひど)い。

			「ていうか、アンタらホント、今までよく無事だったな……アタシだったら、発狂して教師に怨(えん)嗟(さ)の言葉を吐きまくって、死んでるところだよ」

			　ここにたどり着くまでの経緯はざっと話したものの、ダメージヒールについて、俺は説明していない。

			　だから、俺たちが幸運にもモンスターに襲われずにここまできたのだと、この人は勘違いをしていそうな予感がする。

			　でも、積極的にダメージヒールの説明をする気はない。

			　早(はや)川(かわ)先生にも口止めされているし、俺の弱点も丸わかりとなってしまいかねないからな。

			　それに、ダメージヒールを知った地球人(プレイヤー)から、変な目で見られたくもない。

			『死(し)霊(りよう)王(おう)の加護』と死霊の大盾が強力なせいで、俺の回復魔法は、強力無比なユニークスキルと化している。

			　無闇に吹(ふい)聴(ちよう)するべきではないだろう。

			「……そこの小さい子はフィルっていうみたいだけど、アンタの名前は？」

			「シンだ」

			「シン、か。アタシの名前はメリー。ジョブは『鍛(か)冶(じ)師』で、レベルは63。多分知ってんだろうけど、アタシはここで鍛(か)冶(じ)をしたり装備品を売ったりしてるよ」

			「はあ」

			　よくわからないタイミングであるものの、ここで俺たちは、やっと自己紹介をした。

			　メリーって、いつの間にか後ろに立たれそうな気がする名前だな。

			「んで、アンタらの用件は装備品の新調ってとこかい？」

			「まあ、そんな感じだ。でも、予算は７万そこそこしか出せない」

			「７万か……わかった。素材費は貰うけど、技術料はナシで、その仕事を請(う)け負ってやるよ」

			「は？」

			「あと、予算が足りない場合は、ツケってことにしとく。７万ぽっちじゃ、大した装備は売れないからね」

			「…………」

			　さっきまでと言っていることが全然違う。

			　メリーは最初、俺たちを追い出すつもりだったっぽいのに、今では格安で、しかもツケで、仕事を請(う)け負うと言っている。

			　どういう心境の変化だ。

			「『なに考えてんだ、この女』って思ってる顔してんな、アンタ」

			「そりゃそうだ。こっちは大助かりだけど、お前にはなんのメリットもないだろう？」

			　彼女に疑いの視線を向けつつ訊ねた。

			「まあねえ。でも、アタシは気に入らないことはやらないし、やると決めたことは徹底的にやるって決めてんのさ」

			　すると、彼女はそんな答えを出してきた。

			「？」

			　答えを聞いても、意味がわからない。

			　彼女がなにを言いたいのか、いまひとつ理解できない。

			　俺は首を傾げた。

			「つまり、アタシはアンタらをここで死なせたりなんてしない、って言ってんだよ。素直に喜べ、新参者(ニユービー)」

			「……俺たちは新参者(ニユービー)じゃ……いや、なんでもない」

			　レベルが63の彼女にとっては、俺たちなど、ひよっこ同然だ。

			　俺たちを助けてくれるというのであれば、ここは素直に感謝しよう。

			「ありがとう、メリー。いつか絶対に、この恩は返す」

			「……ありがとうございます」

			　俺たちは礼を言って、メリーに頭を下げた。

			「困ってるときはお互い様さ」

			　メリーはそう言いながらニカッと笑い、サムズアップをしてきた。
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			◆　◆　◆

			　

			「今着ている物から察するに、シンには戦士用の重装備、フィルちゃんには盗(とう)賊(ぞく)用の軽装備が必要かね」

			「まあ、そうだな」

			　俺は戦士じゃなくて僧(そう)侶(りよ)なんだが、スルーしておこう。

			「だけど、俺の装備は強化の方向で頼みたい」

			「は？　新調するんじゃなくて、強化をしてほしいだって？」

			「ああ、そうだ。できれば鎧(よろい)だけじゃなくて、俺が身に着けているすべての装備を頼みたい」

			　ＭＮＤがマイナスになる装備をベースにして、強化してもらったほうが、俺にとっては都合がいいからな。

			「まあ、それもいいとは思うけど……それだと性能の上限も、たかが知れてると思うよ？」

			　装備の強化という案を聞いて、メリーは若(じやつ)干(かん)渋い顔をした。

			「うーん……とりあえず、どれくらい強化できそうかだけでも、教えてくれないか？」

			　俺は、自分の身に着けていた死霊の首輪と死霊の腕輪を手渡した。

			「んー……どれどれ……」

			　メリーは目を細め、それらの装備をじっくり観察し始めた。

			　多分、『鑑定』に属するスキルを使っているんだろう。

			　俺やフィルには見えないが、鍛(か)冶(じ)師は装備品に纏(まつ)わるいろいろな情報を読み取ることができるらしい。

			「……これって、ウルズ大陸でしか出回っていないとか言われてる、『死霊シリーズ』じゃん。結構レアな装備なのに、よく持ってたね」

			「まあな」

			　ウルズ大陸にしかない、レアな装備か。

			　死霊装備は、死(し)霊(りよう)王(おう)たるクレールが、高威力のダメージヒールを扱えるヒーラーを生み出すために作った、とか前に説明してくれたことがあった。

			　ウルズ大陸にしか出回っていない、と聞いても別に驚かないが、レア装備だったというのは知らなかったな。

			　そんな装備を融(ゆう)通(づう)してくれた、マーニャンやセレスには感謝だ。

			　ただ単に、用途不明だから俺に送った、っていう面もあるのだろうが。

			「実物は初めてみるけど……これ凄(すご)いね。初期値はそこそこでも、強化上限はかなり高いよ。相当、良い素材を使ってる」

			　なにを素材にしたのかは知らない。だが、鍛(か)冶(じ)師であるメリーがそう言うのであれば、これは凄(すご)く良い物なんだろう。

			「この装備なら、強化すればここでも十分通用するね。でもこれ、呪いがとんでもないデメリットのような気がすんだけど……本当に強化すんの？」

			「ああ、だけど呪いはそのままで構わない」

			「？　まあ、装備する本人がそれでいいって言うなら、私もこれ以上はなにも言わないよ。それじゃあ、強化の方針についてだけど――」

			　メリーは、装備の強化パターンを説明してくれた。

			　強化パターンは、大まかに分類すると３つほどあるらしい。

			　１つ目は、装備品のプラス面を、普通に上げていくパターン。

			　２つ目は、装備品のマイナス面を、取り除いていくパターン。

			　そして３つ目は、装備品のマイナス面を大きくする代わりに、プラス面をより大きくするパターン。

			「３つ目で頼む、ぜひ」

			　俺は即答した。

			　当たり前だ。

			　死霊装備で共通している事項は、ＭＮＤのマイナス補正。

			　このマイナス補正を上げるということは、俺のダメージヒールの威力を上げるということに等しい。

			　つまり、３つ目のパターンを選んでも、実質的には、ほとんどプラスなのだ。

			　選ばないほうがおかしい、というものだろう。

			「ＭＮＤはいくら犠(ぎ)牲(せい)にしても構わないから、他の性能、できればＶＩＴやＡＧＩあたりを極限まで上げてくれ」

			「いいのか？　ＭＮＤを下げすぎると、いろいろデメリットがありそう――」

			「問題ない」

			「……そうかい？　なら、ＭＮＤは完全に捨てるかたちで強化してみるよ」

			　ここでダメージヒールについて説明したほうが、彼女もすんなり納得してくれるのだろう。

			　だが、俺の弱点を握られかねないので、とりあえず今は説明しない。

			　……とはいえ、強化をしてくれる彼女には、やはり説明すべきだろうか。

			　わからない。

			　これについては、もうちょっと考えるということで、保留にしよう。

			「とりあえず、１日だけ装備をアタシに預けな。それで、できる限りの強化をしてやる」

			「頼んだ」

			　メリーは俺の注文を聞き入れてくれた。なので俺は、自分の装備している死霊の首輪、腕輪、ブーツ、鎧(よろい)を彼女に預けることにした。

			　大盾はどうしようか迷ったが、入念に調べられるとちょっと説明しづらい性能を持っているから、出さなかった。

			　まあ、強化とか以前に、大盾の性能は他の装備と比べて段違いだ。ここで強化をしなくても、特に問題はないだろう。

			　あまりに性能が高すぎるので、これ以上強化できない、という可能性も十分ありうるし。

			「ああ、あと他に耐性付与なんかもできるよ。これはどうする？」

			「耐性か……それなら――」

			　俺はメリーに、ある耐性の付与をお願いした。

			　それは、俺にとって大きな弱点の１つをカバーするものなので、ここでそれの対策ができるなら、ぜひしておきたいと思っていた。

			「いいだろう。この街の周辺で使っても、恥ずかしくないだけの装備に仕立て上げてやる」

			「…………」

			　でも、本当にいいのだろうか。

			　どれだけのツケがきいて、最終的にどれだけの額が請求されるのかわかったものではないが、ここで強化できるというなら、やらない手はない。

			　俺たちのステータス強化は急務である以上、装備の強化も絶対に依頼するつもりだった。

			　まあ、それはフィルの装備が整ってからのつもりだったが、ツケがきくのなら、あまり気にしなくて良い。

			　しかし、本当に素材の費用だけしか請求しないのだとしたら、メリーは人が良すぎる。

			　ここは趣味でやっている店なのだろうか。

			　なんにせよ、俺たちはメリーに感謝しないとだな。

			「とりあえず、鎧(よろい)を最優先で頼む。それだけは、宿に持って帰るから」

			「あいよ。じゃあ、ちょっと待ってな」

			　ここに俺の装備のほとんどを置いていくというのは、気が引ける。

			　いくら大盾があろうとも、死霊装備ではないＭＮＤマイナス装備じゃ、ダメージヒールも大した威力は出ない。

			　こんな状態で外をうろつくのは、たとえ街中であったとしても控えたい。

			　装備があまり整っていない状態では、戦闘もしたくない。

			　今日は下準備だけに留めておこう。

			　そういうわけで、俺はフィルと一緒に装備が強化されるのを待った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　メリーに装備の強化を頼んでから、５時間ほどが経過した。

			　ようやく、メリーが店の奥から戻ってきた。

			「これが、今のアタシにできる最大限の強化だよ。受け取りな」

			　彼女が腕に抱えている死霊の鎧(よろい)は、若(じやつ)干(かん)の赤みを帯びていた。

			　

			【死霊の鎧(よろい)＋　呪　耐久値１００００　重量30

			　ＶＩＴ＋30　ＡＧＩ－３　ＩＮＴ－10　ＭＮＤ－20　スキル『炎耐性』】

			　

			　俺は強化されたその鎧(よろい)を見て、口元をニヤリとさせた。

		

	
		
			　

			８　炎耐性

			　

			　俺には、いくつかの弱点がある。

			　それは、ＭＮＤを下げたことによって状態異常への耐性が低くなっているという点、魔法攻撃によるダメージ量が大きくなっているという点、アンデッド属性付与によって回復魔法や炎属性、聖属性攻撃で大ダメージを受けてしまう点である。

			　状態異常の耐性については、早い段階から状態異常耐性スキルを取得して、鍛(きた)え上げることにより、ある程度は克服している。

			　また、魔法攻撃が飛んできたら、最優先で大盾によるガードをし、極力ダメージを受けないよう努めてきた。

			　そして、どうしても回避できない回復魔法の対策として、ＭＮＤの高い僧(そう)侶(りよ)職の挙動には常に警(けい)戒(かい)し、間合いを計っていたりする。

			　けれど、それらの対策も完(かん)璧(ぺき)とは言い切れない。範囲魔法攻撃だったりする場合は、ある程度のダメージを覚悟する必要がある。

			　そんななかでも、俺は炎魔法に、かなり悩まされてきた。

			　ただでさえ魔法攻撃には弱いのに、アンデッド属性によって、俺は炎魔法によるダメージとそれによる継続的ダメージ、いわゆるＤｏＴダメージが倍加しているのだ。

			　聖属性攻撃は、今のところ使ってくるモンスターと出くわしたことがないので、あまり気にしていない。だが、炎属性の攻撃をしてくるモンスターは、そこそこ見かける。

			　一応、そういったモンスターの出る狩場へは、極力、行かないようにしていた。でも、これからの旅路で、聖属性や炎属性の攻撃をしてくるモンスターと出くわさない、とも限らない。

			　できればその辺の耐性も、付けられるなら付けておきたいと思っていた。

			　だから今、目の前にある『死霊の鎧(よろい)＋』の性能は、俺にとってかなり嬉しい。

			　これからは、炎属性の付いた攻撃を鎧(よろい)で受けても、そこそこ大丈夫になった。だから、これまでのように、慎重になりすぎる必要もなくなる。

			　まあ、鎧(よろい)以外の部分で炎攻撃を受けてしまうと普通にダメージをくらうから、その辺は注意が必要だが。

			「ありがとう、メリー。これで俺の懸(け)念(ねん)していた要素が１つ消えた」

			　俺は鎧(よろい)を手に取り、メリーに向かって感謝の言葉を述べた。

			『炎耐性』は炎属性の攻撃をすべて無効化してくれるというわけではない。が、それが付与された鎧(よろい)に炎攻撃が当たると威力が半減するので、十分に有用と言える。

			　また、この炎耐性が装備にあると、ＤｏＴダメージが大きく減るうえ、すぐ消えるというようなメリットが存在する。

			　かつて、迷宮で炎耐性が付与されたレア装備を偶然見つけたという知り合い（氷室(ひむろ)とかいう馬鹿ヤロウ）からそんな話を聞いて、非常に悔しかったということがあった。

			　あのときはその悔しさが顔に出ないよう努めていたが、これがあれば、もうあいつにデカイ面をされなくてすむ。

			「そりゃよかった。でも、ＭＮＤが低くなってるから、油断するんじゃないよ。ＭＮＤ以上にＶＩＴが上がってるから、デメリットはそれなりに相(そう)殺(さい)されてるだろうけどさ」

			　デメリットはそれなりに相(そう)殺(さい)されている、という言葉を聞いて、俺はわずかに顔を引きつらせた。

			　確かに、ＶＩＴを上げれば、ＭＮＤと同様に状態異常耐性、魔法耐性が上がる。

			　つまり、ＭＮＤを下げるデメリットは、ＶＩＴを大きく上げることによって打ち消されているのだ……普通なら。

			　だが、俺にはマイナスのＭＮＤ数値を４倍に跳ね上げる『死霊の大盾』に加え、ＭＮＤ数値とＭＰ総量を倍加させるパッシブスキル『死(し)霊(りよう)王(おう)の加護』がある。

			　これにより、たとえＭＮＤ数値が10減少したとしても、実質的には80減少したということになるのだ。

			　80も数値が変化するというのは、さすがに大きすぎる。

			　おそらくはこれだけで、俺はさらにもう一段階上の狩場でパワーレベリングが行えるようになっている。

			　この辺のモンスターなら、今の俺なら『ハイヒール』ではなく『ヒール』で倒せるかもしれない。

			　それは、もうヌルゲーってレベルじゃないな。

			　まあ、それもしょうがない。今はフィルを守るため、装備の強化をしないわけにはいかないんだから。

			　始まりの町周辺でなら、俺のワガママも通った。だが、地球人(プレイヤー)の平均レベルが65というこの街周辺では、それなりに装備を整えなければならない。

			　俺は、縛(しば)りプレイを楽しみたい、というわけではない。ただ、みんなと足並みを揃えるために、適正のレベルと装備を求めていたのだ。

			　一応、ミナたちのところへ帰っても、装備のほうは、使わなければ問題はないだろう。死霊の大盾を、戦闘では使わなかったように。

			　それでも、一足跳びで強装備を手に入れてしまうというのは、なんとなくミナたちに申し訳ない。

			　というか、彼女たちは今、氷室(ひむろ)たちのレイドに所属していたりするのだろうか。

			　多分、そうしているんだろうな。

			　盾役も回復役もいなくなってしまい、残ったのは攻撃役２人、という状況では、そうするしかない。

			　クレールも、今頃は墓地で、俺たちが帰ってくるのを待っているだろう。

			「なんか、いろいろ思い悩んでるって顔してるね？」

			　悩んでいるのが顔に出てしまっていたらしく、メリーが俺を見ながらそう言った。

			「……まあな。悩みの多い年頃なのさ」

			「そうかい」

			　とりあえず、俺はメリーに軽口を返して、鎧(よろい)を装着した。

			「……装着具合も、以前と変わりはなさそうだな」

			「だろうね。見た目が少し赤くなったぐらいしか、変化していないはずだよ」

			　俺はメリーの言葉を聞いてホッとした。

			　装備を更新することで一番気になるのは、新しい装備の使い心地だからな。

			　性能はよくとも、使い心地が悪いという理由から産廃扱いされる新装備は、ＶＲゲームでは結構あったりする。

			　かくいう俺も、使い心地にはかなりうるさい性質だ。

			　なので、以前と同じ感覚で装備が使えるというのは、とてもありがたい。

			　こういった面から見ても、今持っている装備を最大限強化してもらったのは正解だった。

			「ありがとう、この調子で他の装備も頼む」

			　俺はメリーに、もう一度感謝の言葉を告げた。

			「あいよ」

			　そうして俺は、強化された鎧(よろい)を着込んで、フィルと一緒に鍛(か)冶(じ)屋を後にした。

		

	
		
			　

			９　ジョブチェンジと寝起きイベント

			　

			　鍛(か)冶(じ)屋でメリーと話をしてから街を散策していると、日が落ちて、辺りは暗くなり始めた。

			　俺とフィルは、いったん宿に戻った。

			「盗(とう)賊(ぞく)職は海(かい)賊(ぞく)、山(さん)賊(ぞく)、暗殺者、忍者、ローグにジョブチェンジでき……ます」

			　そして俺たちは、これまでずっと後回しにしていた、フィルのジョブについてを話し合うことにした。

			　上位職へのジョブチェンジは通常、レベルが30を超えたところで可能となる。

			　俺の場合は、すでにジョブチェンジが済んでいるため選べない。だが、フィルのジョブはまだ盗(とう)賊(ぞく)なので、ジョブチェンジが可能だ。

			　彼女のレベルは、この街へ来るまでに30を超えていたものの、落ち着けるところに移動するまで、新しいジョブにはしないでおこう、という方針を取っていた。

			　急いでジョブチェンジして、フィルが後悔したら嫌だからな。

			　ジョブチェンジ後のジョブは、初期のジョブを変更できないのと同様、他の二次職への変更ができない。

			　他のジョブに変更できるとしたら、二次職の上に位置する三次職だけだ。

			「海(かい)賊(ぞく)、山(さん)賊(ぞく)は、それぞれ海や山のフィールドで、ステータスに大幅なプラス補正が付くみたい……です」

			「ちょっと選びづらいな」

			　海(かい)賊(ぞく)も山(さん)賊(ぞく)も、得意とするフィールドが限られるので、汎(はん)用(よう)性(せい)に乏しい印象を受ける。

			　まあ、海(かい)賊(ぞく)なら海、山(さん)賊(ぞく)なら山で絶対に戦う必要があるわけではない。が、特別な事情でもない限りは、他のジョブを選んでおいたほうが無難というものだろう。

			「暗殺者は攻撃スキルが豊富で……忍者は回避スキルと状態異常のスキルが充実している……ようです」

			　メニュー画面を見ながら、フィルは説明を続ける。

			　暗殺者はアタッカーで、忍者はサブアタッカー兼回避盾といったところか。

			　どちらもＭＭＯではよくある人気ジョブだが、はたしてアースではどうなのだろう。

			「そしてローグは、スティール（盗み）やピッキング（開(かい)錠(じよう)）、罠(わな)破壊、罠(わな)設置などのトリッキーなスキルが扱えるようになる……です」

			　ローグは、盗(とう)賊(ぞく)の上位互換といった感じだな。

			　迷宮内部には宝箱があったりするが、鍵がかかっているのか、開かない宝箱もあったりする。

			　ローグは、それらを『ピッキング』で開くことができるのだろう。

			　盗(とう)賊(ぞく)職が扱える『罠(わな)解除』でも解除できない罠(わな)を破壊することができる、という『罠(わな)破壊』と合わせて考えると、迷宮向けのジョブと言える。

			「現時点の状況を加味して考えるなら、暗殺者か忍者の二択になるな」

			　しばらくは迷宮に入らない以上、ローグを選択するのは躊躇(とまど)われる。山(さん)賊(ぞく)や海(かい)賊(ぞく)も、得意とするフィールドが限られるため、あえてここで選ぶ意味がない。

			　ならば消去法で、暗殺者と忍者のどちらか、ということになる。

			　攻撃力を取るか、回避力を取るか、というような選択だな。

			　そうなると、俺がお勧めするのは回避特化の忍者だ。

			　現状では、下手に攻撃力を上げるよりも身を守る術のほうを、彼女には持ってもらいたい。

			「フィル、お前はどのジョブになりたい？」

			　とはいえ、ここで俺の選択を押し付けるのはよくない。

			　最終的には、フィルが自分の意思でジョブを選ぶべきだ。

			　そのほうが、彼女のポテンシャルも、最大限に引き出せるだろう。

			「オレは……………………忍者になる」

			　若(じやつ)干(かん)悩むような様子を見せつつも、フィルは、俺が望んでいたジョブを口にした。

			「！　そうか。うん、俺もそれが良いと思っていた」

			　俺はホッと胸を撫(な)で下ろした。

			　これで、俺の不安は多少、取り除かれた。

			「……ん、それじゃあ……選びます」

			　そして、フィルは自分だけに見えるメニュー画面を操作するべく、指を空中に走らせる。

			　数秒後、彼女のキャラネームの横にあった『盗(とう)賊(ぞく)』という文字が『忍者』に書き換えられた。

			　どうやら、ジョブチェンジは無事に終了したようだな。

			「ジョブチェンジおめでとう、フィル」

			「……ども」

			　俺がお祝いの言葉をかけると、フィルはコクリと頷いた。

			　わりとあっさり決まったな。

			　考える時間はそれなりにあったんだから、すんなり決まっても不思議ではないのだが。

			「フィルは前々から忍者になりたかったのか？」

			「え？　……あ、う、うん、そう……です」

			　フィルの返答はワンテンポ遅れていた。

			「…………？」

			　今の問いかけは、そんなに変なものだっただろうか？

			　まあいいか。

			　それより、これからについてだ。

			「今日のところは、この辺にしておこう」

			「ん、そう……ですね」

			「それじゃあ、予定通り俺はログアウトする。後のことは頼んだぞ、フィル」

			「了解」

			　俺たちは無事にアクラムへ着いたため、そのことを学校に報告する必要がある。

			　宿の部屋なら、とりあえずは安全だ。

			　なので今回は、フィルではなく俺が戻るということになった。

			　ログアウト時間はアース時間で８時間。

			　地球時間換算で、20分といったところか。

			　つまり、アースにいる俺の体は、８時間ほど無防備となる。

			　だが、フィルがアイテムボックスのなかにしまってくれれば、問題はない。

			　俺がいない間は、部屋のなかから絶対に出るな、と彼女には伝えてある。

			　特筆すべき問題は、なにもないはずだ。

			「よし、行ってくる」

			「……行ってらっしゃい」

			　俺はフィルを見て頷くと、メニュー画面からログアウトをクリックする。

			　意識はぼんやりとし始める。

			　そしてそのまま、眠るように目を瞑(つむ)った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ん……ぅう……」

			「シン様！　無事だった!?」

			「うおぁ!?　ごあっ!?」

			　気がつくと、目の前にはサクヤ――日(ひ)影(かげ)桜(さくら)の顔があった。

			　俺は驚いて、ベッドの上から転げ落ちた。

			「が……くう……いってぇ……」

			　後頭部を床にぶつけた。

			「大丈夫シン様!?　怪(け)我(が)はない!?」

			「うるせえ！　耳元で喋(しやべ)るな馬鹿！」

			　俺は激痛で涙目になりながら、日(ひ)影(かげ)に向かって抗議の声を上げた。

			　そんなやりとりをしつつ、頭を押さえながら体を起こし、周囲を見渡してみた。

			　今、俺たちがいる場所は、学校内に設置されたログイン用施設。

			　数十人分のベッドと、身体機能の維持と測定をするための機材が置かれている場所だ。

			「はいはい落ち着きなさい……真(まこと)君が話せないでしょ」

			「あうぅぅ……シン様ぁ……」

			　俺に縋(すが)りついてくる日(ひ)影(かげ)を、ミナが羽交い絞めにして遠ざけた。

			　日(ひ)影(かげ)やミナとは、地下迷宮で別れて以来の再会だ。

			　とりあえず、２人とも元気そうだな。

			　クレールも元気か、と訊ねたいところだが、今は時間がない。

			「目覚めのほうは良くなさそうだな、一(いち)之(の)瀬(せ)君」

			「まあ、そうですね……」

			　早(はや)川(かわ)先生が声をかけてきたので、俺はそれに頷く。

			　部屋のなかで起きているのは、数人の常駐スタッフ以外では、俺、日(ひ)影(かげ)、ミナ、早(はや)川(かわ)先生の４人か。

			　ミナたちは、俺が起きるタイミングを見計らっていたようだな。

			「ひとまず、これでも食べながら現在の状況を説明してくれるか？」

			　早(はや)川(かわ)先生は、ゼリー飲料とスナックバーを俺に手渡してきた。

			「ああ、はい、わかりました」

			　俺はそれを食べつつ、これまでの経緯を説明した。

			「……ふむ。君たちがミーミル大陸に飛ばされたと聞いた瞬間には私も肝(きも)を冷やしたが、案外問題はなさそうだな」

			　俺の説明が終わると、早(はや)川(かわ)先生は顎(あご)に指を添えてフムフムと頷いた。

			「そんな軽い感じで受け止めないでくださいよ」

			「とはいってもな。君はレイドボスを１人で倒してしまうような規格外の強さを持っているから、我々もこの事態を、そこまで深刻には考えていないのだ」

			「……そうですか」

			　あんまり納得いかないな。

			　俺が強いということは自分でも認めるから、学校側が俺を助けに来ないというのは、百歩譲って受け入れられる。

			　だが、俺と一緒にいるフィルまで助けないというのは、どうなんだ。

			　彼女は完全なとばっちりじゃないか。

			「不満そうな顔だな」

			「当たり前ですよ。職務怠(たい)慢(まん)にしか見えませんもん」

			「フッ、そうだな。しかし、今現在、下手に君たちのもとへ救援を送ることができないのも事実なのだ。ウルズ大陸まで戻ってきてくれさえすれば、その限りではないのだが」

			「？」

			　なんだか含みのある言い方だな。

			「……それと、これはつい先ほど決まったのだが……ミーミル大陸では、自分たちがウルズ大陸の出身であるということを、可能な限り伏せて行動してくれ」

			「は？　なんでですか、それは」

			「これは君たちの身を案じての判断だ。敵が孤立した君たちを、狙うかもしれない」

			「敵……」

			　それは、あのＭＰＫヤロウとかのことを言っているのか。

			　やっぱり、アースには異能開発局や学校とは別の組織が、関与しているのだろう。

			　でも、俺たちにとって、この人たちの事情など知ったことではない。

			　俺はベッドから立ち上がり、部屋の外へと歩いていった。

			「ちょっとトイレに行ってきます。あと10分くらいしたら、またログインしないとなので」

			「ふむ、そうか……それなら、アース時間で16時間後に、もう一度戻ってくるといい。それまでにはＬＳＳ（生命維持装置）の準備が完了するはずだからな」

			「わかりました」

			　ウルズ大陸に戻るまで、なるべくアースにいる必要がある。

			　その間、こうやってちょくちょく起きなきゃいけないというのは、面倒だ。

			　なので、ＬＳＳを使わせてくれるのであれば、喜んで使わせてもらおう。

			　そうして俺は十数分後、フィルのもとへ戻るため、再びログインをした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「…………」

			　俺はアースに戻ってきた。

			　窓から注がれる朝の日差しが眩(まぶ)しく、小鳥のさえずる音が聞こえる。

			　どうやら、俺はアイテムボックスのなかではなく、部屋に備え付けられたベッドの上に横たわっているようだ。

			　俺が戻ってくる時間を計算して、フィルがアイテムボックスから出してくれたのだろうか。

			「……ん？」

			　ベッドの上でぼんやりと手を彷徨(さまよ)わせていると、温かくて柔らかい感触の物体に指が触れた。

			　俺は、それがなんなのかわからず、その物体のほうへと視線を向ける。

			「すぅ……すぅ……」

			　そこには、スヤスヤと寝息を立てるフィルの姿があった。

			「…………」

			　フィルは抱き枕のように俺に抱きついていた。

			　しかも、かなり密着している。

			　足は絡みついていて、腕も俺の胴体に巻き付かせている。

			　意識すれば、彼女の体温が伝わってくる。

			　この子がもし俺の彼女であったなら、ここで襲いかかってもやむなし、と言える状況だ。
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			　けれど残念ながら、俺とフィルはそういう関係じゃない。

			　なんだこの状況は。

			　昨日もフィルと同じベッドで眠ったけど、あのときとは状況がまったく違う。

			　嫌というわけではないが、意味がわからなくて混乱する。

			「……ん……ぅ……？」

			「起きたか？　フィル」

			　俺がフィルの頬(ほほ)を指で押したり摘(つま)んだりしていると、彼女は薄く目を開いた。

			「ふぇ……？　ひゃ、ふあああああぁぁぁぁ!?」

			　フィルは俺と視線を合わせると、突然奇声を上げて飛び起きた。そして、その勢いのまま、ベッドの上で土下座の姿勢をとった。

			「ご、ごめんなさい！　ごめんなさい！　オレ、なにもしてないから！　シンさんの意識がない間、オレはなにもしてないから！」

			「あ、あーと……フィル？　あのな――」

			「これは……シンさんをアイテムボックスに入れるのは、ちょっと面倒だと思ったからで！　でも、部屋にはベッドが１つしかないなって思ったからで！　だから……だからオレはシンさんに、な、なにか変なことをしたとか！　そ、そういうことは本当、ぜんぜんないから！」

			　俺が困惑していることなどお構いなしに、フィルは普段の気弱さが考えられないほどの勢いで説明を続けた。

			「そ、それで昨日はちょっと肌寒いなって思って！　だから……えっと、昨日シンさんに抱かれたとき、温かかったなって思って！　つい、その――」

			「とりあえず落ち着け。あと土下座はホントやめてくれ」

			　女子中学生が土下座する姿なんて、初めて見た。

			　あと、「昨日シンさんに抱かれたとき」とか言うな。文字通りなことはしたわけなんだけど、物凄(すご)く卑(ひ)猥(わい)に聞こえる。

			　そんなことを考えながら、俺は彼女に頭を上げるよう言った。

			「う……」

			　よく見ると、フィルはかなりの薄着だった。

			　上は白のＴシャツ１枚。ブラをしていないようで、Ｔシャツの胸元から、やや起伏のある肌が見え隠れしている。

			　下は可愛(かわい)らしいリボンのついた、ピンク色のパンツのみ。白い太ももとピンクの布で構成されたデルタ地帯が目に映る。

			　俺の目の前にあるこの光景は、非常に刺激的だとしか言いようがなかった。

			　というか、こんな格好で肌寒いとか、なに言ってんだフィルは。

			「ひ、ひっぐ……ほ……本当にごめんなさい……き、気持ち悪い……ですよね……なにかされたんじゃないかって思い……ましたよね……」

			「いや、俺は別に気にしてないから、気持ち悪いとかそんなこと思ってないから」

			　だが、薄着であることを指摘するような余裕はなかった。

			　フィルは目に涙を浮かべて、謝罪をしてくる。そんな彼女を、どうにかして泣かせないようにしないとだ。

			「フィルが俺を抱き枕扱いしたくらいで、怒るわけないだろ。昨日は、俺がフィルを抱き枕代わりにしちゃったんだしさ」

			「でも……でも……」

			「それに、お前は俺を抱き枕にしただけで、なにもしてないんだろ？　なら全然問題ないさ」

			「…………」

			「…………」

			　おい。

			　なぜそこで黙る。

			　さっき、なにもしてないって言っただろ。

			「……ごめんなさい……オレ……ちょっとだけ嘘……つきました」

			「へ、へえ……どんな嘘をついたんだ……？」

			「お、オレ……シンさんが寝てるとき……シンさんのち――」

			「ストップ」

			　なんか、聞かないほうがいいような気がしてきた。

			　本当に、なにしてんだフィルは。

			　普段のお前は、そういう子じゃないだろ。

			　いつの間にか、サクヤに毒されてしまっていたのか。

			「で、でもほんのちょっとだけ触っただけだから！　それ以上のことは、本当になにもしてないから！　だから許してください！」

			「お、おう……」

			　フィルは涙目のまま、再び頭を下げてきた。

			　まあ、正直であるところは褒(ほ)めておこう。

			　そんなことは、黙っていればバレなかっただろうに。

			　あえて、なにに触ったのかは聞かないでおくけど、つまりはフィルもお年頃ということか。

			　異性の体に興味を持つこと自体は、恥ずかしいことじゃない。

			　けれど、これでは埒(らち)があかないな。

			　相手の意思を確認しないで体を弄(いじ)ったというのはいただけない行為だが、それもこうして謝ることができるのであれば、俺は許す。

			　俺も前に、フィルの胸に頬(ほお)ずりした前科があるしな。

			　あまり強く彼女に言う権利もない。

			　……ああ、そういう手もあるか。

			「フィル、お前はなにも謝らなくていいぞ」

			「で、でも……でも……」

			「俺も前に、フィルの体を少しだけ触っちゃったしな」

			「…………え？」

			　俺は両手でフィルの顔を持ち上げ、曖(あい)昧(まい)な台詞(せりふ)を口にした。

			　前に、という言葉は獣族の野営地に泊まったときのことを指しているわけではないのだが、話の流れ的に、フィルはそう勘違いすることだろう。

			　そして、そう勘違いしてくれたなら、フィルは俺に悪印象を持つかもしれないが、同時に今回の件を軽く受け止めるようになるはずだ。

			「黙っててごめんな、フィル。気持ち悪いよな。本当ごめん」

			「う、ううん！　全然！　俺はシンさんのことを気持ち悪いなんて、思ってない！」

			「そ、そうか」

			　な、なんか想像してたのより、かなり強い口調で否定されたが、まあいいか。

			「じゃあ、これはお互い様ということで、水に流さないか？」

			「わ、わかった！　シンさんがそれでいいって言うなら！」

			　本当にそれでいいのかとツッコミたいところだが、とりあえず泣かれるのだけは阻止できたから、よしとしよう。

			　ただ、フィルが俺に対して変なイメージを持っていないか、不安だ。

			　知らぬ間に自分の体を触られていたのだと聞いたあたりから、フィルの顔はゆでダコのように真っ赤だし。

			　普段なら顔をマフラーで隠したりするのに、今回は俺の顔から目をそらさない。

			「で、でも……シンさんはお、オレのか、体……どこまで触ったの……？」

			「それは…………知らないほうがいいだろ、お互いに」

			「！　う、うん！　そ、それでいいならそうする！」

			「…………」

			　でまかせであっても、具体的にどこをどうしたと言っておいたほうが、よかっただろうか。

			　無駄に想像させてしまうせいで、フィルの抱く俺のイメージ像に、大きなヒビが生じる恐れが出てきた気がする。

			　フィルの考えている俺が、変態さんでないことを祈ろう。

			「さて……それじゃあ朝飯にするか。フィルも早く着替えろ」

			「ん！　……あ、わ！　わ！　わ！」

			　そこでフィルは、ようやく自分の服装がかなりの薄着だったのに気がついたようで、胸元や足の付け根などを手で必死に隠した。

			「あー……スマン。あんまり見ないようにしていたつもりなんだが」

			「！　だ、大丈夫！　シンさんだから大丈夫！」

			　俺だからなにが大丈夫だというのか。

			　そんなことを言われると、「こいつ俺に気があるんじゃねえの？」って勘違いしそうになる。

			　実際のところ、さっきのやり取りから察するに、フィルは俺の体に興味を持っているみたいだ。でも、それがラブなのか肉欲なのかは、知らない。

			　思春期の女の子が、男の子の体に興味を持ったところで、不自然ではない。逆の場合も然りと言える。

			　だが、もしもフィルとそういう関係になるのだとしたら、それはお互いに好きになった状態であることが望ましい。

			　その場の勢いで、友達を失いたくはないからな。

		

	
		
			　

			10　サクヤの決意

			　

			　一(いち)之(の)瀬(せ)真(まこと)は再びアースにログインした。

			　その姿を見守りながら、日(ひ)影(かげ)桜(さくら)は胸の内に１つの決意をみなぎらせていた。

			「早(はや)川(かわ)先生、私にもＬＳＳ（生命維持装置）を使わせてくれませんか」

			　桜(さくら)は担任教師である早(はや)川(かわ)愛(あい)に、そう訊ねた。

			「ＬＳＳを？」

			「はい、お願いします」

			「お願いしますと言われてもだな……１年生の分はまだ整備中だから、そうすぐには使用できない」

			「でも、シン様やフィルちゃんには使わせるんですよね？」

			「…………」

			　愛(あい)は、桜(さくら)の質問に、口を噤(つぐ)む。

			「あと、先生は今、『１年生の分は』っておっしゃいましたよね？　なら、２年生や３年生の分は使えませんか？」

			「それは……現在稼(か)働(どう)中だ。１年生の分より早く整備が完了した２年生、３年生用のＬＳＳは、すでに他の生徒が使用している」

			「他の生徒？」

			「２年生、３年生のトップグループたちだ」

			「……そうですか」

			　先を越された。

			　桜(さくら)は心のなかで、『なんてタイミングが悪いんだろう』と悪態をついた。

			（２年生、３年生のトップグループっていうと、最近設立したっていう【Noah's Ark】とか【黒(こく)龍(りゆう)団(だん)】のギルドかな……まあ、そんなことはどうでもいいや）

			　今の桜(さくら)にとって重要なことは、ただ１つ。

			「……一(いち)之(の)瀬(せ)君たちより少し後のことになるが、他のＬＳＳの整備を急がせることも、できなくはない」

			「！　本当ですか！　先生！」

			「ああ、本当だとも。ただ……そういった手配をするのであれば、それなりの理由が必要になる。日(ひ)影(かげ)さんは、なぜＬＳＳを使用したい？」

			　愛(あい)は自ら担任するクラスの生徒である桜(さくら)に問いかけた。

			　対する桜(さくら)は、強い意志の籠(こも)った瞳で、愛(あい)を見つめた。

			「それは、もちろん、シン様を孤独にしないためです」

			「？　孤独に？」

			「多分、シン様はこれからレベル上げをすると思います。それも、私たちが普段戦っているのよりも、数段強いモンスターを狩ってです。なら、ウルズ大陸に戻ってくるまでに、シン様のレベルは50以上になるんじゃないでしょうか？」

			「……まあ、少なくとも、それくらいのレベルにはなっているだろう」

			「ですよね。それなら、ここで私がレべリングを怠(なま)けるわけにはいきません。パーティーを組むなら、レベル差はなるべく小さくないといけませんから」

			「…………」

			　真(まこと)がレベル50以上になってウルズ大陸に戻ってくるのであれば、桜(さくら)もレベル50以上にならなければ、パーティーを組みづらくなる。

			　ならば、ここで桜(さくら)がハードなレべリングを行おうとするのも、自然の成り行きであった。

			「しかし……君１人でレべリングをするというのは許可でき――」

			「私のレべリングにはクレールさんが付き添います。それでも駄目ですか？」

			　愛(あい)がどう返してくるか予想していた桜(さくら)は、死(し)霊(りよう)王(おう)の名を口にした。

			「……死(し)霊(りよう)王(おう)には話を通したのか？」

			「通していませんが、彼女ならまず間違いなく、首を縦に振ります」

			「その自信はどこから出てくるんだ……」

			「強いて言うなら、女の勘です」

			「女の勘……か……」

			　桜(さくら)の返答を聞き、愛(あい)は口元を引きつらせた。

			「早(はや)川(かわ)先生は、クレールさんのことをよく知らないですよね？　でも私は彼女のことをよく知っています。そんな私が言うんです。間違いありません」

			「…………」

			　桜(さくら)が確信に満ちた声でそう言うと、愛(あい)は大きくため息をついた。

			「……わかった。一(いち)之(の)瀬(せ)君たちのものとは別に、もう１つＬＳＳの調整を急ぐよう手配する」

			「本当ですか！」

			「まあ……友達を孤独にしたくないという生徒の願いは、教師として叶えなければいけないからな」

			「ありがとうございます！　先生！」

			　桜(さくら)は愛(あい)に向かって勢いよく頭を下げた。

			「……早(はや)川(かわ)先生、そのＬＳＳの調整ですが、あともう１つだけ調整を早められませんでしょうか？」

			「……なに？」

			　今まで口を閉ざしていた朝(あさ)比(ひ)奈(な)水(み)無(な)月(づき)が、愛(あい)に訊ねた。

			「つまりそれは、君もＬＳＳを使いたいということか？」

			「ええ、そうです。桜(さくら)を１人でレべリングさせるわけにはいきませんから」

			「ふむ……まあ、厳しいと思うが……善処しよう」

			「ありがとうございます」

			　愛(あい)は渋い顔をしつつも、頷いた。

			「え、えっと……ホントにいいの？　ミナ？」

			　そこで桜(さくら)は、水(み)無(な)月(づき)に対し、申し訳ないという気持ちを抱いた。

			「いいって、なにがよ？」

			「私のレべリングに付き合うことがだよ。私、多分、かなりキツイことやるよ？」

			「だから私が一緒にやるんでしょ。あなたを１人にするのは、いろいろと不安だわ」

			　自分のレべリングに付き合ってくれる。

			　そんな水(み)無(な)月(づき)の返答に、桜(さくら)は心から感謝した。

			「そっか……ありがと、ミナ」

			「別に、お礼なんていらないわよ」

			　桜(さくら)と水(み)無(な)月(づき)は微笑(ほほえ)み合った。

			「仲がいいな、君たちは」

			　２人を見て、愛(あい)はそう呟(つぶや)く。

			「ええ、友達ですからね」

			　すると、水(み)無(な)月(づき)は笑顔で答えた。

			　その声には、一片の疑念も抱かせない清涼さが含まれていた。

			「では、君たちもいったんアースへ行くといい。ＬＳＳの準備が整い次第、私が直接アースに赴(おもむ)いて連絡をするから、それまではレべリングでもなんでもしているといい」

			「わかりました」

			「わかりました！」

			　こうして、桜(さくら)と水(み)無(な)月(づき)は無事、ＬＳＳの使用許可を得た。

			「さて！　それじゃあ早速ログインしよ、ミナ！」

			「そうね。グズグズしていられないわ」

			「念を押しておくが、レべリングは死(し)霊(りよう)王(おう)の同伴で――」

			「わかってますよ！　先生！」

			　桜(さくら)は自分が使用していたベッドのほうに行き、その上に勢いよく寝転がった。

			「……さっきはずいぶんと滅茶苦茶な論法で先生を説得したじゃない、桜(さくら)」

			　隣のベッドには、水(み)無(な)月(づき)が横になった。

			「早(はや)川(かわ)先生は、ああいう押せ押せムードに弱い性格だよ、絶対。前から私、そう思ってたもん」

			「押せ押せムードに弱い性格って……あなたねえ……」

			「いいじゃん。それで許可が下りたんだし」

			「まあ……それはそうなんだけど……」

			「多分、早(はや)川(かわ)先生が男口調なのも、それを隠すためなんだよ」

			「こらこら……先生の性格診断はやめなさい」

			　水(み)無(な)月(づき)は苦笑いを浮かべつつ、桜(さくら)に自重を促(うなが)した。

			「今は早くログインして、レべリングしなきゃでしょう？」

			「あ、うん、そうだね。それが一番の優先事項だね」

			「……はぁ。じゃあ、準備しましょ」

			　水(み)無(な)月(づき)は桜(さくら)の切り替えの早さを見て、ため息をついた。

			　そんなことを言いあいつつ、２人は、身体機能の維持と計測を行う機材を体に張り付けた。

			「……抜け駆けしちゃ駄目だよ……フィルちゃん」

			　ログインの準備が整った頃、桜(さくら)がポツリと呟(つぶや)いた。

			「？　なにか言った？」

			「なんにも言ってないよ。それじゃ、ログインしよっか」

			「？　…………ええ」

			　桜(さくら)はなんでもないとはぐらかし、水(み)無(な)月(づき)にログインを急かした。

			　そうして、桜(さくら)と水(み)無(な)月(づき)は再びアースへと旅立った。

		

	
		
			　

			11　力の証明

			　

			　早朝にフィルとなんやかんやしたあと、俺たちは２人揃って鍛(か)冶(じ)屋『正(まさ)宗(むね)』に足を運んだ。

			「よっ、おはようさん。早かったね」

			　鍛(か)冶(じ)屋に入ると、メリーが、すぐに俺たちを出迎えてくれた。

			「おはよう。まあ、早いに越したことはないだろ」

			「おはよう……ございます」

			　俺たちはメリーに返事をした。

			　昨日は寝るのが少し早すぎたからか、目を覚ますのも早かった。

			　今はまだ、早朝と言っていい時間帯だ。鍛(か)冶(じ)屋もまだ開いてないかもしれないな、と思ったが、それはいらない心配だった。

			　いつもこの時間から開けているとしたら、メリーは早起きさんなのだろう。

			「とりあえず、俺の装備のほうを見せてくれないか」

			「早速だね。ほら、確認しな」

			　メリーは、目の前にあるテーブルに３つの装備を置いた。

			　

			【死霊の腕輪＋　呪　耐久値１００００　重量５　ＳＴＲ＋４　ＶＩＴ＋５　ＭＮＤ－７】

			　

			【死霊の首輪＋　呪　耐久値１００００　重量５　ＶＩＴ＋５　ＩＮＴ＋４　ＭＮＤ－７】

			　

			【死霊のブーツ＋　呪　耐久値１００００　重量５　ＡＧＩ＋10　ＭＮＤ－７】

			　

			　どれも、性能がかなりアップしている。

			　それに、マイナス面であるＭＮＤ数値も、俺の期待通りに低くなった。

			　これらを装備すれば、俺はより強力なダメージヒールを使えるようになる。

			　まあ、その代わりに、俺の抱えるデメリットも大きくなっているわけだが、今は目をつぶっておこう。

			「うん……いい感じだな」

			　俺はすべての死霊装備を装着してみた。

			　鎧(よろい)のときと同様、以前と変わらない感覚で動けるようだ。

			　これなら、戦闘に支障はないだろう。

			「ん？　どうやらフィルちゃんは忍者になったようだね。ということは、攻撃力よりも回避力重視の装備のほうがいいかい？」

			　俺が死霊装備の着心地を確かめていると、メリーはフィルのほうに目を向けていた。

			　次はフィルの装備を整える番ってわけだな。

			「そうだな。できるなら回避重視にしてくれ。いいよな？　フィル」

			「ん……シンさんがそう言うなら」

			「あいよ。お安い御用だ」

			　今のところ、フィルに攻撃……というより、戦闘そのものを任せる気はない。

			　まずはレベルを上げて、装備を充実させないと、危なっかしいからな。

			「とりあえず、アタシの店にある装備のなかでは、コイツが一番のお勧めだね」

			　ここは一応鍛(か)冶(じ)屋ということになっているが、メリー自身が作り上げたであろう装備品がいくつも展示されている。

			　そのすべてが、フィルが今まで使っていた装備の性能を凌(りよう)駕(が)している。ラベルを見る限りでは、金銭的な意味で俺たちが手を出せる代物ではない。

			　そんな装備品のなかの１つであるらしきヒラヒラの服を、メリーはテーブルの上に置いた。

			　

			【メリークリエイト『ゴシックドレス』　耐久値２００００　重量５　ＶＩＴ＋10　ＡＧＩ＋20　ＬＵＫ＋10】

			　

			　ゴシックドレス。

			　フィルが着ることにより、つまりはゴスロリ。

			　ゴスロリか。

			　うん。

			　素晴らしい。

			　パーフェクトだ。

			「言い値で買おう」

			「シンさん!?」

			　俺がゴスロリファッションに身を包んだフィルを夢想していると、隣にいたリアルフィルが驚くような声を上げた。

			「なんだ、フィルは嫌なのか？」

			「え、えっと……いやなわけじゃないけど……オレはこんな可愛(かわい)いの着ても似合わないし――」

			「そんなことはないぞ！」

			「!?」

			　どうやらフィルは、この服を着ることに抵抗があるようだ。

			　だがしかし、俺はぜひともゴスロリファッションのフィルを見てみたい。

			「これはいい装備だ。フィルでも着ることができる軽装備で、ここまで性能の高い物は今まで見たことがない。多分、ここら辺でも上位に入る装備だ。お前もそう思うだろう？」

			「え、あ……ま、まあ確かに……」

			「それに、性能のバランスについても、俺は賛辞を贈りたい。ＶＩＴ、ＡＧＩ、ＬＵＫは今のフィルに必要なステータスだ。それらをバランスよく上げてくれるこの服は、まさに神装備。お前もそう思うだろう？」

			「う、うん……」

			　どうも反応が鈍いが、この装備がいかに優れてるか、フィルにもわかってもらえたようだ。

			「気に入ってくれたようだけど、普通の値段で買おうとしたら、アンタらの所持金じゃ絶対、足りないよ。鎧(よろい)とかの強化代金もなんだけどさ」

			「え……」

			　メリーの言葉を聞いて、一気に冷や水を浴びせられたような気分になった。

			「でも、出世払いってことでツケにしとく。ありがたく思うんだね」

			　だが驚くことに、メリーはそんなことを言った。

			　俺は、申し訳なさと疑念で、複雑な気持ちになった。

			「……昨日も思ったんだが、いいのか？　そんなことをして」

			　昨日今日出会った人間に『ツケでいい』と言うのは、相当な胆力だ。

			　商品を持ち逃げされる可能性だって十分あるというのに。

			「ああ、いいさ。その代わり、アタシをしばらくの間、アンタらのパーティーに入れな」

			「お前を？」

			「ああ、アンタらだけで狩りに行くっていうんじゃ、この街の近くにいるモンスターに太刀打ちできるか不安だからね」

			　メリーはそう言うと、フィルのために用意したのか、他の防具や武器をテーブルの上にドンドンドンと置いていった。

			　それらの装備はどれも高性能で、これだけ揃えるのにどれだけの資金が必要になるのか、もはや予想がつかない。

			「とりあえず、これだけの装備で固めれば、レベルが低くてもギリギリなんとかなるだろうよ」

			「……本当にいいのか？　ツケとはいえ、こんな良装備を俺たちなんかに与えて」

			　なんだか、親切すぎて逆に怖い。

			　受け取ったら最後、詐(さ)欺(ぎ)にでも遭(あ)うんじゃないかと思えてしまうほどだ。

			「別にいいさ。これらはどうせ、今まで倉庫のなかでホコリ被ってた作品なんだから」

			　……まあ、在庫処分的な意味もあるのなら、理解できなくもない。

			　でも、見ず知らずの人に対してそこまでするか？

			　しばらくは、狩りのほうも手伝ってくれるようなそぶりだし。

			「それで、アンタは見たとこ戦士だろ？　武器と盾はどうすんだい？」

			「あ、いや、俺は――」

			　僧(そう)侶(りよ)職であることを伏せていたせいで、戦士職と勘違いされたままだった。

			　俺は、メリーに真実を説明しようとした。

			　が、それは、店のなかに突然入ってきた男たちによって遮(さえぎ)られる。

			「ようメリー。元気にしてっか？」

			　店のなかに、５人の地球人(プレイヤー)が入ってきた。

			「はぁ……今日は来なくていいっつの。元気にしてるよ」

			　そいつらを見て、メリーは大きくため息をついた。

			　どうやら、知り合いみたいだな。

			「お？　今日は客が来てんだな。普段は閑(かん)古(こ)鳥(どり)が鳴いてるっていうのに」

			「うるさいね。冷やかしなら、とっとと失せな」

			「まあまあそう言うな……って、そいつら地球人(プレイヤー)か？」

			　俺たちを見て、柄の悪そうなオールバックの男が眉を吊り上げた。

			　その男の後ろにいる連中の目も、俺たちを訝(いぶか)しんでいるように感じる。

			「おい、どういうことだ。コイツらは見たとこ、中坊か高坊くらいじゃねえか？　なんでガキの地球人(プレイヤー)がこの街まで来てんだよ？」

			「メリーさん……もしかして、あなたが彼らを？」

			「違うよ。勘違いするな。この子らはちょっと事情があってね。まあ、アンタらに話すことでもないけどさ」

			「……そうですか」

			　オールバックの男の後ろに控えている、メガネをかけたガタイの大きい男が、丁寧な口調で俺たちに話しかけてきた。

			「こんにちは。僕は大学生ギルド【フェンリル】のギルドマスターの、オウギという者だ」

			「……俺の名前はシン。こっちはフィルだ」

			「……ども」

			　とりあえず、俺たちは挨拶をして様子を窺(うかが)う。

			「んで、オメーらのレベルはいくつだ？」

			　オールバックの男がレベルを訊ねてきた。

			　やはり、俺たちのレベルは気になるか。

			「……33だ」

			「はっ!?」

			　俺が正直に答えると、男は驚いた、というような声を出した。

			　昨日のメリーと似た反応だな。別にいいけど。

			「おいおい……やっぱコイツら、ここにいていい奴じゃねえよ。とっとと泉に行って始まりの町に引き返せコラ」

			　泉。

			　俺たち地球人(プレイヤー)は、それなりに大きな町なら必ずある泉の近くに行けば、ログアウトをしたり、始まりの町に転移したりをすることができる。

			　だが、このミーミル大陸にある泉というのは、ウルズの泉ではなくミーミルの泉だ。

			　ウルズ大陸からログインしている俺たちは、ミーミルの泉を使用することができない。

			　このことは手引書にも載っており、俺たち自身も、この街に来た直後に試したりしていた。

			　俺たちは、この街の泉を使用できない。

			　しかし、それを言ってしまうと、俺たちが別大陸からやって来た地球人(プレイヤー)であることがバレる。

			　一応、早(はや)川(かわ)先生から口止めされているので、これ以上はなにも言えない。

			　メリーにはもうバレているんだけど、彼女に説明をしたのは早(はや)川(かわ)先生から釘を刺される前のことなので、ノーカウントだ。

			「どうした。さっさと帰れよ。ここにいても、外に出たらモンスターの餌(え)食(じき)になるだけだぞ」

			「……いや、そんな心配は無用だ」

			「あ？」

			　俺は一計を案じることにした。

			「俺たちの持つ異能(アビリテイ)は、そんじょそこらのモンスターに後れをとるような弱いものじゃあない」

			「……オメー、それマジで言ってんのか？」

			「大マジさ。だから俺たちはここにいるんだ」

			「…………」

			　実際は、異能(アビリテイ)ではなく俺のダメージヒールなんだが、あえてこう言うことで、わずかばかりの説得力を持たせる。

			　異能者(アビリテイスト)によって、使える異能(アビリテイ)は違う。

			　本当に強力な異能(アビリテイ)を持っているからこの街にいるのではないかと、少しでも思わせられれば十分だ。

			「……信じられねーな。そんな強力な異能(アビリテイ)なら、少しくらい噂になってもいいはずだ。なのに、シンとかフィルって名前には全然ピンとこねえ」

			「そうか」

			　しかし、そんなハッタリは効かなかったようだ。

			　男は胡(う)乱(ろん)な目つきで俺を見ていた。

			「どうだ、ここで俺といっちょ決闘でもしてみっか？　俺を倒せるようなら、その言葉も真実だったと認めてやるよ」

			「……いいだろう」

			　言葉で納得してくれないのであれば、あとは実力で証明するほかない。

			　俺は男の提案を受け入れた。

			「ちょ……アンタら、本気でやんの？」

			　メリーが焦ったように、俺たちを交互に見てくる。

			「俺はマジだぜ。別に殺したりなんてしねえから、黙って見てろ。表に出な、ガキ」

			　俺はなにも言わず、男の声にしたがって店の外へ出た。

			「ルールは一対一の半減勝負でいこうや。一発勝負じゃ、圧倒的に俺が有利だからな」

			「まあ、確かに」

			　注視したところ、オールバックの男のキャラネームは、バンというようだ。

			　ジョブは武道家で、服装はダメージジーンズに黒のタンクトップという軽装備。それに拳(こぶし)を守るためのガントレットを装着している。

			　なら、一発勝負を受けるのは少し躊躇(ためら)われるのも事実だ。

			　武道家職の放つスキルは、どれも速いからな。

			　以前に騎士職である氷室(ひむろ)との決闘で使ったような、『相手が隙を作るのを待つ』というような戦法は、かなり難しい。

			　かつてパーティーを組んでいたマイも武道家職で、彼女の動きは近くからよく観察させてもらっていた。だから、武道家職の動きは、なんとなくわかる。

			　俺の知らない未知のスキルを使用してこなければ、それなりの確率で勝てるとも思うが……。

			「なんなら、オメーから一発攻撃受けた時点で、負けってことにしといてやってもいいぜ？　レベル差的に、それくらいのハンデは必要だろ？」

			「む……」

			　正直、自分ルールを崩し、異能(アビリテイ)の使用も辞さない今の俺にとって、一発勝負を選ぼうが半減勝負を選ぼうが全損勝負を選ぼうが、あまり差はない。

			　また、こうも上から目線で侮(あなど)られるのは、俺の趣味じゃない。

			「一発だろうが全損だろうが、なんでもいいさ。それよりそこの僧(そう)侶(りよ)、この男に『オートリザレクション』をかけてくれないか？」

			　俺はバンの仲間であるらしき白いローブを着た男のほうを向いて言った。

			「は？　『オートリザレクション』を？」

			「そうだ」

			『オートリザレクション』は、その名からもわかる通り、その魔法がかかったプレイヤーが死んだ際、自動的に蘇(そ)生(せい)魔法『リザレクション』がかかるという代物だ。

			　かなりの強スキルと言えるが、クールタイムが長いため、連発することができない。

			　だから、この魔法を戦闘中に使用するなら、誰に優先して使うか、という判断力が重要となったりする。

			「別に構わないが……なんでそんなことを？」

			「ただの保険だ。俺の攻撃に、この男が耐えられないかもしれないからな」

			「……言ってくれんじゃねえか」

			　挑発返しを受け、バンはこめかみに血管を浮かび上がらせ、顔を引きつらせた。

			　俺のほうも口角を吊り上げ、不敵な笑みを浮かべた。

			「『オートリザレクション』」

			　そんな一触即発の雰囲気のなか、僧(そう)侶(りよ)職であるらしき男がバンに『オートリザレクション』をかけた。

			　これで準備は完了だな。

			「じゃあ、とっとと始めようぜ」

			「チッ、生意気なガキだな……」

			　俺はいつでも動きだせるよう、重心を若(じやつ)干(かん)低くした。

			「あんまりこの俺を――『拳聖』のバン様を舐めんじゃねえぞ、ゴラァ！！！」

			　両者の決闘意思が一致し、【決闘開始】の文字が、俺の網(もう)膜(まく)に表示された。

			　バンは自身に補助スキル『スピードアップ』をかけ、俺に向かって突進してくる。

			「オラくらえぇ！　『バレッドパン――」

			「……『ハイヒール』」

			「ぐあああああああああああああああああああああああああ！！！！！」

			「…………」

			「……………………」

			「………………………………」

			　倒した。

		

	
		
			　

			12　圧勝

			　

			　俺は武道家職のバンに向けて、誰にも聞かれないような小声で『ハイヒール』を唱えた。

			　すると、バンはその１回のハイヒールによってＨＰを全損させ、『オートリザレクション』の効果で復活した。

			「がぁ……はっ……」

			　いきなりＨＰが０になった衝撃は大きかったようだ。バンは苦(く)悶(もん)の声を上げながら、その場に崩れ落ちた。

			　蘇(そ)生(せい)したとはいえ　ＨＰは３割ほどしか回復できていない。

			「……誰か、回復してやってくれ」

			「あ、ああ……『ハイヒール』」

			　バンと一緒に店へやってきた男の１人が、ハイヒールを唱えた。

			　それによってバンのＨＰは回復し、呻(うめ)くような声もやんだ。

			　俺のダメージヒールは防御比例ダメージ。そのうえ、スキルを発動してから敵に当たるまでのタイムラグが武道家職のスキルより早いため、回避もほぼ不可能というトンデモ性能だ。

			　しかも、メリーによる装備強化で、ダメージヒールの威力は以前より増している。

			　なので、レベルが高いプレイヤー相手にも、十分通用するとは思っていた。

			　でも、あっけなさすぎるな。

			　地球人(プレイヤー)を相手にして使うことは、今後は控えたほうがいいんじゃないか。

			「クソ……まさか、なにもできずに負けちまうなんて……」

			「これで納得してくれたか？　俺たちがここにいる理由を」

			　とりあえず、この決闘によって俺の力は証明されたはずだ。

			　この男のレベルがいくつなのかは、知らない。でも、この街の周辺で通用する強さは持っているはず。そんな奴が、俺に負けたんだ。もうとやかく言ってくることはないだろう。

			「チッ……わかったよ。あんま納得してねーけど、オメーがこの辺のモンスターに後れはとらないってことだけは、認めてやるよ」

			　バンは若(じやつ)干(かん)足をふらつかせつつ立ち上がって、舌打ちをしながら俺にそう言った。

			　この男からしたら、俺が今なにをしたのか、よくわからなかったはずだ。

			　カラクリを知らないと、納得もできないだろう。

			　教える気なんてないけど。

			「いやあ強いね、君。僕も驚いたよ。どうだい？　それだけの強さを持っているなら、僕たちのギルドに――」

			　バンの仲間である優(やさ)男(おとこ)的なオウギは、俺をギルドに勧誘しようとした。

			「悪いけど、それは却下で」

			　俺はその言葉を聞き終える前に、すっぱりと断る。

			　大学生や調査員の地球人(プレイヤー)がギルドを立ち上げていることは知っていたし、最近では高校の上級生がギルドを立ち上げたというような噂も耳にしている。だが、今のところ、俺はそういったところに加入する気がない。

			　というか、そもそもこの人たちはミーミル出身だ。

			　ウルズ出身の俺がミーミルのギルドに入ることは、効率的じゃない。

			「そうか……それは残念だ」

			「でだ、そろそろ俺たちはメリーとの取引を再開したいんだが」

			「……ああ、わかった。今日のところは出直すとしよう」

			　どうやら、無理な勧誘はしないようだ。

			　オウギはバンの肩を叩き、他のメンバーと一緒に店から立ち去っていった。

			「……アンタ、すげえ強いんだね。お姉さん驚いちまったよ」

			　メリーが、俺を見ながらそう呟(つぶや)いた。

			　この人も、俺が今なにをしたのかよくわかっていないだろう。でも、これで俺が強いということはわかってもらえたはずだ。

			「まあな。俺たちはこの力のおかげで生き残れたんだ」

			「だろうね。学校側がアンタらに救援を送らないのも頷ける強さだよ」

			「下手に力を持つと、周りから助けてもらえなくなるってことだな」

			　力を持つと、それ込みで俺という存在が評価されてしまう。

			　それによって得る評価は高く、同時に、とてつもない結果を求められる。

			　正直、それはつらい。

			　手に入れた力が分不相応であれば、なおさらだ。

			「でも、レベル的にかなり不安があるのは確かだ。今の俺の戦いを見たうえで、俺たちに力を貸してくれないか、メリー」

			「まあ、いいよ。アンタが強かったのはちょっと予想外だったけど、それでも心配なモンは心配だからね」

			「そっか。ありがとうな」

			　メリーは、俺に力があることを知りながらも、力を貸してくれるようだ。

			　後出しじゃんけんみたいで心苦しいが、太っ腹なメリーに感謝しよう。

			「というか、さっきの連中はいったいなんだったんだ？　メリーの知り合いなんだろ？」

			「あー……アイツらは元仲間って間柄かね。アタシも少し前までは、【フェンリル】のメンバーとパーティー組んでた時期があったんだよ」

			　俺の疑問に、メリーはあっさりと答えてくれた。

			　元パーティーメンバーか。

			　趣味人から派(は)生(せい)したジョブだから、戦闘では援護が主であっただろうけど、高レベルの鍛(か)冶(じ)ができるプレイヤーなら、裏方としてかなり重宝されていたはずだ。

			　……だからこそ、パーティーから抜けたのかもしれないな。

			　生産職は、地球人(プレイヤー)のなかでも少ない部類だ。なので、馬車馬のごとく働かされたりだとか、もしくはクレクレ厨の被害に遭(あ)ったりすることもありうる。

			　俺たちとの接し方を見る限りでは、メリーは困っている奴を放っておけない性格みたいだし、仲間からいいように使われていたのかもだ。

			「まあ、そんなことはどうでもいいっしょ。ほら、さっさと店んなかに入りな」

			　メリーはそう言うと、自分の店にそそくさと入っていく。

			「……今は他人のことを気にかけてるときじゃない、か」

			　俺はそんな彼女を見て呟(つぶや)くと、フィルと一緒に、店のなかへと入った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「そんじゃあ、いっちょ狩りにでも出かけるか。アンタらも用意はいいね？」

			「ああ、もちろんだ」

			「は、はい」

			　俺とフィル、それにメリーは、狩りをする準備を整えた。

			「それがお前の武器か、メリー」

			「ああ、そうだよ。これがアタシ専用の武器、『ギガハンマー』さ」

			　どうやら、メリーの主要武器は巨大ハンマーのようだ。

			　滅茶苦茶重そうなんだが、彼女はそれを軽々と振っている。

			　多分、ステ振りはＳＴＲ重視なのだろう。
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			「でも、本当についてくるのか？　一応、鍛(か)冶(じ)屋やってるんだろ？」

			「別にいいさ。さっきバンも言ってたけど、どうせ閑(かん)古(こ)鳥(どり)が鳴いてんだ。しばらく休業したって、問題はないよ」

			「へ、へえ」

			　それはそれで、店としてちゃんと成り立っているのか、と訊ねたくなるな。

			　……にしても、ここで取り扱っている品物や装備強化の腕を見る限りでは、この鍛(か)冶(じ)屋にはもっと客が来てもよさそうなもんなんだが。

			　売っているものが粗悪品だとか鍛(か)冶(じ)の腕が悪いとか、この店に関する悪い噂が流れているのが原因なんだと思う。

			　けど、実際はそんなこと、全然なかった。

			　嘘っぱちな噂が流れたのには、なにか理由でもあったりするのだろうか。

			　そんなことを思いつつも、俺とフィルはメリーオススメの狩場へと向かうのであった。

		

	
		
			　

			13　誘い受け

			　

			　狩りの成果は上々だった。

			　やはり、俺のダメージヒールはこの街周辺のモンスター相手でも簡単に倒せるだけの威力を持っていた。そのため、狩りの効率も非常によく、フィルとメリーは俺を見ているだけという有様だった。

			　メリーは驚き半分肩透かし半分といったような苦笑いを浮かべていたが、まあ、彼女が傍にいてくれるだけで十分ありがたい。

			　もしも集団戦になったとき、フィルを守り切れるか、わからないからな。今回は孤立したモンスターを狙って慎重に戦ったけど、いつでもそういう安全な戦いができるわけじゃあない。

			　いざとなったらガルディアに乗って逃げるという手もある。でも、この辺の地理やモンスターの生態に詳しい高レベルの地球人(プレイヤー)が１人いるというのは、精神的に良い効果をもたらしている。

			　実際、俺は後ろを気にせずにモンスターを狩れた。

			「アタシが同行する意味って、あんまなかったかもしれないねえ……」

			「そんなことはない。明日も頼む、メリー」

			「よろしくお願い……します」

			　今更、遠慮をしてもしょうがない。

			　開き直った俺とフィルは、メリーを頼ることにした。

			「これが今日の狩りで得たゴールドだ。俺たちの装備品代の足しにしてくれ」

			　全力で頼る分、彼女には協力費として、狩りの分け前を多く渡している。

			　装備の代金は素材費だけでいいうえに、ツケにまでしてくれたんだから、ここで渡す金額に多少色をつけるくらいは、当然というものだろう。

			「……しょうがないねえ。まあ、貰うモンは貰ってんだし、明日からも付き合ってやるよ」

			　メリーは今日の狩りの成果を受け取ると、ため息をつきながらそう言った。

			　どうやら、納得してくれたようだ。

			「じゃあ、また明日な、メリー」

			「お疲れ様……でした」

			「ああ、またね」

			　そうして、俺たちはメリーの店の前で解散した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　宿に戻っていったんログアウトすると、そこではちょうどＬＳＳ（生命維持装置）の稼動準備が整っていた。

			　俺は服を脱いで、そのなかに入った。

			　今回のログイン時間制限は２４０時間、つまりは10日間という、長めの設定になっている。

			　緊急事態だということもあるが、これは、前回のＣコース組が24時間のログインでなにも問題なかった、という結果を踏まえてのものでもあるのだろう。

			　今の俺にとって、これはありがたい。地球時間で最長10日間、アース時間に換算すると最長２４０日間、俺たちはログアウトしなくて済むんだからな。

			　ガルディアもいるので、それくらいの時間があれば、十分ウルズ大陸に戻ることができると思う。

			　まあ、不測の事態さえなければだけどな。

			「それじゃあ、行ってらっしゃい一(いち)之(の)瀬(せ)君。いろいろ大変だろうけど、頑張って」

			「ありがとうございます」

			　この装置を使うのも、目の前にいる研究員と会話するのも、俺にとっては二度目である。

			　今回は、恥ずかしいとか言っていられない。

			　俺は静かに目を閉じた。

			　そこから先は、もはや馴染み深い感覚だ。

			　意識が遠のいていくが、次の瞬間には、どこか別の世界で意識を覚(かく)醒(せい)させる感覚に陥(おちい)った。

			「…………」

			「…………」

			　瞼(まぶた)を開けると、フィルの顔があった。

			　彼女は昨日と同様に、俺を抱き枕代わりにしていたようで、体に抱きついている。

			　俺の胸あたりにあるフィルの顔は、ほんのりと赤く、こちらをじっと見つめていた。

			「フィル、これはどういうことかな？」

			「…………」

			　俺は別に怒っていない。

			　フィルの安眠を促(そく)進(しん)させる道具として俺の体を活用したというのであれば、許す所存だ。

			　これがフィルではなく男だったら、俺も思うところがあっただろう。

			　だが、相手は可愛(かわい)い後輩の女の子。

			　倫理的にどうなのかと問われかねない事態ではあるものの、俺のほうからなにかを言うつもりはない。

			　だけど、これってどうなんだ。

			　つい昨日、俺たちは今回と同じようなことでギクシャクしたというのに。

			　それを今日もまたしでかしてしまうフィルの心境は、なんなのだろうか。

			　俺をおちょくってるとか、そういうことではないのだろう。

			　けど、ここは彼女の真意を問いただすべきところだ。

			「ごめんなさい。今日もシンさんの意識がないのをいいことに、シンさんを抱き枕扱いしてしまいました」

			　フィルは、わりと軽い調子で答えてきた。

			　その様子からは、悪いことをした、というような意識が感じられない。

			　昨日はあんなに謝っていたのに、今回はどうしてだろうか？

			「……そうか。でも、俺に無断でそういうことをするのは、いただけないな」

			「う、うん」

			「…………」

			　俺はベッドから起き上がり、フィルに説教をしようとした。だが、彼女はやはり悪びれた様子もなく、俺のほうを見ていた。

			「……とりあえず、俺は今日から２４０日間ほどログアウトしなくてもよくなった。お前のほうも、何日かしたら、いったんログアウトしろ。特別にＬＳＳを使わせるそうだからな」

			　なんだかよくわからないが、ひとまずフィルに、業務連絡的なものを行った。

			　本来、学校はＬＳＳを中学生に使わせる気なんてなかったようなのだが、今回は特例ということで、フィルも使用できることになった。

			　ＬＳＳの使用によって、後々フィルが体調不良を訴(うつた)えたりしないかどうかが懸(け)念(ねん)材料だ。

			　しかし、たかが数日程度の使用で、重い症状が出ることは、まずありえない。

			　だからこそ、学校側も許可してくれたのだとか。

			　というわけで、フィルはＬＳＳに入るため、一度ログアウトする必要がある。

			「そ、そう……ですか」

			「ああ」

			　俺からの連絡を聞き終えたフィルは、どこかそわそわした様子で、首元にマフラーを巻き始めた。そして、こちらをチラチラ見ながら、そっと呟(つぶや)いた。

			「で、でも……これじゃあ、シンさんが意識のないオレに……な、なにかをしても、怒れないですね」

			「？　ああ、まあ、俺はなにもしたりしないけどな」

			「これじゃあ」、というのは、さっきの抱き枕のことを言っているのだろう。

			　せっかく話題を変えたというのに、なぜ蒸し返した。

			　流せばいい話だろう。

			「ほ、ホント、シンさんになにかされてもオレ、全然怒れないなー」

			「だからなにもしないって。信じてくれとしか言えないけどさ」

			　なんか、フィルにしてはしつこいな。

			　怒れないから、いったいなんだっていうんだ。

			「とりあえず、この話は終わりにして飯を食いに行こう」

			「う……うん……」

			「…………」

			　なぜだろう。

			　フィルが若(じやつ)干(かん)、落ち込んだように見える。

			　別に、変なことを言ったつもりはないんだが。

			「がるがる」

			「っと、お前も起きてたか。すぐ身支度するから、ちょっと待っててくれ」

			　こうして俺は、フィルの謎な挙動に気を取られつつも、ガルディアの催(さい)促(そく)を受けて、外へ出かける準備をするのだった。

		

	
		
			　

			14　彼氏と彼女

			　

			「……昨日も思ったことだけど、それってちょっと反則的な威力なんじゃないかい？」

			「やっぱりメリーもそう思うか」

			　街の外へと出た俺たちは、ハイオーク、ミノタウロス、ヒュージスライムといった強いモンスターを狩っていた。

			　ただ、狩ると言っても、それらのモンスターはすべて俺の『ハイヒール』もしくは『ヒール』で一撃死してしまう。

			　レベルが上がるまでは、モンスターに触れるような戦いはしないほうが望ましい。

			　とはいえ、もはやプレイヤースキルもクソもない戦法だ。

			　こうしている間に、プレイヤースキルが錆(さび)付いていきやしないかと不安になる。

			「……ホント強いね。アンタみたいな異能者(アビリテイスト)がいたなんて……今まで噂にさえ上がらなかったのが不思議なくらいだよ」

			「…………」

			　メリーは今もなお、ダメージヒールを異能(アビリテイ)と勘違いしたままだ。

			　俺のビルドを他人に知られてしまうのは、よくない。

			　でも、同じパーティーを組んでいる以上は、やはり話しておいたほうがいいだろう。

			　彼女は、困っていた俺たちに救いの手を差し伸べてくれた恩人である。

			　それに、背後から回復剤を投げつけられても、危ないしな。

			「メリー、これはここだけの話として聞いてほしいんだが――」

			　俺はメリーに、ダメージヒールの概要を説明した。

			「死(し)霊(りよう)王(おう)の加護」だとか、死霊の大盾の性能だとかいう話は、伏せた。だが、防御比例ダメージの回復魔法であるということは伝えた。

			　なので、それがいかに強力な魔法であるか、わかってもらえただろう。

			「はー……そんな裏技があったなんてね。アタシもこの世界に来てそれなりに長いけど、初めて知ったよ」

			　メリーは目を大きく見開いて、驚いたというような表情で言った。

			　まあ、俺の知るゲーム内でも、ダメージヒールは小ネタの扱いだった。

			　クレールいわく、アースでもダメージヒール、もといデスヒールは知らないのが普通みたいだし、メリーが知らないのも無理はない。

			「射程圏内に入れば問答無用でほぼ一撃必殺とか、敵に回したくないね」

			「だろうな」

			　普通の攻撃魔法は、魔法を矢のように飛ばし、敵に当てる必要がある。だが、回復魔法の場合、場所の指定さえできれば即当たる。

			『当てる』ということの難易度は、攻撃魔法より回復魔法のほうがずっと低い。

			　こういった面から言うと、僧(そう)侶(りよ)職は初心者にお勧めのジョブと言える。

			　俺の戦い方は、上級者向けだが。

			「ああ……だからこその死霊装備か。シンの装備だと思っていたのに、なぜかフィルちゃんが腕輪を身に着けてて、ちょっと疑問だったんだけど」

			「気づいたか」

			　メリーはフィルを見ながら「なるほど……」と呟(つぶや)いている。

			　俺たちがなぜ死霊装備を身に着けているのか、理解したらしい。

			　本当は俺が腕輪を身に着けたほうがよかったんだが、今現在、俺たちは死霊装備を全部で５つしか持っていない。首輪、鎧(よろい)、腕輪、ブーツ、それに大盾のことだ。

			　１つだけダブっていた首輪は、今はサクヤが持っている。

			　なので、俺がフィルを回復しようと思ったら、腕輪か首輪かブーツのどれかを彼女に渡すしかない。

			　また、盗(とう)賊(ぞく)職であるフィルの場合、ＩＮＴよりもＳＴＲやＡＧＩを上げたほうがいいので、腕輪かブーツの二択になる。

			　その二択なら、戦闘中でも取り外しが比較的簡単な腕輪のほうを渡すべきだろう。

			　ブーツの場合だと、戦闘中に脱ぐというのはなかなか難しいからな。

			　以前は主にミナがブーツを使っていた。だが、彼女はダメージを受けても、自分自身で道具を使って回復することが難しいポジションにいたから、あまり気にしていなかった。

			　後衛のサクヤだったら、首輪を外して回復剤で回復する、というようなことも安全にできる。だが、ミナや俺、あるいはフィルといった前衛は、なかなかそういうことができない。

			　ということで、現在フィルに腕輪以外の装備を渡すのは、あまり得策ではないのだ。

			「オレは……首輪でもいい……ですよ？」

			　俺とメリーが話をしていると、フィルがそんなことを言いだした。

			「いや、あんまり意味ないだろ、それ」

			　しばらく戦闘に参加しないなら、ＳＴＲを上げようがＩＮＴを上げようが関係ないって感じだけど、だからといって、わざわざ首輪をフィルに渡す意味はない。

			　首輪をつけたゴスロリ服のフィルというのも、それはそれで見てみたいと思わないでもないが、彼女に首輪を渡すメリットは、その程度でしかない。

			「そう……ですか……」

			「…………」

			　フィルは首輪をつけられないことを、残念に思っているような雰囲気だ。

			　なんだろう。

			　フィルは密かに、こういう首輪を身に着けてみたいとか、思っていたりするのだろうか。

			「……もしかして、アンタら付き合ってたりする？」

			「ぶっ!?」

			　そこで、メリーからトンデモな発言が飛び出てきて、俺は思わず噴き出した。

			「え、あ、そ、そんなメリーさん、お、オレとシンが付き合ってるだなんて……」

			　フィルは顔を赤くして、アワアワと視線を泳がせている。

			　彼女も、メリーの発言には驚いているようだ。

			「……そんなわけないだろ。いきなりなに言い出してんだ」

			「あ、あれ、そうなの？　そういう仲なのかと思って訊いてみたんだけど」

			「ないない。そんなの全然ない。俺とフィルはただの先輩後輩だ」

			　どこをどう見て、付き合っているだなんて思ったんだよ。

			　フィルのことは可愛(かわい)いと思うけど、俺たちの間に恋愛感情などないのだ。

			「だよな、フィル？」

			　俺はフィルのほうを向いた。

			「う……うん……そ……そう……ですね……」

			　彼女は下を俯いて、呟(つぶや)くような声で答えた。

			　なんだこの反応。

			　俺、なにか変なこと、言っただろうか。

			　あっ、もしかしてあれか。

			　フィルは自分に女性らしさがないと言われた気がして、落ち込んじゃったのか。

			　そう考えると、さっきの発言は女の子に対して失礼だったかもしれない。

			「フィル、俺は別に、お前が女の子らしくないとか思って、そんなことを言ったわけじゃないからな？」

			「え……？」

			「お前は女の子として十分可愛(かわい)い。俺からすれば、お前は元アイドルだったというミナにだって負けていない、と思っているぞ」

			「あ、や、やだシンさん……そ、そんな……オレはミナさんと比べられるような容姿なんて、持ってない……です」

			「謙(けん)遜(そん)するな。お前は可愛(かわい)い。それは俺が保証する」

			「あうぅ……」

			　俺が褒(ほ)めると、フィルは再び顔を真っ赤にした。
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			　彼女は顔をマフラーで隠し（ゴスロリ服の上からマフラーを巻くというのは、ファッション的にいかがなものか）、俺に背を向け、ガルディアのほうへと走っていった。

			　相変わらず、褒(ほ)められるのは駄目か。

			　こうして逃げられてしまうと、ちょっと寂しい。

			「……アンタ、ホントにフィルちゃんのこと、恋愛的な目で見てないんだよね？」

			「見てないが？」

			「いや……まあ……別にいいんだけどさ」

			「？」

			　メリーは、俺を見ながら苦笑いを浮かべている。

			　こっちはこっちで、いったいなんなんだよ。

			「そんなこと言うお前はどうなんだ」

			「へ？　アタシ？」

			「お前もオウギとかいう奴らと同じ大学生なんだろ？　なら、彼氏の１人や２人、もしかしたらいるんじゃないのか？」

			　俺は、この謎空気を入れ替えるべく、メリーに話を振った。

			　恋バナ的な話の繋がりで出た言葉だ。

			　メリーは若(じやつ)干(かん)の苦笑いを浮かべて、明後日(あさつて)の方向を見た。

			「……アタシは一応いるね、カレシ」

			「マジか」

			　メリーの答えに、俺は驚いた。

			「そうだよ。というか、なに意外そうな顔してんだ。張っ倒されたいのかい？」

			　眉をピクッと吊り上げ、メリーは拳(こぶし)でグーを作った。

			　今の反応は失礼すぎたな。

			　なんというか、メリーには女っ気というものが欠けている感じがしたから、そういうことに興味ないんじゃないかと思っていたんだけど。

			　ちなみに俺は、どうも気の強そうな女性というのが趣味じゃない。

			　ツンデレなら大歓迎なんだが、早(はや)川(かわ)先生とかメリーのように、１人でも生きていけそうなタイプの女性には、イマイチ惹(ひ)かれないのだ。

			　だから、メリーに彼氏がいても、俺はなんとも思わない。

			　でも、そういった気の強そうな女性が、どういう男と付き合っているのかには、ちょっとだけ興味があるな。

			　変な意味ではなく、あくまで恋バナの延長線上における話だけど。

			「それって異能者(アビリテイスト)か？　アースにはいたりするのか？」

			「あー、うん……いるね。結構近くに。わりと頻(ひん)繁(ぱん)に会うよ」

			「へー」

			　そうだったのか。

			　メリーと出会ってからまだ数日しか経ってないが、その間に店で見かけたのは、あの【フェンリル】ってギルドの連中だけだったんだけどな。

			　あの連中のなかにいたか、それとも、たまたま俺たちとは会うタイミングがなかったのか。

			「多分、街に戻ったらすぐに会えんじゃないかね」

			　メリーはそう言うと、頬(ほほ)を掻(か)きながら、そっぽを向いた。

			　男勝りな彼女と付き合っている男というのは、はたしてどんな人物なのか。

			　そんなことを思いつつ、俺は近くへ寄ってきたモンスターを倒すべく歩き出した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「あ、おい！　メリー！　オメー、なに店閉じてんだよ！　心配するだろうがコラ！」

			　夕方。

			　街に戻ってきた俺たちは、髪をオールバックにした男、バンに絡まれた。

			「……昨日言いそびれちゃったんだけど、まあ、コイツがアタシのカレシだよ」

			「なるほど」

			　俺は納得の声を上げた。

		

	
		
			　

			15　出来心

			　

			　街のなかで、オールバックのいかつい男、バンに出会った。

			「どうしたんだよ、メリー。オメーは客が全然来なくても、平然と店を開く図太い女だろーが」

			「うっさいな。店を開くかどうかはアタシの勝手だろ」

			　声をかけてくるバンを見て、メリーは鬱(うつ)陶(とう)しいものを追い払うかのように、手でシッシとしている。

			　お前、一応そいつ、彼氏なんだろ。

			　邪(じや)険(けん)そうな扱いしてやるなよ。

			「今日はこの子らのレべリングに付き合ってたんだよ」

			「は？　レべリング？」

			「そうだよ。アンタだって知ってんだろ？　この子らのレベルがかなり低いってことは」

			「まあ……それは知ってっけどよ……」

			　メリーの説明を聞いたバンは、俺たちに視線を向けながら、頭をガリガリ掻(か)き始めた。

			「パワーレべリングは、アース人との軋(あつ)轢(れき)を生む恐れがあるから慎むようにって、開発局から言われてなかったか？」

			「そうなんだけどさ、この子らの場合は、ちょっと事情が違うんだよ」

			「事情だぁ？」

			　パワーレベリングは原則禁止ということになっている。それは俺たちも知っていた。

			　けれど、今の俺たちには、どうしてもこの街周辺のモンスターに負けないだけのレベルが必要だった。

			　俺だけだったら、異能(アビリテイ)をフル活用して低レベルのまま帰還する、ということもできるかもしれない。けれど、今回はフィルも一緒にいるため、それは不可能。

			　フィルを俺のアイテムボックスに入れたまま移動する、というような強行案もなくはない。

			　しかし、そうすると俺のアイテムボックスの容量が圧迫されて、旅に必要な物資が揃えられなくなる。それに、ずっとアイテムボックスに押し込んだままにしてしまうのは、フィルが可哀想(かわいそう)だ。

			　だから、俺たちは学校の決まりに目を瞑(つむ)って、レべリングをする必要があるのだが……。

			「…………」

			　……それを目の前にいる男に喋(しやべ)っていいものだろうか。

			　早(はや)川(かわ)先生からも、俺たちの事情をあまり他者に教えるなと言われているし。

			「シン。コイツにアンタたちのこと、喋(しやべ)っちゃってもいいかな？　もし、それでなにかマズイことがあったら、アタシが絶対なんとかするからさ」

			「でもなあ……」

			「コイツはこんなナリしてるけど、結構口は堅いよ。それに、ここでアタシらの話に引き込んじまえば、これからのレべリングが、より安定すると思うんだ」

			　ふむ。なるほど。

			　レべリングを手伝ってくれる人間が増えるのであれば、今の状況的に、それは頼もしいことこのうえない。

			　この辺のモンスターが俺のダメージヒールで一撃必殺だからといっても、それで１００パーセント安全な狩りになる、というわけではなかった。

			　単体なら問題ないが、複数を相手すると、どうしても粗が出る。

			　俺だって、四六時中、異能(アビリテイ)を使い続けられるわけじゃないしな。

			　口が堅いっていうなら、バンに少しだけ俺たちの事情を話してもいいかもしれない。

			　少なくとも、俺たちがこの街を離れるまで黙っていてくれれば、なにか問題が起こることもないだろう。

			　それに、メリーは俺たちの恩人と言っていい。

			　彼女の提案なら、できるだけ受け入れていきたい。

			「そうだな。レべリングを手伝ってくれそうなら、話してもいい」

			　俺は首を縦に振った。

			「それじゃあ話すね。バン、実はこの子たちは――」

			　メリーは俺たちの置かれた状況を、かいつまんでバンに説明した。

			「うーん……」

			　話を聞きながら、バンは眉(み)間(けん)にシワをよせて、唸り声を上げた。

			「つまり、コイツらはセンコーどもに見捨てられたと？」

			「簡単に言えば、そうなるんじゃないの？」

			　まあ、そうなんだけどさ。

			　でも、その解釈は、ちょっとダイレクトすぎやしないか。

			「ちっ……腹立つ話だな……」

			「というわけだから、アンタもこの子たちのレべリングに付き合いな」

			「は？　なんで俺が？」

			　バンはキョトンとした顔で、メリーを見た。

			　どうやら、この流れは想定できていなかったようだな。

			「ここでアンタはこの子らを見捨てるって言うのかい？　そんな奴の女になった覚えはないよ」

			「ぐ……わ、わかったっつの。レべリングの手伝いでもなんでもやってやるっつの」

			「それでこそアタシの男だよ」

			「…………」

			　なんだこれ。

			　俺たちは今、ノロケを見せられているのだろうか。

			　そういうことは他(よ)所(そ)に行ってやってくれませんかね。

			　リア充を見ると呪いたくなるんで、やめていただけませんかね。

			「なんか、イマイチ納得いかねーけど……困ってるっつーなら、少しの間だけ手ぇ貸してやるよ。メリーの頼みだからな」

			　憎きリア充ではあるけど、バンはわりといい奴みたいだ。

			　ただ単に、彼女の頼み事だから断れなかっただけかもしれない。それでも、昨日今日会ったばかりの俺たちに手を貸してくれるというのは、なかなかできることじゃない。

			　メリーはかなりのお人よしだと思っていたが、こっちの男もお人よしの部類か。

			　思い返すと、昨日の決闘も、俺たちの身を案じてのことだったし。

			　口は悪いが、俺たちはバンに感謝せねばなるまい。

			「ありがとうな、バン」

			「よせやい。あとオメー、年上に向かってタメ口利いてんじゃねーぞコラ」

			「別にいいだろ、それくらい」

			　俺はこのアースにおいて、地球人(プレイヤー)とはできるだけ対等でありたい。

			　まあ、先生とかなら、その限りではないけど。

			　こうして、俺たちのレべリングにバンが加わることとなった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺たちはメリーたちと別れ、宿屋に戻った。

			　そして、宿の１階で夕食を取り、自分たちが借りている部屋に入った。

			「で、では……ログアウト……しますね」

			「ああ、行ってらっしゃい」

			　部屋のなかで少しくつろいだあと、フィルが地球でＬＳＳ（生命維持装置）を使うために、一度ログアウトすることになった。

			「多分、初めてだから時間かかると思うけど、明日の朝になったら２時間おきにアイテムボックスから出して様子を見るから、あんまり焦らなくてもいいぞ」

			「う、うん……」

			　俺が初めてＬＳＳを使ったときは、ログインするまでにトータルで30分くらい時間がかかったと思う。

			　それに、ここで一度ログアウトしたら、いろいろ下準備もしたいはずだ。

			　なので俺は、アース時間軸において、フィルが半日、もしかすると丸一日はアースにログインできないかもしれないと考えていた。

			　そのため、明日の狩りはお休みだ。

			　フィル抜きで狩りに出かけても問題はない。だが、それをすると、フィルが俺にとって邪魔であると思われかねないから、やめておく。

			　今でさえ、微妙に足を引っ張っているんじゃないかと不安がっているフィルには、あまり思いつめてほしくない。

			　だから、明日は休日になる。

			「シンさんも、ゆっくり羽を伸ばして……くださいね」

			「ああ、わかってる」

			　１人で休暇を取るのは、久しぶりだ。

			　休み自体、かなり久々だし、これまでずっと神経を尖(とが)らせていたので、睡眠もあまり取れていなかった。

			　俺がロクに休めていなかったというのは、察しのいいフィルなら気づいているのだろう。

			　明日は俺も１日ゆっくりしている、と言うと、彼女は露骨にホッとしていたし。

			「それと……オレの体はシンさんに預けますので……よろしくお願いします」

			　フィルはログアウトする前に、そんなことを言った。

			「任せておけ」

			「……あー、でもこの前オレ、シンさんにいたずらしちゃったから、オレがなにかされても、文句は言えないなー」

			「…………」

			　さらにフィルは、この前のことを、再び話題にした。

			　そういうことを、ここで思い出させないでくれよ。

			　ちょっと意識しちゃうだろ。

			「フィル、俺はお前が寝ている間にやましいことなんて絶対しない。口約束で申し訳ないが、信じてくれ」

			「う、うん……もちろんシンさんのことは信じてる……信じてるけど……もし、なにかしても、オレは全然怒ったりしないから」

			「いや、怒らなくても、嫌だとは思うだろ？　俺はフィルが嫌がるようなことなんて、したくない」

			　俺はフィルに、やましいことはしないと誓う。

			「うぅ……」

			　すると、彼女は難しい顔をした。

			　しかし、それも数秒のことで、フィルは俯いていた顔を上げた。

			「！　で、でもそれだと不公平だから。オレのほうがシンさんの体を多く触ってて、不公平だと思うから……」

			「……フィル。それじゃあ、俺がお前の体を触っていいっていうふうに聞こえるぞ？」

			「そ、そういうわけじゃ……あぅぅ……」

			　ふむ。

			　もしかしたら、フィルは俺に罪悪感めいたものを抱いているのかもしれないな。

			　俺がなにをしようとも、羽目を外しすぎなければ、フィルの害となることもない。

			　だとしたら、ここできっぱりとそういうことをしないと断言するよりも、少し含みのある言い方をするほうが、フィルとしては気が楽なのかもだ。

			　どうせ、ログアウト中のことなど覚えていない。だから、口からのデマカセでも言っておいて、損はないか。

			「あ、えっと……もちろんシンさんがオレを触っても楽しくなったりしないって言うなら、話は別だけど……どうせオレは、あんまり胸とかないし……」

			「……いや、そんなことはないぞ。フィルはまだ成長途中でこれからだと思うが、今でも十分魅力的だと、俺は思う」

			「え……？　そ、それじゃあ……」

			「まあ、さっきまで絶対しないって言ってたけど、フィルが俺を抱き枕扱いした程度のことは、ログアウト中にするかもしれないな」

			「！　そ、そっか。うん、それくらいならオレも許しますよ、うん」

			　フィルは朱に染まった顔で、俺に許すと告げてきた。

			　本当にいいのかよと思わざるを得ない。でも、フィルがそうしてほしそうな感じなので、俺はこれ以上なにも言わなかった。

			　というか、俺たち、ずいぶん変態の域に届きそうなことをやってるな。

			　普通の先輩後輩という間柄から、若(じやつ)干(かん)はみ出てるぞ、これ。

			「じゃ、じゃあログアウトします。あとのことはよろしくお願い……しますね、シンさん」

			「あ、ああ」

			　そうしてフィルはベッドの上に寝転がり、ログアウトボタンを押したのか、そのままスゥっと目を閉じていった。

			「…………」

			　部屋のなかが静(せい)寂(じやく)に包まれる。

			　俺はスヤスヤと寝息を立てているフィルを見て、「はぁ……」とため息をこぼした。

			「……なんでそんな無防備な寝方をするかね」

			　フィルは仰向けに寝ている。

			　横向きでもなく、うつ伏せでもなく、仰向けだ。

			　彼女が呼吸をするたび、小さな胸が上下している。

			　わざわざこんな姿を、密室内で男と２人っきりという状況で見せるなよ。

			　あとでフィルとは、その辺りを少し話し合う必要があるかもしれないな。

			　いくら俺を信頼しているからといって、こんな……。

			「……触ってもいいんだよな」

			　そこで俺は、さっきまでしていたフィルとの会話を思い出す。

			　彼女が俺の体をどこまで触ったかなど知る由もないが、少なくとも、足を絡めて抱き枕にするくらいのことはしていた。

			　ということは、俺も彼女を抱き枕代わりにするくらいの接触を試みても、いいということになる。

			　つまりは、かなりの接触がオーケーということになるのではあるまいか。

			　他人から見たら、フィルはまだ幼いだろう。だが、俺からすれば、彼女も十分に女性としての魅力があるように感じる。

			　いや、俺は別にロリコンってわけじゃないんだが。

			　妹キャラとかは好きだけどさ。

			　白いＴシャツにホットパンツという薄着で、フィルは浅く呼吸をしている。彼女の胸の辺りに視線を向けると、重力に逆らって、ほんのわずかではあるが、女性らしさを主張するモノが見えた。
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			　膨(ふく)らみとしては小さいものの、まだ中学生であることを考えたら、フィルはそれなりに大きいほうなのではないだろうか。

			　そして、そんな膨(ふく)らみが、無防備な様子で目の前にある。

			　こうした事実が、俺の煩悩に揺さぶりをかけてきた。

			「……少しだけなら、いいんだよな」

			　俺は、その膨(ふく)らみに向けて、ゆっくりと手を伸ばした。

			　すでに俺は、以前にあの感触を顔で確かめたことがある。

			　だったら、今それをここでまた確認しても、大したことはないのではないか。

			「…………」

			　そんな思考を抱いてしまった俺は……とうとうフィルの胸に触れてしまった。

			　手の平から伝わる感触は、顔で感じたときよりも鋭(えい)敏(びん)に俺を刺激する。

			「…………」

			　自然と呼吸が乱れてきた。

			　顔が熱く、心臓の鼓動も速くなってくる。

			　俺は今、フィルの柔らかくて温かな胸に触れている。

			　女の子の胸に触れているという満足感からか、眠っている後輩へこんなことをしたための背徳感からか、今の俺はちょっとした興奮状態に陥(おちい)っていた。

			　そして俺は、息をわずかに荒らげつつも、フィルの胸を撫(な)で――。

			「がるがる」

			「……………………」

			　冷や水を浴びせられた気がした。

			　部屋のなかで、ガルディアがこちらを見つめている。その視線を受けて、俺の思考は急速に冷めていった。

			「……なにをやっているんだ、俺は」

			　フィルの胸から手を離した。

			　すると、途方もない罪悪感が、俺の心を押し潰した。

			　ヤバイ。

			　冷静に考えると超ヤバイ。

			　なに普通に、彼女でもない女の子の胸を触ってんだよ。

			　しかも後輩の、眠った状態の女の子のをだ。

			　とてつもなくヤバい。

			　これはやっちゃいけないことだ。

			「く……」

			　ああ……俺はフィルになんと言って謝ればいいのか。

			　彼女は煩悩に負けた俺を、許してくれるだろうか。

			　……このまま黙っておくべきか。

			　幸いにも彼女はログアウト中であり、今の出来事を知るのは俺とガルディアのみ。

			　それにガルディアは、人語を解さない。

			　つまり、俺が黙っていれば、なにも問題はない。

			「それは……駄目だろう……」

			　でも、俺はこの罪悪感に堪えられなかった。

			　フィルの胸は、以前に偶然頬(ほお)ずりしたことがあった。だが、今回は１００パー自分の意思で触った。申し開きのしようもない。

			　これは、俺の心が弱いために起きた出来事である。

			　彼女に懺(ざん)悔(げ)し、許しを乞おう。

			「ありがとうな……ガルディア……」

			「がるがる」

			　すんでのところで暗黒面に落ちるところを救ってくれたガルディアに、俺は感謝した。

			　その気持ちを伝えるため、俺はガルディアの頭や背を優しく撫(な)でた。

			「……お？　おー……よしよし」

			　ガルディアは床にゴロンと寝転がり、腹を見せてきた。

			　多分、腹を撫(な)でてほしいのだろう。

			　そう思った俺は、ガルディアの腹を優しく撫(な)で、獣とのコミュニケーションで荒んだ心を癒(いや)していった。

			「……ん？　お前、メスだったのか？」

			　と、そこで、ガルディアの下半身に男の象徴的なものがないのに気づいた。

			「がるがるっ」

			「そうかそうか。ごめんな、今までオスだと思ってたよ」

			　なんとなく怒っていそうな感じがしたので、俺はガルディアに謝った。

			　ガルディアの見た目は、かなりカッコいい。なので、俺はこいつを勝手にオスだと思い込んでいた。

			　本当はメスであるガルディアにとって、それはとても失礼な勘違いだ。

			　たとえ種族としては人と大きく違っていても、今後はガルディアのこともレディーとして扱わねばなるまい。

			　まあ、移動の際には普通に乗っけてもらうけど。

			　

			　こうして俺は、ガルディアと戯(たわむ)れることで、悪しき心を浄化していった。

			　また、半日後に目を覚ましたフィルに、俺は土下座をして、自らが犯した罪を涙声で包み隠さず告白した。

			　フィルは顔を赤らめながらも慈愛に満ちた微(び)笑(しよう)を浮かべ、「うんうん、これでおあいこだから、シンさんはなにも悪くないですよ」と、今回の件を水に流すかのような相(あい)槌(づち)を打ってくれた。

			　彼女は、俺のしでかしたことを許してくれた。

			　俺はフィルの寛大な心に感激し、涙を流した。そして、そんな俺の頭をそっと撫(な)でてくれる彼女の優しさに、感謝するのであった。

		

	
		
			　

			16　レベリングの日々

			　

			　休日をはさんだ次の日、レべリングをするため、俺たち４人＋１匹は街の外へやってきた。

			「シャーオラー！　そんじゃあ俺があのザコ引き寄せてやっから、そのうちに――」

			　バンは気合いの入った様子で、モンスターに近づいていく。

			「……『ヒール』」

			「って、えええええええええええぇぇぇぇ！」

			　が、俺はバンが攻撃を仕掛ける前に、一発でモンスターを倒した。

			　そんな俺を見て、バンは驚きの声を上げた。

			「くっそ……俺、このレべリングに必要だったのか？」

			「そう言うな。複数匹相手だと、さすがに対処しきれないから、そのとき頼む」

			「おう……そういうことなら、まあいいんだけどよ」

			　俺が説明すると、バンは渋々といった表情で頷き、近くにモンスターがいないか見回した。

			　なんだかんだ言って、ちゃんとレべリングを手伝ってくれるバンには感謝だな。

			「つか、レべリングの手伝いって言うから、パーティー組んで俺がザコをガシガシ狩っていきゃあいいのかと思ってたぜ」

			「アタシも、最初はそうするつもりだったんだけどねえ……」

			　バンとメリーはそんなことを言いながら、苦笑いをしていた。

			　パワーレベリングには、大別すると２通りの方法がある。

			　１つは、強い奴と弱い奴がパーティーを組んで、戦闘は強い奴だけが行い、そこで得られた経験値をパーティー全員で山分けする方法。

			　もう１つは、強い奴が弱い奴に強装備やアイテム、それに強力なバフを与え、弱い奴のみが高難度の狩場で狩りを行う、という方法だ。

			　前者は、パーティーを組む際にレベル制限がなかったり経験値効率が落ちたりしない場合に使用され、後者は、前者ができない場合によく用いられる手法だ。

			　また、前者の場合でも、後者のように弱い奴を強化して狩りに参加させることができるため、効率の面からすれば前者のほうがいい場合が多い。

			　だが、今回のように弱い奴（俺）が強力な攻撃手段を持っている場合は、強い奴（バンやメリー）とパーティーを組まずに狩りを行ったほうが、経験値獲得の効率がいい。

			　でも、そのかわり、バンやメリーには経験値やドロップアイテムが一切入らないというデメリットがある。

			　なので、２人へは報(ほう)酬(しゆう)として、ドロップアイテムを換金し、それを渡すつもりだ。

			　諸経費を抜いた狩りによる収入の取り分は、俺とフィルが合わせて10パーでバンが30パー、そして俺たちの装備を融(ゆう)通(づう)してくれたメリーが60パーだ。

			　俺たちの取り分がかなり少ないけれど、その分経験値を貰っているので、妥当な線だろう。

			　１日狩りをしたら、10パーセントの取り分でも問題なく宿代や食事代が賄(まかな)える。

			「にしても、オメーの異能(アビリテイ)って、いったいなんなんだ？　さっき見た感じだと、黒い光がザコから出てたように見えたんだが」

			「ああ、それか」

			　そういえば、バンには俺のダメージヒールの概要を説明していなかった。

			　どうするか。

			　メリーと同じく、バンにも説明するべきだろうか。

			「あんま人様の手の内を根掘り葉掘り聞くもんじゃないよ、バン」

			　俺が悩んでいると、メリーから助け舟が寄越された。

			「つってもよお……」

			「アンタに向かってはもう使ってこないだろうから、そんな怖がるなって」

			「ばっ！　俺は別に怖がってるわけじゃねーよ！」

			　メリーが若(じやつ)干(かん)おちょくり気味に言うと、バンは怒り出した。

			　もしかしたら、この前の決闘をちょっと引きずってるのかもしれないな。

			　あのときのバンは、自分の彼女が見ているにもかかわらず一発でやられちゃってたし。

			　そう考えると、少し可哀想(かわいそう)なことをしてしまった。

			　バンには優しく接しよう、うん。

			「……ちっ、わかったよ。でも、ヘマこいたらフォローできないかもしれないかんな？」

			「ああ、わかってる」

			　多分、ここで説明しても、秘密にしてくれと言えばバンは頷いてくるだろう。

			　それに、バンの彼女であるメリーにはすでにダメージヒールの概要をある程度話してしまっているから、いずれ情報が伝わってしまうかもしれない。

			　だが、聞かないでもらえるなら、こちらとしてはありがたい。

			　バンが回復役だったなら、話しておくべきだった。だが、武道家職であるなら、そんな心配はしなくてもいいだろうからな。

			　もしかしたら、上位職になって回復スキルを習得しているかもしれないが、ＭＮＤに大きく振っている僧(そう)侶(りよ)職でないのならば、そこまで気にする必要もない。

			「まあ、アタシは知ってんだけどね」

			「!?　おいコラ！　それじゃあ俺だけ除け者ってことじゃねーか！　やっぱ教えろよ！」

			　どうやら、メリーはバンをおちょくるのが楽しいらしい。

			　俺とフィルは、バンに詰め寄られながらもニヤニヤするメリーを見て、苦笑いを浮かべた。

		

	
		
			　

			17　目撃

			　

			　早朝。

			　今日もレべリングをするため、俺とフィルはメリーの店に向かって歩いていた。

			「この分なら、レベル50にもすぐ到達しそうだな」

			「ん、そう……ですね」

			　現在、俺とフィルのレベルは43。

			　ほんの少し前までは30にもなっていなかったというのに、俺たちは凄まじい速度でレベルアップしている。

			　レベル50に到達するのも、そう遠くないな。

			　そんなことを思いつつ歩いていたら、メリーの店の前に着いた。

			「……？　シンさん。店の扉が開いてる……ます」

			「ん？　ああ、ホントだ」

			　そこで、店の扉が半開きになっているのを、フィルは目ざとく指摘した。

			「まあ、なかにメリーがいるから平気だろ」

			　なかに誰もいないなら不用心極まりないが、今の時間帯なら、まず間違いなくメリーがいるはずだ。

			　そう思った俺は、店の扉に手をかけようとした。

			「……？」

			　が、俺の動きはそこで止まった。

			　店のなかから声がしたからだ。

			　それも……ちょっと色っぽいような声が。

			　俺とフィルは、店のなかを覗き込んだ。

			「ん……ちょ、ちょっとバン……そろそろあの子たちが来ちゃうって……」

			「じゃあ……あと１分だけ……な？」

			「……それなら……いいよ」

			　店のなかでは、メリーとバンがいちゃついていた。

			　バンがメリーを壁に追い込み……キスをしている。

			　……なにやってんだ、あの２人は。

			　いや、まあ恋人同士なんだから、そういうことをするのは別に構わないけど。

			　でも、まだ朝だぞ。そういうことは暗くなってからやれよ。

			　……って！　おい！　お前どこ触ってんだよ！　バン！

			　メリーもなに「ん……っ！」とか言ってんだよ！

			　ちょっと待ってちょっと待ってちょっと待って。

			「し、シンさん……」

			「う……ふぃ、フィル……」

			　傍にいたフィルは、顔を真っ赤にしている。

			　なんというか、非常に気まずい。

			　多分、俺のほうも顔が真っ赤になっているだろう。

			　これはしょうがない。だって、あんな情事を生で目撃するのは生まれて初めてなんだから。

			　おそらく、フィルもそうなんだろう。

			「ど、どうする……？」

			　俺は恐る恐るフィルに問いかけた。

			「声をかけて……みます……？」

			「だけど……俺たちが割り込んで、本当にいいのか……？」

			「そ、それは……わ、わからない……です……」

			　フィルと小声で話している間も、メリーとバンは絡み合っている。

			　今のところ、中断する様子はまるでない。

			「……シン……さん」

			「な、なんだ……フィル……」

			　俺はフィルのほうを向いた。

			　彼女の視線は熱っぽい気がする。俺がメリーたちに感化されたせいで、そんなふうに見えるのか、それとも、本当にそういう目なのか。どっちなのか、俺にはわからない。

			　だが、俺とフィルの顔がだんだん近づいてきているように感じるのは、気のせいではないだろう。

			「あれが……大人のキス……なんですね……」

			「そ、そうだな……なんていうか……凄(すご)いな……」

			　メリーたちのキスは、舌を絡み合わせるディープなものだ。

			　２人の荒い息遣いが、こちらにも聞こえてくる。

			「ど……どんな感触……なんでしょう……」

			「さ、さあ……俺にも……わからないな……」

			　そして、フィルの息遣いも、わずかに乱れている。

			　彼女の唇は、俺のすぐ目の前にあった。

			　これは、俺が彼女に近づいたせいなのか、それとも、彼女が俺に近づいたせいなのか。どっちなのか、俺にはわからない。

			　また、キスなら、俺も一度だけクレールとしたことがある。

			　しかし、それは突発的なものだったので、よく覚えてないし、バンたちがやっているようなディープキスでもなかった。

			　互いを貪(むさぼ)るような熱い口づけをした経験は、俺にはなかった。

			「な、なら……ここで……オレと――」

			「……アンタら、人の店の前でなにやってんの？」

			　見つめ合う俺とフィルに、メリーが声をかけてきた。

			　……さっきとは別の意味で気まずい。

			「あ、いや、お、俺たちは別に……」

			「……もしかして、さっきまで店のなかを覗いてたの？」

			「う……は、はい……そうです……すいません……」

			「ご、ごめんなさい……」

			　ジト目で問いかけてくるメリーに、俺たちは謝った。

			「はー……なんか、恥ずかしいトコ見せちゃったようだねぇ……」

			　メリーは頬(ほほ)をポリポリと掻(か)きながら、そっぽを向いた。

			　彼女の顔は赤く染まっている。恥ずかしがっているのだろう。

			「ガキにはちょっと刺激が強すぎたか？」

			　メリーに続いて、バンも俺たちに声をかけてきた。

			　こっちは俺たちに覗かれていても、全然平気って様子だ。

			「なんだったら、もっと凄(すご)いの見せてやろうか？」

			「も、もっと凄(すご)いの……？」

			「ああ、Ｒ指定ブッチギリのモンを見せて……っていででで！」

			　メリーがバンの耳を引っ張った。

			「なに馬鹿なこと言ってんだい。さっさと狩りに行く準備しな、バン」

			「つぅ……わかったよ、メリー。あと、続きはまた今夜な」

			「だ、だから、そういうことをこの子たちの前で言うなっての！」

			「あだだだだ！」

			　さっきもイチャついていたわけだから当然なんだが、この２人って仲良いな。

			　リア充爆発しろ。

			「いってーなー……ったく、乱暴な女だぜ」

			「でも好きなんだろ？」

			「まあな。それに、ああ見えて結構、可愛(かわい)いとこもあんだぜ」

			「可愛(かわい)いところ？」

			「たとえば、俺と２人っきりになると突然甘えだしたりするとことかな。さっきまで店のなかでしてたのだって、元はと言えばメリーが先に誘ってきたんだぜ？」

			「へ、へえ……」

			　あのイチャイチャはメリーが先に仕掛けたことだったのか……。

			「……だけど、どっちかっていうと、バンが攻めていたように見えたぞ？」

			「誘ったあとはひたすら受けに回るのが、メリーなんだよ。図体がデカいわりに、変なところで気が弱い――っいだだだだだ！！！」

			「…………」

			　再び、メリーが無言でバンの耳を引っ張った。

			　耳を引っ張る力は、さっきより強いようだ。

			「ぅおー……いてー……おい、メリー、ちょっと力入れすぎだろ」

			「馬鹿なことを言うアンタが悪いんだよ」

			「それでもちったあ加減しろよ。オメーの異能(アビリテイ)的に考えて、シャレにならねーんだからよぉ」

			「？　異能(アビリテイ)？」

			　俺は首をひねった。

			　どうしてここで、異能(アビリテイ)という言葉が出てくるんだろうか。

			「メリーの異能(アビリテイ)は『剛力』っつーんだよ」

			「……ああ」

			　なるほど。それはシャレにならない。

			　名称からして、腕力の向上に寄与する力なのだろう。

			　そんな力を持つ奴に耳を引っ張られたら、こんな反応になるのもわからなくはない。

			「あ、そうか。だからメリーはあのハンマーを使えるんだな」

			　はたと俺は気がついた。

			　メリーの主要武器であるハンマーは、通常の物よりかなり重い。

			　俺やフィルじゃ持ち上げるのも困難なソレを、メリーは易(やす)々(やす)と振り回していた。

			　てっきり、ＳＴＲ重視のステ振りをしているのかと思っていたけど、実際は異能(アビリテイ)が関係していたのか。

			「メリーはそんじょそこらの男より馬鹿力だぜ」

			「……アンタはいい加減、アタシを怒らせるようなことを言うな」

			「いででででで!?」

			　今日のメリーは、バンの発言にご立腹であるようだ。

			　俺はじゃれつく大学生２人を見ながら、軽くため息をついた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　街の外に出た俺たちは、ある狩場に向けて歩いていた。

			「シャーオラー！　今日はフィールドボス絞めてくっぞコラ！」

			　バンがいつもより元気に吠えている。

			　今回はフィールドボスを対象に狩りをするつもりだから、パーティーメンバーに気合いを入れようとしているんだろう。

			　ちなみにフィールドボスとは、通常のモンスターと比べて数倍、数十倍という強さを持ったモンスターのことを指す。俺たちが今から狩りに行くフィールドボス――デスコングも、そのフィールドボスのカテゴリーに入る強敵なのだとか。

			　だが、デスコングはバンたちいわく、パーティー単位でも十分倒せるらしい。なので今回、俺たちはデスコングのいるこの狩場を選んだというわけだ。

			「うるさいよ、バン。もうちょっと静かにしてらんないのかい？」

			　バンが騒がしくしていると、メリーがツッコミを入れた。

			「おうおう！　人がせっかく景気づけてやってるっつうのに、盛り下がるようなこと言うんじゃねえよ！　メリー！」

			「アンタのはただ騒がしいって言うんだよ。シンやフィルちゃんが困ってんでしょ」

			「え、マジで」

			　バンは俺とフィルのほうを向いた。

			　俺は苦笑い、フィルは困惑顔でバンを見返した。

			　困ってはいない。けど、俺たちは体育会系というわけじゃないから、声を出して気合いを入れるバンのノリに合わせられないのも、事実ではある。

			「まいっか。オメーらが恥ずかしがって声を出せないってんなら、俺がバッチシ声出してやっから！　カッハッハッ！」

			　いや、別に恥ずかしがってるわけでもないんだが。

			　……訂正するのもメンドウだから、それでいいや、もう。

			　俺とフィル、それにメリーの３人は、快活に笑うバンをそっとしておくことにした。

			　そんなこんなをしているうち、俺たちは今日の狩場であるグラス渓谷にやってきた。

			「……ん？」

			　と、そこで俺たちは、とある集団がモンスターと戦っている姿を目にした。

			「あれは……【フェンリル】の奴らじゃねえか」

			　その集団を見て、バンが呟(つぶや)いた。

			　よく見ると、メリーの店で会ったことがある奴もいる。

			　大学生ギルド【フェンリル】は、馬鹿デカいゴリラのようなモンスター、デスコングと戦っていた。

			「んだよ。今日はあいつらもここで狩りをする気だったんだな」

			「同じギルドに所属してるのに知らなかったのか？」

			「おう。なんつーか、最近どうもあいつらとソリが合わなくてよ。オメーらと狩りをするようになってからはギルドの活動もよくわかってねーんだわ」

			「？」

			　ソリが合わなくてって、どういうことだ。

			　まあ、ギルドの活動は人間同士のコミュニケーションで成り立ってるわけだから、そういうこともあるだろうけど。

			　深く訊く必要はないか。

			　それより今は、俺たちの狩りをどうするかについて考えないとだ。

			「どうする？　アタシらは別のところに行く？」

			「そうだな、【フェンリル】のほうが早くこの狩場に来てたわけだから、俺たちが別のところに移るべきだろう」

			　狩場の使用権利は先着順、というのが絶対普(ふ)遍(へん)のルールだ。それを破って狩りに横やりを入れようものなら、自分もそれをやられる、と覚悟しなければならない。

			　俺たちはそんなことをする気などない。ここは大人しく、別の狩場へと移動しよう。

			「……おい、なんか、あいつら様子がおかしくねーか？」

			「え？」

			　バンの言葉を受け、俺たちは再び【フェンリル】のほうへと目を向けた。

			「……!!」

			【フェンリル】が相手をしていたのは、デスコングだけではなかった。

			　デスコングの奥では、これもまた馬鹿デカいアリのようなモンスター、それにコウモリのような翼とサソリのような尻尾(しつぽ)を持った、ライオンのようなモンスターがいた。

			「キングアントにマンティコアだと……！　どうしてこんなところにいやがるんだ！」

			　バンはそのモンスター２匹を見て、驚(きよう)愕(がく)といった声をあげた。

			　どうやら、あれは本来ここにいないモンスターであるようだ。

			「……助けたほうがいいのか？」

			　隣にいるメリーに訊ねた。

			「当たり前だよ！　あんなのが同時に襲ってきたら、【フェンリル】のメンバーだけじゃ手が足りない！」

			「そうか……それじゃあいくぞ！」

			　メリーが返事をするやいなや、俺はモンスターのいるほうへと駆け出した。

			　あそこにいるモンスターがどれほどの脅(きよう)威(い)となるのか、俺にはわからない。

			　だが、メリーとバンの様子を見る限りでは、相当強いのだと判断する他ない。

			　キングアント、マンティコアと呼ばれるモンスターも、ボスモンスターの一種と考えて間違いないだろう。

			「俺とフィル、それにガルディアはマンティコアのほうを抑えるから、キングアントのほうを頼めるか！　バン！」

			「え、あ、まあ、キングアントなら抑えられるが……マンティコアは――」

			「よし！　いくぞ！　フィル！　ガルディア！」

			「了解！」

			「がるがるっ！」

			　俺はフィルとガルディアを引き連れて、マンティコアの目の前まで走っていった。

			「え!?　き、君たちは確か、シン君とフィルちゃんじゃ――」

			　走る途中、【フェンリル】のギルドマスターであるオウギが、俺たちに声をかけてきた。

			「挨拶は後だ！」

			　俺は怒鳴るように答えると、デスコングの横を通りすぎる。

			　今は呑気(のんき)にお喋(しやべ)りをしている場合じゃない。

			「手が足りないんだろ！　俺たちが加勢する！」

			「わ、わかった！　協力に感謝する！」

			　俺たちが参戦することに、オウギたちも異論はないようだ。

			　これなら、あとで「それは俺たちの獲物だったんだ」とか言われる心配もないだろう。

			「マンティコアは俺とフィルが貰う！　他のモンスターはバンたちと相談しながら倒せ！」

			「ば、バンたち……？　あ」

			　どうやら、オウギはやっとバンとメリーがいることに気づいたみたいだな。

			「俺とメリーがいれば百人力だぜ！　コラ！」

			「さっさと片付けるよ！　アンタたち！」

			　２人とも気合いは十分のようだ。

			　あれなら、フィールドボスの１匹や２匹、任せてしまって問題ないだろう。

			　……さて、そろそろ俺たちも戦闘開始といこうか。

			　俺は右腕を前に突き出し、マンティコアにハイヒールを放った。

			「ギイイイィィィ！」

			　マンティコアは奇声を上げる。

			　ＨＰも削れているし、いい具合のダメージを与えられたようだ。

			「もういっちょ！」

			　続いて俺は、マンティコアにヒールをかけた。

			　ハイヒールよりは威力が低い。だが、クールタイムとＭＰ消費量の効率を考えると、ヒールはとても優秀だ。

			「フィル！」

			　俺はマンティコアの視線がこちらに向いたことを確認し、すぐさまフィルに合図を送った。

			「シッ！」

			　フィルは俺の合図で前に飛び出し、両手に持った２本のクナイでマンティコアの右前脚を切りつけた。

			「ギィ!?」

			　今の攻撃がマンティコアに効いたか、確証はない。

			　だが、おそらく『毒』の状態異常くらいはかかっただろう。

			　突然苦しみだすような声をあげたマンティコアを見て、俺はそう読んだ。

			「ギギャァッ！」

			　マンティコアが俺に噛みつこうとしてきた。

			「……とっ！」

			　それを見て、俺は背後に飛び退(しりぞ)く。

			　俺のダメージヒールとフィルの状態異常攻撃を受けてなお、反撃してくる余裕があるとは。

			　さすがはフィールドボスといったところか。

			　そんなことを思いつつ、俺はバンたちのほうを見た。

			「オウギ！　いつものアレやるぞ！」

			「わかった！」

			　バンの言ういつものアレとは、なんだろうか。

			　俺は、軽く首を傾げた。

			「！」

			　その瞬間、バンとオウギが姿を消した。

			　いや、そうじゃない。姿を消したのではなく、ただ単純に見えなくなっただけだ。

			　地面を駆ける人の足音が２つ、どこからともなく聞こえてくる。

			　……おそらく、視覚を惑わすタイプの異能(アビリテイ)が使われたんだろう。

			　さっきまでのやり取りから察するに、これはオウギの力によるものか。

			　まあ、なんにせよ、バンたちは今もこの近くにいるはずだ。

			「うっしゃあ！　『止めて』やったぜ！　コラ！」

			　バンの声が響く。

			　それと同時に、キングアントの胴体にしがみつくバンの姿がユラリと現れた。

			「俺がコイツを『止めて』いるうちに、さっさと叩け！　メリー！」

			「あいよ！」

			　バンが声を上げたあたりからか、キングアントの動きは停止している。

			　あれも多分、異能(アビリテイ)によるものなんだろう。

			「『ハンマースマッシュ』！」

			　動きの止まったキングアントに、メリーが攻撃を開始した。

			　あの様子なら、特に問題なく倒せるだろう。

			　デスコングのほうも、【フェンリル】のメンバーだけで十分対応できている。

			　となれば、あとは俺たちがマンティコアをどうにかできればオールクリアだ。

			「がるがるっ！」

			「ああ、わかってる！」

			　ガルディアから注意を受けるまでもなく、今の俺はマンティコアの挙動にも注意している。

			　なので、マンティコアが前足の鋭い鉤(かぎ)爪(づめ)を振り下ろしてきても、驚いたりなどしない。

			「フッ！」

			　目前にまで迫ってきた鉤(かぎ)爪(づめ)を、俺は紙一重でかわす。

			　そして、ちょうどクールタイムが終了したので、ダメージヒールをマンティコアにブチかました。

			「油断はするなよ！　フィル！　ガルディア！」

			「りょ、了解！」

			「がるがるっ！」

			　ガルディアはいつも通りだが、フィルは俺の動きを見て目を丸くしていた。けれど、すぐさまクナイを構え直し、攻撃を再開した。

			　こうして俺たちは、３体のフィールドボスを同時に相手する、というハードな戦いを乗り切った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　１人の犠(ぎ)牲(せい)者も出さず、俺たちは３体のフィールドボスを殲(せん)滅(めつ)した。

			「……ふぅ、助かった。ありがとう、バン、メリー」

			　オウギは額に滲んだ汗を拭いつつ、傍にいたバンとメリーにお礼の言葉を告げた。

			「いいってことよ。俺らもちょうど、フィールドボスを倒しにきたクチだからな」

			　バンは軽い調子でオウギに応えた。

			　確かに、俺たちはフィールドボスを狩るためにここへ来た。

			　戦うモンスターの種類がちょっと違ったけど、それはまあ些(さ)細(さい)なことだ。

			「……この子たちを連れてかい？」

			「ああ、まあな」

			　オウギが俺とフィルのほうを向いた。

			　パワーレべリングをしているんじゃないかとか訊かれたら困るな。

			　話題を変えよう。

			「それより、バンはさっき、キングアントになにをしたんだ？」

			　俺はバンに問いかけた。

			　キングアントの動きが止まった件は、ちょっと興味深い。

			「そりゃあ、異能(アビリテイ)を使ったに決まってんだろ」

			　バンは、詳しい説明をし始めた。

			「俺の異能(アビリテイ)は『活動停止』。生き物の運動能力を奪うことができる力だ」

			「運動能力を……」

			「まあ、俺が直に触らなきゃ異能(アビリテイ)は発動できねーし、生理運動までは止められねーから、戦闘では足止め専用で使うって感じだな」

			　なるほど。

			　そんな異能(アビリテイ)もあったんだな。

			　生理運動、つまり呼吸とかを止めることはできないようだが、それでもかなり強い力だ。

			「……で、オウギのほうは視覚に関する異能(アビリテイ)持ちか？」

			「その通り。僕の異能(アビリテイ)は『光学迷彩』。どんな効果かは……言わなくてもわかるかな？」

			　オウギのほうは『光学迷彩』か。

			　多分、カメレオンのように周囲の色と同化して、敵から見つかりにくくする力なんだろう。

			　さっきの戦闘でバンとオウギの姿が見えなくなったのも、この異能(アビリテイ)を使ったのが理由か。

			　バンもオウギも、なかなかいい異能(アビリテイ)を持ってるな。

			「にしても、どうしてあんなモンスターがこんなところにいたんだ？　確か、キングアントはスルスの森、マンティコアはグラド荒野で出てくるボスモンスターだったはずだろ？」

			　異能(アビリテイ)に関する話もそこそこに、バンがそんな疑問の声を上げた。

			　そういえば、キングアントとマンティコアは、ここでは見かけないボスモンスターだったんだっけか。

			「……これは僕の推測だが、多分、グラド荒野に魔族の軍が常駐しているせいだろう」

			「ああ……なんか最近、獣族とドンパチやらかしたって噂があったねえ……」

			　魔族の軍って、俺たちがミーミル大陸に来た直後に会った連中のことか。

			　グラド荒野といえば、ここからそう離れた場所じゃないぞ。あいつら、まだこの近くにいたんだな。

			　一応、アクラムの街に害を及ぼすようなことはしていないと思うけど、モンスターの生態に影響が出ているっていうなら、早いとこフヴェル大陸に戻ってほしいところだな。

			　俺はそんなことを思いつつ、憂(ゆう)鬱(うつ)になって重いため息を吐いた。

			「……なんにせよ。全員無事でよかった。最初、バンが３匹のフィールドボスを見て慌ててたから、もっとマズイ事態になるかと思ってたけど」

			　そこで俺は、またも話題を変えるべく、ここでの戦闘を振り返った。

			「…………」

			「…………」

			「…………」

			「おい、なんだその目は」

			　バンたちが俺に視線を浴びせてきた。

			　俺、なんか今、変なこと言ったか……？

			「……デスコングとキングアントは問題ねえよ。あれくらいのフィールドモンスターなら、俺らも何度か倒してっからな」

			「でも……マンティコアはちょっと……あのモンスターはこの辺で一番強いフィールドボスだし……」

			　……え。

			　あれって……かなり強いフィールドボスだったの……？

			　確かに、強いモンスターだなって思ったけどさ……。

			「マンティコアを２人と１匹で倒すとか……アタシらの常識が崩れるね……」

			「俺らが前にあの化け物を倒したのって、レイド単位でだったんだけどな……」

			　メリーとバンが引きつった笑みを見せてきた。

			「ま、まあそれはいいとして！　十分休んだことだし、そろそろ狩りをしよう！」

			　そんななか、俺は強引に話を切り上げ、スタスタと歩いていった。

		

	
		
			　

			18　幼(おさな)馴(な)染(じ)み

			　

			「そういえば、シンとフィルちゃんって、今はどこに住んでるんだい？」

			　ある日、いつも通り狩りを終えた帰り道、メリーは俺たちにそんなことを訊ねてきた。

			「どこって、普通の宿屋を借りているが」

			「それは相宿？　個室？」

			「個室」

			「フィルちゃんとは別？」

			「……いや、フィルとは一緒の部屋だ」

			「ふーん」

			「…………」

			　なにが言いたいんだ、メリーは。

			　確かに俺たちは一緒の部屋で寝泊まりしてる。でも、やましいことなんてしてないぞ。

			　最初の頃は一緒のベッドで寝たりしたこともあったけど、今はフィルだけにベッドを使わせてるし。

			「そもそも、身の安全を確保するには、一緒の部屋で寝泊まりするのが一番なんだ。宿泊費用だって浮くし」

			「へえ」

			「…………」

			　だから、さっきからなにが言いたいんだ。

			　文句があるなら聞くぞ。

			「フィルちゃんはそれでいいの？」

			「う、うん。オレはシンさんと同じ部屋のほうが安心……です」

			「そっか。まあ、それならいいんだけどねえ……」

			　メリーはそこで腕を組み、「うーん」と唸り声をあげた。

			「ちょっと提案なんだけど、アンタら２人とも、アタシの店で下宿しないかい？」

			「下宿」

			「そのほうがお金もかからないから、いいっしょ？」

			　ふむ、なるほど。

			　確かに、メリーの店に泊めてもらえるのであれば、宿泊費用の節約になるな。

			「もちろん、宿代は取らないよ。その代わり、店の掃除くらいは手伝ってもらうけどね」

			　そういうことなら、俺たちにとっては悪くない話だ。

			「おいメリー。相手がガキだからといっても、俺以外の男を同じ屋根の下に住まわせようとするなんて、良い度胸してんじゃねーか」

			　バンが、メリーの提案に苦言を呈してきた。

			「なんだい？　もしかして、アタシがこの子に取られんじゃないかって心配してんの？」

			　メリーは意地悪そうな表情を浮かべると、俺の背後に回って両肩に手を置いた。

			「べ、別にそんなことは思ってねーよ！　ただ俺は、男っつー生き物はどんなときでも狼なんだってことをだな――」

			「ふうん。ま、なんにせよ、フィルちゃんも一緒なんだし、大丈夫っしょ」

			「そ、そう……です！　オレがいる……んです！」

			　どうしてそこで自分を強調するんだ、フィルよ。

			　よくわからん。

			「というか、アタシらのことが心配なら、アンタも店で一緒に泊まれば？」

			「だから別に心配なんかしてねーっつの！　……でもまあ、泊まってほしいっつーなら泊まってやんねーこともねーよ？」

			「はいはい」

			　素直じゃないが、俺とフィルがメリーの店に泊まるなら、バンも泊まりに来るようだ。

			「で？　アンタらはアタシの店に泊まる？」

			「そうだな……メリーがそれでもいいって言うなら、そうしようか、フィル」

			「ん、そう……ですね」

			　俺たちがこの提案を突っぱねる理由もない。

			　宿泊費を節約できるなら、装備代のツケも早く返せる。

			　ここはメリーのご厚意に甘えるとしよう。

			「んじゃ決まりだね」

			「ああ、でもちょっと待ってくれ。今泊まってる宿屋に今日の宿泊をキャンセルしに行かないとだから」

			「おっけー。なら、アンタらが宿屋に行ってる間に、４人泊まれるよう準備しとく」

			　こんな会話をしているうちに、俺たちは街に到着した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　宿屋で宿泊のキャンセル手続きを終え、俺たちはメリーの店へとやってきた。

			「来たね。アンタたち」

			　店のなかでは、メリーがトンカチで木材に釘を打ちこんでいた。

			　作っているのは……もしかして、ベッドか？

			　そんなものも作れるのか、鍛(か)冶(じ)師って。

			　なかなか器用だな。

			　今、ここに鍛(か)冶(じ)師万能説が提唱されたぞ。

			「……ふぅ、完成！　いやあ、さすがに３人分のベッドをいっぺんに作ると疲れるねえ」

			　しかも３人分かよ。

			　俺たちが宿に手続きをしに行ってから、まだそんなに時間も経ってないっていうのに。

			　どんな早業だ。

			「さて、んじゃあコイツを部屋に運ぶとするかね」

			　メリーはそう言うと、できあがったばかりのベッドを軽々と持ち上げ、自分のアイテムボックスのなかに放り込んだ。

			　アイテムボックス万能説のほうも健在か。

			　というか、ベッドをそんなヒョイっと持ち上げるなよ。ちょっと驚くぞ。

			　まあ、『剛力』とかいう異能(アビリテイ)を持ってるってことは知ってるけどさ。

			「２人分だけ作りゃあいいのに。奥の部屋にダブルベッドがあんだから――」

			「さーアンタら。空き部屋に連れてってやるから、アタシについてきな」

			　バンが喋(しやべ)っている途中で、メリーが割り込みをかけた。

			　ダブルベッド……そのベッドは普段、誰と誰が使ってるんでしょうね。

			「……なにニヤニヤしてんだい、シン」

			「いや、別に？」

			　ジト目になったメリーの視線にたじろぎ、俺はそっぽを向いた。

			「……まあいいさ。ほら、ついてきな」

			　俺たちはメリーに連れられて、店の奥へと進んだ。

			「狭い部屋だけど、ここでいい？」

			　メリーが案内してくれた部屋は、４畳半くらいの空間だった。

			　飾りつけなどはなく、木箱が床に数点、置いてある。

			　多分、物置として使っていたんだろう。

			「ああ、十分だ」

			　若(じやつ)干(かん)ホコリっぽいけど、換気すれば問題ない。

			　窓もちゃんとあるしな。

			「よし、じゃあこの部屋を使うってことで――」

			　メリーはアイテムボックスからホウキとチリトリ、それに雑巾やバケツなんかを取り出して、バンに放り投げた。

			「掃除は任せたよ。この部屋はシンとバンが使うんだからね」

			「え、俺もここで寝んのか？」

			「当たり前だよ。どこで寝るつもりだったんだい？」

			「そりゃあもちろん、メリーと一緒の部屋に――」

			「アタシの部屋にはフィルちゃんを連れてくから駄目」

			「ぐぅ……」

			　まあ、当然と言えば当然か。

			　男は男同士、女は女同士で同じ部屋に寝たほうが、なにかと安心できるわけだからな。

			「お、オレはシンさんと一緒の部屋でも平気……です」

			　フィルがそこで反論した。

			　俺も、フィルと同じ部屋で寝ることには、特に問題はないのだが――。

			「男と同じ部屋で寝させるわけないでしょ。それとも、アタシと一緒に寝るのは嫌？」

			「い、いや、そういうことはない……です」

			「じゃあフィルちゃんは、アタシと同じ部屋で寝るってことで」

			　メリーはフィルを強引に説得し、店の奥に向かった。

			「ほら、アタシたちが寝る部屋に案内するから、ついてきて」

			「ん、んん……了解……」

			　こうして、メリーとフィルが、俺たちの前からいなくなった。

			「……掃除すっか」

			「そうだな」

			　後に残った野郎２人は、掃除を始めた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　数時間後、寝る支度を済ませた俺たちは、自分たちが使うベッドに潜り込んだ。

			　できたてホヤホヤであるベッドの寝心地は、なかなか良い感じだ。

			　これなら、気持ちの良い睡眠が取れることだろう。

			「メリーとはガキからの付き合いになるな。家が隣だったんだ」

			　俺はベッドのなかで目を閉じながら、バンの昔話を聞いていた。

			「いわゆる幼(おさな)馴(な)染(じ)みってやつか」

			　メリーにそんな萌(も)え属性があったとは。

			　人は見かけによらないってことだな。

			「腐れ縁っつーんだよ。俺らみたいのは」

			「でも、今は恋人同士なんだろ？」

			「そこで『でも』と繋がる意味がわかんねーけど、まあそうだよ。高坊だった頃、俺のほうからコクってやったぜ」

			　おおっ。

			　それは男らしくて良いぞ。

			　できれば俺も、自分から好きな子へアプローチできる男になりたいな。

			「だけど、あんときは死ぬかと思ったぜ。メリーの奴、顔を赤くしながら俺に抱きついたと思ったら、目一杯腕に力を込めやがってよ。あの頃は、異能(アビリテイ)の制御もままならなかった時期だってのに」

			「そ、そうか……」

			『剛力』という異能(アビリテイ)を持つメリーに全力で抱きつかれたら、死の危険性を感じてしまうだろうな。

			　想像するだけで恐ろしい。

			　甘酸っぱい恋愛話が、恐ろしい恐怖体験話へと早変わりだ。

			「でも、メリーとは今も付き合ってるんだろ？」

			「おう。なんだかんだで、俺とアイツは相性が良いんだろうな。地球でだけじゃなく、アースでもずっと一緒にいるしよ」

			　お熱いことで。

			　これからもどうぞ、熱々カップルでいやがれって感じだ。

			　全然羨(うらや)ましくなんてないもんね。

			「【フェンリル】にも、俺が入ることにしたからメリーも入ったんだぜ。まあ、ギルメンとノリが合わなくなってきて、アイツだけ辞めちまったんだけどよ」

			　……さっきまでとは別の方向に話が進んだな。

			　メリーが【フェンリル】を辞めた経緯について、ここで聞いていいものかどうか。

			「別に大した理由じゃねーよ。生産職に対するギルメンの要求がキツくて、メリーはウンザリして辞めたってだけだ」

			「……そうか」

			　どんな要求をしたのかは知らないけど、多分、メリーを含めた生産職連中を『物を作る機械』かなんかだと思って、【フェンリル】のメンバーはこき使ったんだろう。

			「初めの頃は、メリーも楽しそうに装備品を作ってたんだけどなぁ……」

			「……ギルド内のイザコザだったんだろ？　バンはメリーを助けなかったのかよ」

			「そりゃあ、助けようとしたぜ。でも……俺は生産職ってわけじゃねーから、メリーがどれだけの負担を感じてたか、よくわからなかったんだ」

			　なるほど。

			　確かに俺も、生産職の負担は理解できない。

			　実際に生産職をやれば理解できるんだろうけど、戦闘バリバリな俺がアースで生産をやることは、今後もまずないだろう。

			　それはおそらく、バンも同様のはずだ。

			　しかも、アースにおける生産系の地球人(プレイヤー)の数は、精々１割程度だ。

			　戦闘職と生産職の溝は、そう簡単に埋められるものじゃないのかもしれないな。

			「…………」

			「…………」

			　俺とバンは黙りこくる。

			　なんか、ちょっと空気が重くなっちゃったな。

			「……それで、オメーのほうはどうなんだよ」

			「どうって、なにがどうなんだ」

			「俺だけ昔話をするのは不公平だろーがよ。オメーもなんか話せ」

			「……とはいってもな」

			　いきなり話題を振られても、俺は面白い話とかできないぞ。

			　というか、さっきまでの話は、バンが勝手にしたんじゃないか。

			「そういえば、あのちっこいのと今まで同じ部屋に泊まってたんだろ？」

			　バンはさっきまでの重い空気を払(ふつ)拭(しよく)するかのように、俺にそんなことを訊ねてきた。

			　ちっこいの、とはフィルのことだ。バンはいつも、彼女のことをそう呼ぶ。

			「まあ……そうだけど……」

			「つまり、男と女が同じ部屋で寝てたってわけだ。なんかあったりしたんじゃねーの？」

			　別に、同じ部屋で寝泊まりしたからといって、なにかがあるだなんてことは……。

			「…………」

			「おう、やっぱりなんかあったんじゃねーか」

			「いやいやいや。なにもない。なにもないぞ」

			　答えるまでに間があったからか、バンは俺とフィルの関係を邪推したようだ。

			「俺とフィルはそういう関係じゃない。勘違いするな」

			「本当かぁ？」

			「本当だ」

			「『２人で身を寄せ合って眠ると暖かいから……』とかほざいて、添い寝くらいはしてたんじゃねーの？」

			「し、してない」

			「おい、してんじゃねーかよ。声が震えてっぞ」

			「だからしてないっつの！　俺はもう寝る！　お休み！」

			　バンの話に付き合っていると、墓穴を掘りかねない。

			　俺は会話を無理やり終わらせて、バンに背中を向けた。

			「ったく、つれねーなぁ。しょーがねー。明日メリーにでも訊いてみっか。あっちはあっちで、なんか話してたりするだろーからな」

			「…………」

			　……妙なことを喋(しやべ)らないでくれよ。

			　メリーと同じ部屋で寝ているフィルに、俺はそんな念力を飛ばした。

			　そんな感じで、俺たちはその日を終えた。

			　

			　後日、俺とフィルはメリーたちにからかわれた。

			　メリーの尋問が巧みだったのかもだけど、宿屋でのことは黙っててくれよ、フィル……。

		

	
		
			　

			19　遭(そう)遇(ぐう)

			　

			『アクラム』でレべリングを開始してから、１ヶ月ほどが経過した。

			　俺とフィルのレベルは50にまで上がり、街周辺のモンスターを相手に肉弾戦を仕掛けても問題ないくらいにステータスを強化することができた。

			　レべリング自体は、俺のダメージヒールで、かなり効率よく行えた。それに、メリーとバンがサポートしてくれるので、安全性も高かった。

			　また、ガルディアも結構強く、ハイオーク程度なら単体で倒すこともできた。

			　なので、俺は頭のいいガルディアにそれとなくフィルの護衛を任せ、ますます安定した狩りができるようになった。

			　メリーの提示した装備品＋強化の費用も、あともう少しで支払いきれるところまできた。

			　支払いきったら、ウルズ大陸までの旅支度に資金が割けるようになる。

			　この街にも、おそらくあと１、２週間程度の滞在になるだろう。

			　メリーたちと別れることになると思うと、ちょっと寂しいな。

			　でも、俺たちはこのままミーミル大陸にいるわけにはいかない。

			　いずれは、別れのときがやってくる。

			　とはいえ、そんな別れも、もうちょっと先の話だ。

			　みんなと狩りをした帰り道、俺はそんなことを考えていた。

			　……しかし、メリーたちとの別れは、予想よりも早く訪れることとなった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「おや？　君たちはシン君とフィルちゃんじゃないかな？」

			　ある日、狩りから戻ってきたあと、今晩の食事の買い出し（最近はメリーの店にある台所を使って自炊するようになった）に来ていた俺とフィルは、見覚えのある男たちと出会った。

			「……ああ、誰かと思ったらオウギか」

			「覚えてくれていたようだね」

			　その男たちの１人は、【フェンリル】のギルドマスターのオウギだった。

			　誰なのか、一瞬わからなかった。オウギはこの前と違う服装で、髪型も乱れていた。

			　オウギの後ろにいる連中も、前に会ったときとは別の恰(かつ)好(こう)をしている。

			　今日はみんなでオフの日ってところだろうか。

			「こんなところで会うなんて奇遇だね。元気にしていたかい？」

			「まあ、ボチボチだ」

			　俺は適当な相(あい)槌(づち)を打った。

			　すると、オウギは首を傾げた。

			「……なんだか、疲れているみたいだね？」

			「まあな」

			　俺たちは連日のハードな狩りで、非常に疲れている。

			　ここで話をするにしても、できれば手短に頼みたいのだ。

			「さっきまでメリーたちと狩りをしていたから、疲れてるんだ」

			「なに？　メリーと？」

			　オウギは眉をピクッと動かした。

			「以前にフィールドボスを狩りに来たっていうときもパーティーを組んでいたけど、もしかして、今までずっとそうだったのかな？」

			「あ、ああ、そうだが……バンからは聞いてたりしないのか？」

			「いや、バンは最近なにをしているのかと訊いても、『秘密だ』の一点張りで……。そうか、君たちとずっと一緒に行動していたのか」

			　なるほど。

			　バンは俺たちがレべリングをしていることを、ギルドの奴らには秘密にしてたのか。

			　知られたら、パワーレベリングがどうのこうのっていう話になりかねない。もしかしたら、それを配慮してのことかもしれないな。

			　だとしたら、バンには申し訳ないことをした。

			　黙っておいてくれたのに、俺がバラしてしまったのでは、あいつの心配りも報われない。

			「あー……そういうわけだから、もしギルドでバンの付き合いが悪くなったとかいう話が出ても、あいつを責めないでやってくれないか？　今回の件は、俺たちが無理を言って手伝わせているんだ。文句は俺たちにしてくれ」

			　そう言って、俺はバンをフォローした。

			　正直なところ、メリーの件があるから、【フェンリル】にはいい印象を持っていない。

			　とはいえ、俺たちのせいで、バンとギルド連中の関係を悪化させるのは忍びない。

			「別に気にしないさ。この前は君に一発でやられちゃったけど、彼もなかなか優秀だ。存分に使うといいよ」

			「……そうか。それじゃあ、遠慮なく使わせてもらう」

			「ああ、そうしてくれ」

			　オウギはあまり気にしていないようだった。

			　俺はそんな様子を見て、ホッと胸を撫(な)で下ろしつつ、その場でオウギたちと別れた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　こうしたやり取りがあってから、さらに３日ほどが経過した。

			　メリーの店で起きて、狩りをして、その日の収穫を分けて、メリーの店で眠る、といった日々が続いた。

			　俺たちにとって、それは穏やかな日常だった。

			　だが、メリーの店で、ある事件が発生したのを契機にして、そんな日々は失われた。

			　そして、俺とフィルは旅の準備が整いきっていないなか、急(きゆう)遽(きよ)アクラムを離れる必要ができたのだった。

		

	
		
			　

			20　事件

			　

			「おい……どうなってんだよコラ……」

			　ある日、狩りを終えた俺たちが鍛(か)冶(じ)屋に戻ってくると、店のなかにあったはずの武器や防具が消えていた。

			　店内に飾られていたはずの剣が、槍(やり)が、斧(おの)が、盾が、杖が、鎧(よろい)が、ローブが、そのほとんどが消えてしまった。

			　後に残ったのは、店内を荒らされた形跡と、運びきれなかったためか放置されたグレードの低い装備品が数点のみ。

			　状況的に、空き巣に入られたとしか思えない。

			　俺はその惨状を見て、歯をギリッとかみ締めた。

			「クソッ！　いったい誰がこんなことしやがった！」

			　店の様子を見て、バンが怒声を上げる。

			「バン……」

			　正直、俺もバンのように怒鳴りだしたい気分だ。

			　どうしてメリーの店がこんな目に遭(あ)う。

			　彼女はただ、俺たちのレべリングに付き合ってくれていただけなのに。

			　街の外に行くため、しばらく店を空けていただけなのに。

			「バン、ひとまず落ち着きな」

			「！　メリー！　オメーはこんなことされて、腹がたたねえのかよ！」

			「もちろん腹はたってるさ……でも、今は店の片付けをしないとだね」

			「…………」

			　メリーはバンを鎮める。そして、ショーケースが割られて散らばったガラスの破片を、部屋の隅に置いてあったホウキとチリトリで集め始めた。

			　それを見た俺たちも一緒に、店のなかを綺(き)麗(れい)にしていった。

			　地球でなら、現場はそのままにしておいたほうが、犯人逮(たい)捕(ほ)のためにはいいのだろう。

			　しかしアースだと、高度な科学調査は、あまり望めない。

			　一応、地球人(プレイヤー)がアースを訪れるようになってからは、地球側のいろいろな知識がアースに輸入されていたりもする。けれど、アース時間で換算しても数年そこそこという期間では、それほど大きな進歩もできていないのが現状だ。

			　この辺りは、利権とかが絡んでくる内容だ。俺もそこまで詳しくはない。

			　……まあ、そんなことはどうでもいい。

			　店主であるメリーが店を片付けると決めたのだから、俺たちも今はその方針に従うまでだ。

			「ふぅ……少しは片付いたね」

			　片付けを開始してから１時間ほどが経過した。

			　店のなかは物が少なくなったものの、だいぶ綺(き)麗(れい)になった。

			「ここにあったのは、この辺じゃ最高ランクの装備だったってのによぉ……」

			　悪い意味でスッキリしてしまった店内を見ながら、バンがそう呟(つぶや)いた。

			　確かに、メリーの作った装備品は、この街では最も性能が高かった。

			　ただ、メリーは地球人(プレイヤー)に装備を売らないというスタイルだったため、そこまで多く出回っていない。

			　メリーの彼氏であるバンですら、彼女の装備を身に着けていないのだ。

			　融(ゆう)通(づう)している例外として、俺とフィルがいるけど、それくらいだ。

			　加えて、この街にいる地球人(プレイヤー)の鍛(か)冶(じ)師は、現在メリーだけなのだとか。

			　なので、メリーを取り巻く地球人(プレイヤー)によるいざこざが多かったらしい。そのせいで、彼女は地球人(プレイヤー)に装備は売らないと決断したのだそうだ。

			　まあ、これは仕方がないのだろう。この街における装備品は、需要と供給が合っていないんだからな。

			　地球人(プレイヤー)のなかには「俺の装備を他の奴らのより優先して作れ」、「あいつらには装備を売るな」、「もっと安くしろ」というような馬鹿もいたはずだ。

			　また、そういった奴らは、生産側であるメリーがお人よしであればあるほど増長し、彼女に無理難題を突きつける。

			　ＭＭＯゲームでは、こんな例がゴマンと存在する。ゲーム内の人間関係に嫌気が差して引退する生産プレイヤーも珍しくない。この傾向は、生産職が希少であるほど酷(ひど)くなる。

			　メリーの過去にどんなことがあったのか、俺は詳しく聞いたわけじゃない。

			　でも、多分こんなことがあったのだろう、というような想像はできるし、おそらくはこの想像も、だいたい合っているだろう。

			　俺はそんなことを考えながら、「はぁ」とため息をついた。

			　今回の件も、もしかしたらそういったことが関わっているのかもしれないと思い、憂(ゆう)鬱(うつ)な気分になったためだ。

			「……これからどうするつもりだ？　メリー」

			　バンが声のトーンを低くして訊ねた。

			「どうすっかねえ……」

			　メリーの反応は鈍い。

			　顔には出していないが、やはり今回のことには、彼女もショックを受けているようだ。

			「もともと客の少ない店だったからね。ここで手仕舞いにするっていうのもアリかもしれないねえ」

			「……そうか」

			　手仕舞い。

			　つまり、店を畳むということか。

			　メリーがなにを思ってこの店を開いたのかまでは知らない。でも、品物のほとんどが盗まれてしまったとあっては、そういう判断をするのも頷ける。

			　この店は鍛(か)冶(じ)屋なのだから、鍛(か)冶(じ)の腕さえあれば、店を続けられる。

			　しかし、今回の一件による被害総額は相当なものになるだろうし、店の維持費もバカにならないはずだ。

			　店の経営も上手くいっていなかった。

			　だから、メリーもこれで店を畳む決心がついた、というところか。

			「……でも、このままというわけにはいかないな」

			「シンさん……？」

			　メリーが気落ちしているのを、このまま黙って見過ごすわけにはいかない。

			　彼女は俺たちの恩人だ。それに、空き巣に入られたのは、俺たちのレべリングに付き合い、店を空けてしまったのも原因だ。

			　俺は店の出口へと歩いていく。

			「犯人探しをしてくる。必ず見つけてくるから」

			　メリーの店を荒らした犯人は、絶対に許さない。

			　そして、その犯人を見つけたら、店に置かれていた装備品をすべて奪い返してやる。

			「犯人探し……なら、オレもついていく……ます」

			　どうやら、フィルも俺と同じ思いを抱いてくれているようだ。

			　１人で探すより、２人で探すほうが、なにかと気づけることもあるだろう。

			　俺は心のなかでそう思いつつ、店の扉に手をかける。

			「バンはどうする？」

			「俺は……今はコイツの傍にいる」

			　バンは、メリーの肩に手を回した。

			　なら、安心だ。

			　メリーのことは任せたぞ、バン。

			「よし、それじゃあ行こう、フィル」

			「ん……」

			　フィルはコクリと首を縦に振り、俺の傍に寄ってきた。

			　そうして俺は、後ろからついてくるフィルと一緒に、店をあとにした。

		

	
		
			　

			21　考察

			　

			　メリーの店を出てから数時間後。

			　深夜を回った頃、俺とフィルは宿屋へやってきた。

			　今日はメリーをそっとしてあげたほうがいいと思ったから、バンに連絡をして、俺たちは鍛(か)冶(じ)屋ではなく宿屋に泊まることにしたのだ。

			　でも、彼女を１人にしているというわけではない。彼女の傍には今、バンがいる。

			　恋人であるバンなら、メリーを慰(なぐさ)められるだろう、と判断しての措置だ。

			　メリーのことは、しばらくバンに任せる。

			　そのかわり、俺たちは俺たちにできることをして、彼女の力になろう。

			　こうした決意を胸に秘め、俺とフィルは空き巣犯捜しをすべく、情報収集を行った。

			　しかし……。

			「手がかりはナシ……か」

			　部屋に入ると、俺はフィルと顔を突き合わせて、ため息をついた。

			　俺たちはメリーの店の周辺にいた住民に聞き込みを行っていたのだが、その結果は、どうにも芳(かんば)しくなかった。

			　収穫はゼロ。

			　メリーの店に不審な人物がいたという情報もなければ、それなりの大荷物となっていたであろう装備品の山を持ち運ぶ様子も、目撃されていなかった。

			　まだ数時間程度の調査しかしていないが、早くも暗(あん)礁(しよう)に乗り上げた、というような気がしてならない。

			　あと、メリーの店に人が来ない理由も、はっきりわかった。

			　街の住民から聞いた話だが、鍛(か)冶(じ)屋『正(まさ)宗(むね)』の鍛(か)冶(じ)師は腕に難があるという噂が、店を開いた直後から広く出回っていたようだ。

			　メリーの店にいる鍛(か)冶(じ)師はメリーなのだから、その噂はとんだデマ話である。

			　店の噂話を初めて聞いたときは、俺たちもメリーの腕を怪しんだ。でも、今では彼女の腕を疑うことなどない。

			　なんで店を開いて間もない頃に、そんな悪い噂が広範囲に流れたのかは謎だ。

			　……これについては、今考えることじゃないか。

			　今考えるべきなのは、空き巣に入った犯人の手がかりが一切ない、という事実についてだ。

			「犯人は多分……地球人(プレイヤー)」

			　フィルがポツリと呟(つぶや)く。

			「やっぱり、それが可能性として一番高いな」

			　手がかりのなさが、逆に手がかりとなりうる。

			　大量の荷物を運んだという人物をメリーの店の近くにいた住民が見ていないということは、それはすなわち装備品をどこか人の目がつかないところ――たとえばアイテムボックスのなかに入れて持ち運んだ可能性が高い。

			　アイテムボックスは、俺たち地球人(プレイヤー)なら誰でも使える便利魔法だ。

			　一応、アース人でも使える人はいるらしいが、ごく少数らしい。

			　なので、もし装備の持ち運びにアイテムボックスを使用したなら、犯人は地球人(プレイヤー)でほぼ間違いない。

			「だけど、その地球人(プレイヤー)を特定するのがなぁ……」

			　この街には、俺たちやメリーたちの他にも、それなりの数の地球人(プレイヤー)が滞在している。

			　１人ずつ虱(しらみ)潰しにアリバイを調べていくしかないだろうか。俺たちだけでは手が足りないぞ。

			「……いや、待て」

			　そこで、俺はある可能性を思いついた。

			　といっても、それは少し考えれば誰でもわかりそうなものであるのだが。

			「犯人は複数人いそうだな」

			「そうなの……ですか？」

			「だって、そうじゃないとメリーの店にあった大量の装備品を一度に持ち運ぶことはできないだろう？」

			「あ……」

			　そうだ。

			　俺たちの持つアイテムボックスは、なかにいくらでも物を入れられるというわけではなく、容量には限界というものが存在する。

			　一方で、メリーの店から持ち出された装備品の数は膨(ぼう)大(だい)だ。

			　１人の地球人(プレイヤー)が使えるアイテムボックスでは、どうあがいても持ち運べない。

			「なら、犯人はある程度絞り込める……」

			　犯人が複数人ということは、地球人(プレイヤー)を一人一人調べるのではなく、パーティー単位、レイド単位で調べたほうが、手間としては数段楽になるだろう。

			「でも……アリバイがないからというだけじゃ、犯人も自白しないよなぁ……」

			「決定的証拠が必要……ですね」

			　俺たちの推理に物的証拠はない。推測に推測を重ねたかたちで犯人像を浮かび上がらせてはみたものの、犯行を認めさせるには、動かぬ証拠が必要になる。

			　どうすれば証拠を手に入れられるだろうか。

			「……アイテムボックス、オープン」

			　俺は頭を悩ませながら、魔法スキル『アイテムボックス』を発動させた。目の前に空間の歪(ゆが)みができあがる。

			　普段は無(む)詠(えい)唱(しよう)で行っている作業だ。

			　でも、今回は思うところがあったので、きちんと詠唱をしてみた。

			「？　シンさん？」

			　俺がなにをしようとしているのかわからないのか、フィルは首を傾げている。

			「ちょっとした実験をしようと思ってな」

			「実験？」

			「ああ、物的証拠を発見するためのな」

			　犯人はおそらく、メリーの装備品を誰にも見つからない場所に隠している。

			　その場所の最有力候補が、このアイテムボックスだ。

			　ここなら、他人に探し回られるようなこともないので、隠し場所としては最適と言える。

			　もし犯人を問い詰めるという段になった際は、どうにかしてアイテムボックスの中身を出させることができれば、物的証拠も得られそうなんだが……。

			「……アイテムボックス、全開放」

			　空間のゆがみに向かって、俺はそう呟(つぶや)いた。

			　なにも起こらなかった。

			「アイテムボックス、リリース。アイテムボックス、パージ。アイテムボックス――」

			　俺は、それらしい単語を加えながら、即興の詠唱を行った。

			　けれど、空間のゆがみに変化は起こらない。

			「……やっぱり、詠唱でアイテムボックスの中身を全部吐き出すことはできないか」

			　これさえできれば、犯人が詠唱をすれば、メリーの装備品を所持しているかどうかを確認できたというのに。

			　ままならないな。

			　よし、それじゃあ次だ。

			　俺はメニュー画面を表示した。

			「フィル、俺は今、なにをしている？」

			「え、えっと……メニュー画面を操作している……？」

			「正解。それじゃあ、俺が今、メニュー画面でなにをしているか、当ててみてくれ」

			「えぇ……それはちょっと…………ううん……わからない……です」

			「だよなぁ……」

			　メニュー画面は、自分だけが見ることのできる画面だ。

			　フィルには、俺が空中で指をなぞっているようにしか見えないだろう。

			　でも、それじゃあ駄目だ。

			　犯人にこの操作を行わせるためには、確実性が足りない。

			「あの、シンさんはなにをしようとしてるん……ですか？」

			「ん？　ああ、それはな……」

			　俺はメニュー画面にあるＯＫボタンを押した。

			　すると、様々な物資が、俺の背後にドサドサと散らばり始めた。

			　今、俺はアイテムボックスの中身をすべて出す操作をメニュー画面から行った。

			　メニュー画面には、『アイテムボックス、全開放』と書かれている操作なので、これを詠唱で行えないかと思い、先ほど、試してみた。

			　けれど、それは無理だった。

			　だから、今回は正規の手段をとってみた、というわけだ。

			「やっぱり、アイテムボックスの中身を全部出させるには、この方法しかないよなぁ……」

			　部屋に散らばった物資を見ながら、俺は呟(つぶや)いた。

			　どうにかして犯人に『アイテムボックス、全開放』というメニュー画面操作を行わせることができれば、今みたいにアイテムボックスの中身をすべて吐き出させることができる。

			　これを抜き打ちでやらせることができれば、物的証拠も手に入れられるかもしれない。

			　……しかし。

			「似たような現象は普通に起こせるし……今回みたいな事件を解決するのには使えないか……」

			『アイテムボックス、全解放』以外にも、アイテム欄に表示されたアイテム欄を操作することで、複数のアイテムを同時に出現させることが可能だ。アイテムボックス内にある領域を指定して、そこだけを部分的に開放する、なんてこともできる。

			　狩りの成果を換金するときとかには凄(すご)く便利なんだが、こういったことをやられたら、本当にアイテムボックスの中身をすべて吐き出したのか、他人からでは判別できない。

			　物的証拠を出すための方法としては、使えないだろう。

			　どうにかして、これを応用できないものかと思考を巡らせてみたけど、部屋を無駄にちらかしただけだったようだ。

			　発想としては、悪くないと思ったんだけどなぁ……。

			「し、シンさん……これ……」

			「ん？　どうした、フィ……………………」

			　俺はフィルのほうを向いた。

			　彼女は女性用の白いパンツを両手で広げ、頬(ほほ)を赤く染めながらも、それをマジマジと眺めていた。

		

	
		
			[image: 240.jpg]
		

	
		
			　……あれって……前にサクヤから貰って返しそびれたパンツじゃねえか！

			「こ、このパンツは……サクヤさんの……ですよね？」

			「ちょ、待て、フィル。そ、それはだな、別に盗んだとかそういうことじゃなくてだな……」

			「う、うん……わ、わかってる……シンさんはこれをサクヤさんに押しつけられただけ……そ、そういうこと……なんですよね？」

			「あ、ああ！　そ、その通りだ！　いつものことだが、冴えてるぞ！　フィル！」

			「ど、ども……」

			　俺が説明をするまでもなく、フィルはこのパンツの入手経路を割り出してくれた。

			　若(じやつ)干(かん)、疑わしそうだったけど、それは別に構わない。

			　もしかしたら、俺がサクヤのパンツを盗んだとか、そういう可能性も捨てきれなかったはずなんだから。

			　そういった誤解に発展せずに済んだだけでも、ありがたい。

			　……というか、迂(う)闊(かつ)にアイテムボックスの中身をまき散らすべきではなかった。

			「じゃ、じゃあ、そういうわけだから……」

			　俺は、フィルが持っているサクヤのパンツに手を伸ばした。

			　早くアレを回収してアイテムボックスに封印せねば。

			　そう思っての行動だったが、フィルはそれを許さなかった。

			「だ、だめっ！」

			　フィルは握りしめたサクヤのパンツを俺から遠ざけるようにして、両手を上げた。

			　俺の手はそれを追う。フィルは両手を横に移動させる。

			　埒(らち)があかない。

			　このときの俺は、サクヤのパンツ登場という予想外の事態を前にして、焦っていた。

			「ふぃ、フィル！　それ返せ！」

			　サクヤのパンツは、俺の所有物ではない。

			　なのに俺は、それを取り戻そうと、躍(やつ)起(き)になって（あるいはテンパって）いた。

			　俺とフィルはパンツの取り合いをしていた。

			「ちょ、し、シンさん！　落ち着い――！　ひゃぅっ!?」

			「!?」

			　その最中、動揺しながらもサクヤのパンツを追っていた俺の手が――フィルの胸に当たった。

			　偶然だった。

			　フィルがパンツを胸元に引き寄せたから、俺はそこへ手を突きだしたという……それだけの動作だった。

			　しかし、その結果、俺の指がフィルの胸に当たる、という珍事を起こしてしまっていた。

			「わ、悪い！　わざとじゃないんだ！」

			　フィルの、ささやかながらも柔らかい胸から手を離し、俺はその場で頭を下げた。

			　たとえ偶然であろうとも、女の子の胸を触るのはギルティーだ。

			「わ、わかってる。わざとじゃないってわかってるから……本当、大丈夫だから……頭を上げて、シンさん」

			　フィルは今回も俺を許してくれた。

			　いつも思うが、彼女は本当に優しいな。

			　普通、彼氏でもない男に胸を触られたら、グーパンくらいしそうなものなのに。

			「し、シンさんに胸を触られるのは初めてじゃないし……全然……問題ないから」

			「…………」

			　フィルは俺を怒らないようだ。

			　でも、全然問題ない、までいくと、俺もちょっと思うところがある。

			「……フィル、こんなことをした俺が言う資格なんてないんだけど、自分の胸を触られて、そういう態度を取るのはいただけないぞ」

			「え……？」

			「フィルは女の子なんだから、男が許可なく胸を触ったら怒らないと駄目だ」

			　彼女は男という生き物を甘く見ている。

			　こういうときは怒っておかないと、「あ、この子は胸を触られても怒らないんだ」とか勘違いした野郎に今後も触られる、といった事態が発生しかねない。

			　たとえ、胸を触ってしまったのが故意でなくともだ。

			「え、えっと……つまり、シンさんは怒ってほしい……と？」

			「いや、別に俺は怒られたいわけじゃないんだけど、そういう態度はフィルのこれからによろしくないと思ってな」

			「ん、んんー……うん、わか……りました」

			「わかればいい」

			　フィルはそこで、コクリと首を縦に振った。

			　どうやら、俺の言いたいことは伝わったようだな。

			「本当に気をつけろよ。フィルは自分が可愛(かわい)いってことを、自覚したほうがいい」

			「か、可愛(かわい)い……だなんてことは……」

			「謙(けん)遜(そん)するな。前にも言ったけど、お前は可愛(かわい)いんだ。だから、男の挙動には人一倍気をつけないと、危険な目に遭(あ)うかもしれない」

			「危険な目に……？」

			「ああそうだ。まあ、この旅の最中は俺が傍にいるから、そういう目に遭(あ)わせたりなんてしないけど」

			「…………」

			　フィルの安全は、ウルズ大陸に戻るまで俺が保証する。

			　それは命の危険のみならず、身の危険すべてについても同様だ。

			「ん……シンさんが守ってくれるなら……凄(すご)く安心……します」

			「そう言ってくれると、守りがいもあるな」

			「でも……守られてばかりってわけじゃない……ですよ？　オレも……シンさんを守れるよう頑張る」

			「……そっか。うん、ありがとうな、フィル」

			　俺とフィルは、持ちつ持たれつの間柄なのだろう。

			　フィルは俺に守られて安心だと感じるようだ。それと同じように、俺もフィルに守られているのだと思うと、安らぎを覚える。

			　仲間っていいな。

			「……ところで、シンさんはどうしてサクヤさんのパンツを持ってた……んですか？」

			「う……」

			　俺が仲間がいることの喜びをかみしめていると、フィルから容(よう)赦(しや)のない質問をされた。

			　マズイ。

			　ここは回答を間違えると軽(けい)蔑(べつ)されかねない。

			　ファイトだ、俺。

			「そ、それはだな……ええっと…………！　そ、そう！　それは言わば、お守りなんだ！」

			「お、お守り……？　パンツが……ですか？」

			　フィルの表情が曇った。

			　イカン。

			　言い方がよくなかったか。

			「ご、誤解するなよ、フィル。つ、つまりだな、サクヤのパンツをアイテムボックスに入れておくことで、俺はおちおち死ぬこともできない立場になるわけだ。なぜなら――」

			　――そんなやり取りのなか、俺は閃(ひらめ)いた。

			「ああ……こういうやり方も、あるにはあるな……」

			「？　シンさん……？」

			「いや、でも……もし間違えていたら……だけど……これ以外の方法は思いつかないし……」

			「？？？」

			　俺は思考を巡らせる。

			　これは一種のギャンブルだ。

			　当たればデカいし、外せば手痛いしっぺ返しをくらいかねない。

			「シンさん。いきなりどうした……んですか？」

			「空き巣事件を解決する方法を１つだけ思いついたんだ。この辺りは明日、メリーとバンを交えて話そう」

			「え……空き巣事件の……？　わ、わか……りました」

			　あまりに証拠がなく、はたして犯人を特定できるのかと不安にもなった。

			　しかし、それでも俺たちは、今できることをやるしかない。

			　上手くいく確率は、よくて50パーセント。

			　博打(ばくち)は得意なほうじゃないんだが……やるだけやってみよう。

			　俺は明日、どのように立ち回るかを考えることにした。

			　……でも、その前に。

			「それでだ、フィル。そろそろそのパンツ、返してくれないか」

			「これは……オレが預かっておく……ます」

			「……ですよねー」

			　一応訊いてみたけど、やっぱり駄目だった。

			　こうして、サクヤのパンツはフィルに没収された。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「店が何者かに荒らされたっていうのは本当かい？」

			「……おう、まあな」

			　翌日の夕方、俺とフィル、メリー、それにバンの４人が鍛(か)冶(じ)屋のなかで待ち構えていると、バンから事情を聞いて、【フェンリル】のオウギたちがやって来た。

			「確かに売り物が少なくなってるね……それで、これからメリーはどうするんだい？」

			　オウギはメリーに問いかける。

			「…………」

			　しかし、メリーはなにも答えない。

			「？　どうしたんだい、メリー。なにか僕に――」

			　オウギがメリーに再び声をかけようとすると、その途中でバンが話に割り込んできた。

			「なあオウギ。オメーらは昨日、どこでなにをしてたんだ？」

			　バンの語調はわずかに厳しく、オウギを問い詰めるかのような声音だ。

			「どこでって、僕たちはいつも通り狩りを――」

			「とぼけるなよ。お前たちが空き巣の犯人なんだろ？」

			「…………」

			　俺の言葉を聞いたオウギの表情が固まった。

			　そして、ここから俺による【フェンリル】への糾(きゆう)弾(だん)が始まった。

		

	
		
			　

			22　狂気の探偵

			　

			「なあオウギ。この店の物を盗んだのは、お前たちなんじゃないか？」

			「…………」

			　メリーの営んでいた鍛(か)冶(じ)屋『正(まさ)宗(むね)』の店内で、俺たちはギルド【フェンリル】のメンバーを胡(う)乱(ろん)な目つきで見つめていた。

			「……ははは、いきなりなにを言い出すかと思えば」

			【フェンリル】のギルドマスターであるオウギは、ヤレヤレといった様子で首を振り、俺たちに向かって訊き返す。

			「どうしてそんな言いがかりをつけるのかな？」

			　言いがかり。

			　つまり、今回の事件と自分たちは無関係である、という態度を取るようだ。

			「……俺らの勘違いだったなら謝る。だけど、もう一度聞くぜ。オメーらは本当に、なにもしていないんだな？」

			「くどいな。僕たちはなにもしちゃいない。そんなことをして、なにになるって言うんだ？」

			「それは――」

			「お前たちがメリーの店から装備品を盗むメリットなら、いくらでもあるだろ」

			　バンの後を継ぎ、俺は【フェンリル】のメンバー全員に向けて語った。

			「メリーの作る装備品は、ここら辺じゃ最高の品質だ。それだけでも盗む価値は十分にある」

			　街の住民からの評判は悪いが、メリーの鍛(か)冶(じ)スキルはアース人の鍛(か)冶(じ)師を凌(りよう)駕(が)している。

			　スキルに頼らない細かい部分で言えば、アース人の鍛(か)冶(じ)師に軍配が上がる。けれど、ステータス強化という面では、メリーの圧勝だ。そのあたりは、戦闘職における俺たちとアース人の差と似たような理由だろう。

			　メリーの作った装備品を身に着ければ、それだけでステータスの強化に繋がる。また、高額な商品であるため、素性を隠して売りさばいてしまってもいい。

			　自分たちで使った場合は、狩りにおいて他の人間より優位に立てるし、売るにしても相当な金が懐(ふところ)に入ってくる、というわけだ。

			　バレさえしなければ、盗むことのメリットはとても大きい。

			「でも、それだけで僕たちを犯人呼ばわりだなんて、酷(ひど)すぎやしないかな？」

			「そうだな。こんなメリットは、誰にでも当てはまる」

			　これだけで犯人を特定することなど、できるはずもない。

			　なので、俺はさらなる根拠を提示することにした。

			「お前たちのなかには、周囲の景色と同化する異能(アビリテイ)、『光学迷彩』を持った地球人(プレイヤー)がいるだろう？」

			「…………」

			　確認するように俺が訊ねると、オウギたちは黙り込んだ。

			『光学迷彩』はオウギの持つ異能(アビリテイ)であり、俺やフィルも以前に一度だけ見たことがある。フィールドボス戦でバンの姿を隠せたことからも、その効果は集団にも機能するはずだ。

			　メリーの店の近くで怪しい集団は見られなかった。なら、犯人はなんらかの方法で自分たちの姿を隠したことになる。だとすると、『光学迷彩』という異能(アビリテイ)を持つオウギはかなり怪しくなる、というわけだ。

			「『光学迷彩』を使えば、お前たちは姿を隠してメリーの店のなかに侵入できたはずだ。しかも、最近のメリーは昼間、俺たちと狩りをしに行ってるってことを、お前たちは知っている」

			「……だからどうしたっていうんだ？　まさか、その程度の理由で、僕たちを犯人扱いしているのかな？　だとしたら――」

			　オウギが呆れたと言わんばかりに首を振った。

			「いや、お前たちの疑わしい部分は、まだある」

			　なので、俺はさらに言葉を続けた。

			「お前たちが盗みを働くメリットは、もう１つある。メリーを【フェンリル】に引き込む、というものだ」

			「…………」

			　今回の件では、【フェンリル】の行動がきな臭い。

			　俺はオウギたちに対して、自分たちが知りえた情報を並べた。

			「お前たちはメリーを【フェンリル】に引き込みたい。違うか？」

			「……違わないね。確かに僕たちはメリーを勧誘していた。だけど、それがいったいどうしたというんだい？」

			「勧誘するだけなら俺だってなにも言わなかったさ。だけど、お前たちは勧誘と同時に、この店への妨害工作を行っただろう？」

			「な……」

			　街の住民に訊ねた際、メリーの店の評判はすこぶる悪かった。

			　それは、つい最近できたばかりにしては、酷(ひど)いレベルのものだった。

			「実のところ、これは今日になってわかったことなんだがな……メリーの店の悪口を言い振らしている連中が、この街にはいるようなんだ」

			「…………」

			「それって、お前たちのことだよな？　【フェンリル】」

			「……っ」

			　俺が厳しい視線を向けて訊ねると、オウギたちは眉(み)間(けん)にシワを寄せた。

			　不快だとでも言いたそうな態度だな。

			「……どうして、そんな根も葉もないことを言い出すかな。あまりふざけたことを言うと、僕たちも怒るよ？」

			「根も葉もない、か。でもこれは、一応ある程度の証言が取れてるんだよな」

			　怒気のこもったオウギの言葉を受け、俺は懐(ふところ)からいくつかの紙を取り出す。

			　その紙には、この場にいる【フェンリル】のメンバーの似顔絵が描かれている。

			　今日の朝、メリーたちの助言を交えて、フィルにささっと描いてもらったものだ。

			　彼女は異能(アビリテイ)である『精密動作』のおかげで、こんな芸当もできるらしい。

			「これは、見た通り、お前たちの似顔絵なんだが……どうやら、この紙に描かれた人物たちがメリーの店に不利益となる噂を流しているらしいんだ」

			　オウギたちの似顔絵を街の住民に見せたところ、噂の出所はこいつらでまず間違いない、という証言が取れた。

			　まあ、服装やら髪型、目の色なんかを変えて、上手く誤(ご)魔(ま)化(か)そうとはしていたみたいなんだけどな。

			　この前、俺とフィルが【フェンリル】と会ったとき、服装や髪型が違った。それはメリーの店に対する妨害活動を終えた帰りだったのだろう。

			　あのときの服装を覚えていたフィルが、その姿での全身の絵も描いて住民に見せたところ、「確かにこんな格好をしていた」という話まで出てきたからな。

			　ほぼ間違いなく、こいつらの仕業だ。

			「お前たちはメリーの店が潰れることを望んだ。そのために、メリーの店に関する悪い噂を流し、さらには最近店を空けているという情報を聞いて、空き巣に入った。すべてはメリーをギルドに引き入れるために」

			「…………」

			「彼女が店を畳めば、再びギルドに入るかもしれない、そして、彼女がギルドに入るなら、それは彼氏がいる【フェンリル】の可能性が一番高い。そうだろ？」

			　俺はオウギたちのほうへ人差し指を向けた。

			「お前たちが犯人だ。素直にそれを認めろ」

			【フェンリル】のメンバーが今回の事件の犯人である。

			　そう断言した俺を見るオウギたちの目は、最(も)早(はや)、睨(にら)みつけていると言っていいレベルにまでなっている。

			　正直なところ、俺もまだ、こいつらが絶対犯人だという確証を持っているわけではない。

			　けれど、俺はここで強気に出る。

			　そうしないといけない理由があるからな。

			「……ずいぶん、ふざけたことを言ってくれるね。君は名探偵にでもなったつもりか？　そんな穴だらけとしか言いようがない憶(おく)測(そく)で僕たちを犯人に仕立て上げて、君はなにをしたいのかな？」

			　オウギは俺の推理を鼻で笑うと、メリーとバンのほうを向いた。

			「バンとメリーも、この子の戯(ざれ)言(ごと)に惑わされてはいけない。だって結局のところ、この子が言ったのはただの推測でしかなく、僕たちが盗みに入ったなどという物的証拠はなにも――ッ!?」

			　長々と喋(しやべ)り続けているオウギに、俺は無(む)詠(えい)唱(しよう)による『ハイヒール』をお見舞いした。

			「が……ぁ」

			　なんの対策もできず、もろに俺のダメージヒールを受けたオウギは、ＨＰゲージが０となってその場に倒れた。

			「な!?」

			「ちょ、おい!?」

			　周りにいた【フェンリル】のメンバーから驚きの声が出始める。

			「お前！　いきなりなにをしている！　これは立派なＰＫ行為だぞ！」

			　オウギの仲間が、怒声を飛ばしてきた。

			「ああ、そうだろうな。あと２９０秒もすれば、俺は立派なＰＫヤロウだ」

			　俺はそれを軽くいなす。

			　この方法は、あんまり使いたくなかったんだが、しょうがない。

			　物的証拠がなければ、今から作るしかないからな。

			「でもその代わり、２８０秒後にこの男は消滅し、アイテムボックスの中身がすべてばら撒(ま)かれる。この意味がわかるか？」

			「！！！」

			　俺は【フェンリル】のメンバーに脅(おど)しをかけた。死んだらアイテムボックスの中身がすべてばら撒(ま)かれるという脅(おど)しを。

			　確かに、１００パーセントではない。こいつらが盗みを働いたという可能性も、今も狩り用の武器としてアイテムボックス内にメリーの作った装備品を入れているという可能性も、１００パーセントではないのだ。

			　けれど、俺はどうしても、【フェンリル】への疑念を払(ふつ)拭(しよく)できなかった。

			　こいつらの態度なり言動なりが俺に猜(さい)疑(ぎ)心(しん)を抱かせ、こうして俺は１つの賭(か)けに出ることにしたのだ。

			「ちっ！　『リザレ――」

			「させねえよ」

			「ガッ!?」

			【フェンリル】のメンバーである僧(そう)侶(りよ)職らしき男が、オウギを蘇(そ)生(せい)させようと腕を上げた。俺は異能(アビリテイ)を発動させ、そいつとの間合いを一瞬で詰め、腕をひねり上げた。

			「他の奴らもそうだ。勝手にこの男を蘇(そ)生(せい)させようとするなら、今度は自分のＨＰが０になることを覚悟するんだな」

			「グ……」

			　俺を見て、他の【フェンリル】メンバーは歯(は)軋(ぎし)りをした。

			　最初から俺は、僧(そう)侶(りよ)職の挙動だけは、絶対に見逃さないようにしていた。

			　だから、こうしてスキルを中断させることも、簡単にできる。

			「バン。悪いけど、こいつを止めてもらってもいいか？」

			「あ、ああ……まあ、いいぜ……」

			　僧(そう)侶(りよ)職の男の動きは、バンの異能(アビリテイ)、『活動停止』で止めてもらうことにした。

			　こんなことをバンに頼むのは忍びないが、しょうがない。

			　他の連中が暴れ出して、対処しなくちゃいけなくなる、ということもありうるからな。

			「……あと２００秒だな」

			　俺は、カウントを行った。

			　オウギが完全に死ぬまで、あと２００秒。

			　この２００秒の間に、他の連中がどう動くか。

			「ふざけるなよ、このＰＫ野郎！　お前、こんなことをして、ただで済むと思ってんのか！」

			「思っちゃいないさ。これが終わったら、俺は逃げるしかないだろうな」

			　もしも、ここで完全にＰＫが成立したら、俺は地球人(プレイヤー)殺しのお尋ね者になる。

			　オウギが死んだら、俺に言い逃れをする手立てはない。

			　なので、その場合は逃げるしかない。

			　まあ、いくら逃げても、学校で俺の体が管理されている以上、いずれ捕まるだろうけどな。

			「ほら、あと１５０秒だ」

			「く……お前はいったいなにがしたいんだ！　こんなことをして、お前になんのメリットがある！」

			「メリット……か」

			　俺のメリットなど決まっている。

			「ただ楽しいからさ、犯人を見つけるという、このゲームが」

			「げ、ゲームだと……？」

			「ああ、そうさ」

			　驚(きよう)愕(がく)する【フェンリル】のメンバーに、俺は嗜(し)虐(ぎやく)的(てき)な笑みを見せた。

			「俺のなかでは、もうお前たちが犯人だって決まってんだよ。だから、物的証拠を出すために、この男をＰＫする。なんの不思議もないだろう？」

			「く、狂ってやがる……」

			　俺の説明を聞いた【フェンリル】のメンバーは、顔を青くして一歩後ずさった。

			　だろうな。

			　証拠を見つけるために人を殺す探偵など、あっていいはずがない。

			　それくらい、俺も十分わかっている。

			「あと１００秒か……」

			「！」

			　あと１００秒。

			　俺がそう告げると、周りにいる奴らのどよめき声が、さらに大きくなった。

			「おい！　もしオウギのアイテムボックスのなかに証拠がなかったら、お前はどう責任をつけるつもりだ！」

			「だから、言ってるだろ。俺はもう、お前たちが犯人だって断定してんだよ」

			「ぐ……」

			　結果がどうであろうと、俺の行動は変わらない。

			　言葉と態度で、俺はそう告げた。

			「ぐ……うぅ……」

			　すると、とうとう１人の男が手を上げてきた。

			「ま、参った……俺たちの負けだ……」

			「ばっ!?　お前、なにを！」

			　男は仲間から非難の声を浴びせられつつも、小さな声で罪を認めた。

			「そうだよ、俺たちがやったんだよ……」

			「証拠は？」

			「くっ……これでどうだ……？」

			　男は自分のアイテムボックスから１本の槍(やり)を取り出した。

			「……っ」

			　それを見たメリーの表情が変わる。

			「……店で盗まれた武器の１つだね」

			「確定か」

			　俺はオウギに向かって『リザレクション』をかけた。

			「かっ……は……」

			　オウギはＨＰを１ドットだけ復活させ、その場で息を吹き返した。

			　そして、周りにいる連中から、ホッとするような息が漏れる。

			「無茶しやがるぜ……」

			「まったくだよ……まあ、どうするのか事前に教えられてたからいいんだけどさ」

			　フェンリルのメンバーに限らず、バンとメリーも冷や汗を掻(か)いている。

			　あの２人とフィルには、俺がなにをするかを説明していた。

			　とはいえ、俺もまたここにいる連中と同じく、心のなかでホッとしていた。

			　こんなブラフに屈しない態度をフェンリルメンバーが貫(つらぬ)き通していたら、ヤバかった。

			　俺は盗み程度でＰＫをする気など、全然なかったんだからな。

			　こうして、【フェンリル】メンバーの１人が物的証拠を出してくれなかったら、詰んでいた。

			　まあ、詰んだといっても、そのときはオウギにリザをかけて、逃げるだけだったんだが。

			　未遂であっても、なにかしらのペナルティを負うだろうが、今回のように無事に蘇(そ)生(せい)させれば、そこまで酷(ひど)い罰(ばつ)にはならないだろうし。

			　だが、それなりに分がいい賭(か)けだったと思う。

			　もしもオウギたちが犯人である場合、まだ日が経っていない今なら、まず間違いなく自分用の武器なり防具を確保している、と俺は踏んでいた。

			　本当は、盗品なんて足がつくから、いつまでも持ち続けるモンじゃない。だが、狩りの効率がグンと上がるのであれば、アイテムボックスにしまっておいても不思議ではない。

			　アイテムボックスのなかは、使用者以外にとっては不可侵の領域だからな。

			　物を隠すのに最適な場所は、アイテムボックスのなかなのだ。

			　けれど、数日後にはわからない。

			　今ならまだ、メリーの装備をいくつかアイテムボックスに潜(ひそ)ませているだろう。しかし、数日経ってからでは、使い心地が悪かったり、やはりこっそり狩りで使うのは難しいと判断し、すべて売りさばいてしまうかもしれないからな。

			　今回みたいな強行手段が有効なのは、昨日空き巣に入ったオウギたちが、メリーの装備をまだ自分たちで保管しているであろうという間だけだ。

			　……それに、こんな狂った探偵役ができるのは、部外者である俺くらいのものだ。

			　もしこんなマネをバンかメリーがして、オウギたちから物的証拠を得られなかったら、こいつらの人間関係は最悪になってしまう。

			　そうなったら、バンとメリーは今後、地球でもアースでも肩身が狭い思いをすることとなっただろう。

			「ま、なんにせよ一件落着だな」

			　床に這いつくばったオウギへ、俺はゆっくりと目を向ける。

			「悪いな。お前の言う物的証拠、出てきたぜ」

			「ぐっ……」

			　そして俺はニヤリと笑い、オウギに勝利宣言を行った。

		

	
		
			　

			23　別れと波乱

			　

			　俺とフィルは今、アクラムの街にある出入り口の前に立っている。

			　こんなところにいる理由は、外へ狩りをしに行くためではなく、この街を出て行く必要に迫られたからだ。

			　メリーの店での一件で、街にいづらくなったためだな。

			「ごめんな、フィル。俺のせいで急な出発になっちゃって」

			「ううん、シンさんのせいじゃない……です」

			　空き巣容疑で、【フェンリル】のギルドメンバーは教員からペナルティをくらった。

			　犯行の動機は、『メリーが他のギルドに取られる前に、自分たちのギルドへ引き戻すため』だったそうだ。

			　メリーの鍛(か)冶(じ)スキルは、大学生の地球人(プレイヤー)のなかでもかなり高かった。なので、【フェンリル】以外にも、彼女を狙っているギルドは多かったのだとか。

			　優秀な生産職に逃げられて、いろいろと焦っていたのかもしれない。が、同情する気など、これっぽっちもない。

			　どんな理由だろうが、オウギたちがやったことの罪が軽くなることはないのだ。

			　今回の事件が明るみに出て、オウギたちはこの街を去った。

			　しかし、それと同時に、俺が行った強引な証拠のあげ方も問題になった。

			　俺は、犯人を捕まえるためなら人殺しをも厭(いと)わない、残(ざん)虐(ぎやく)非(ひ)道(どう)な地球人(プレイヤー)。そんな噂が、地球人(プレイヤー)のみならず、アース人にまで広まったようだ。

			　こんな話が出回った以上、俺がここにい続けると、メリーたちに迷惑がかかるかもしれない。

			　なので、俺たちは街を出ることに決めた。

			「……にしても遅いな。なにやってんだ、あいつらは」

			　数日前、俺たちが街を出ることにしたと告げると、メリーは１つの提案をしてきた。

			　それは、俺の装備品、いまだメリーには触らせていなかった〝死霊の大盾〟についてだ。

			　メリーは餞(せん)別(べつ)代わりに、大盾にとある強化を施してくれるというので、俺は喜んで首を縦に振った。

			　メリーに大盾を触らせなかったのは、彼女を信用しきれていなかったからだ。

			　だが、もう今となっては、そんな疑心もない。

			　彼女は、ちゃんと強化を施して、俺たちのところへ持ってきてくれるはずだ。

			「……やっと来たか」

			　そんなことを考えていると、予定の時間より５分ほど遅れて、メリーとバンがやってきた。

			「ちょっと待たせちゃったね。ごめんよ」

			「強化に手間取ったか？」

			「まあ、そんなところさ。ほら、受け取りな」

			　メリーは大盾を俺に手渡した。

			　

			【死霊の大盾＋　呪　（０＞ＭＮＤ数値時装備可）　耐久値∞（自動修復）　重量10

			　ＳＴＲ＋４　ＶＩＴ＋44　ＡＧＩ－４　ＭＮＤ×４　スキル『炎無効』】

			　

			　死霊の大盾に、『炎無効』というパッシブスキルが備わった。

			　これにより、もし炎魔法や炎のブレスがきても、この盾で防げば完全に打ち消すことができるようになった。

			　俺の鎧(よろい)にはすでに『炎耐性』が備わっているが、それだけだと顔や手は防ぎきれない。なので、大盾に『炎無効』が備わっているのは、とてもありがたい。

			　盾は鎧(よろい)と違って、守る箇所を自在に決められるからな。

			　また、当然のことながら、この『炎無効』は『炎耐性』と比べると、レア度がとんでもなく高い。

			「前にアタシが偶然手に入れた、秘蔵の素材を使って付与したんだ。大事に扱いなよ？」

			「ああ、わかってる。ありがとうな、メリー」

			　俺はメリーに礼を言い、頭を下げた。

			　この強化は俺たちが街を出て行くことへの餞(せん)別(べつ)の他に、空き巣逮(たい)捕(ほ)の礼ということでもあるのだが、やはりメリーには感謝の念しか浮かばない。

			　彼女は、困っている初対面の俺たちに、装備品をツケで提供してくれた。さらに、俺の装備を強化し、レべリングにさえ付き合ってくれた。

			　空き巣の件に関しても――ちょっとやりすぎではあったものの――メリーの恩に報いるためにしたことだ。

			　あのとき、あの場で【フェンリル】のメンバーが証拠品を持っている可能性は、正直言って微妙だった。

			　メリーの店から盗んだ物は、売りさばくことを前提にして、どこか安全な場所に全部隠していた、という可能性も決して低くはなかったのだ。

			　けれど、俺は賭(か)けに勝った。

			　俺だったら、ゲームで新しく手に入った装備は、売りさばく前にまず自分が使ってその性能を確かめる。なので、盗みが行われた翌日なら、まだアイテムボックスのなかに盗んだ物を隠し持っていても不思議ではないと思い、あのような暴挙に出た。

			　こんなのは、なんの根拠にもなっていないと言われれば、それまでだ。

			　ただ、俺ならそうする、というだけの話なんだから。

			　盗みはしないけどな。

			「俺からは、餞(せん)別(べつ)なんてやらねーかんな」

			　メリーの隣に立っているバンが、俺に話しかけてきた。

			「ああ、わかってるさ」

			　実際のところ、バンにとって今回の事件は虚(むな)しかっただろう。

			　自分の彼女の店が空き巣の被害に遭(あ)い、その犯人がギルドの仲間たちだったなんていうのは、腹を立てていいのか泣いていいのか、よくわからない事態だ。

			　やりきれない気持ちだろう。

			「……でも、メリーの店の物を全部取り戻せたのには、感謝してる。サンキューな」

			「どういたしまして」

			　盗まれた物が戻ってきたことには、素直に喜べるらしい。

			　バンは俺に向けてニカッと笑うと、右の拳(こぶし)を突き出してきた。

			「また会おうぜ。そんときは負けねーから、覚悟しやがれ」

			「決闘すること前提か……まあ、機会があればな」

			「おう！」

			　そして俺も腕を上げ、バンの拳(こぶし)に自分の拳(こぶし)をコツンと当てた。

		

	
		
			[image: 268.jpg]
		

	
		
			　

			◆　◆　◆

			　

			　こうして、俺とフィルはアクラムを去った。

			　俺たちはガルディアの背に乗り、ウルズ大陸へ向かって進んでいく。

			「……本当に、これで良かったのかな」

			　街から離れて、そろそろスルスの森に着くかというところまで来た頃。

			　俺はメリーたちのことを思い、ふとそんなことを口走っていた。

			「？　なにか問題が……？」

			　目の前に座るフィルから、疑問の声が上がった。

			「ああ、ちょっとな」

			　なので、俺は今回の件で気になっていることを、フィルに話すことにした。

			「メリーの店で【フェンリル】の連中がやったことを暴露したのは、もしかしたら悪いことだったんじゃないかなって思ってな」

			「悪いこと？」

			　俺があんなことをしなければ、メリーは【フェンリル】に出戻っていたかもしれない。

			　それは、【フェンリル】が裏工作をした結果だが、それ自体は別に悪い話じゃないはずだ。

			　メリーはギルドメンバーとの人間関係が原因で、ギルドから抜けた。だが、これからもレべリングを続けるなら、ギルドに入って同レベル帯の奴らとつるんだほうがいい。

			　それにギルドに入ったら、ギルドメンバーが、装備作製や強化に使うための素材などを融(ゆう)通(づう)してくれるはずだ。

			　しかも、メリーはそのギルド専属の鍛(か)冶(じ)師となるだろうから、他の連中とのいざこざも減っただろう。

			　ギルドが貴重な生産職を囲い込むのは、他の連中からしたらいい気分ではない。でも、生産職プレイヤー自身はギルドの庇(ひ)護(ご)下(か)に入って守られるわけだから、悪い話ではないのだ。

			　きちんと話し合いをして、互いに不利益となるようなことを避けられるのなら、メリーはギルドに戻ったほうがよかったのかもしれない。

			　それができなかったから、こんな事態にまで発展したと言えるのかもだけどな。

			「部外者の俺は口出しせず、メリーは素直にギルドに加入したほうが良かったんじゃないか？」

			　俺は同時に、もう１つの懸(け)念(ねん)を口にした。

			「それに、あいつらは今後、地球で会ったら気まずい思いをするんじゃないか？」

			　アースでの出来事は、地球における俺たちの人間関係へと波及する。

			　今回の一件で、メリーたちと【フェンリル】のメンバーは、互いに顔を合わせづらい状況になったことだろう。

			「だから、俺があのとき犯人を見つけたのは、もしかしたら間違いだったのかなぁ……って思うんだ」

			「うーん……」

			　俺の説明を聞くと、フィルは唸り声をあげた。

			「それは、シンさんが考えることじゃなくて……あの人たちが考えることだ……と思います」

			「……そっか」

			　まあ、そうだな。

			　人間関係だとか、誰がどんな行動をすればよかっただとか、そんなものは当人が考えるべき事柄だ。他人が考えることではないか。

			　しかし、それでもまだ、１つ、俺を悩ませていることがあった。

			「だけど、俺がメリーたちにレべリングを手伝わせなければ、こんなことにはならなかったんじゃないかな、って思ったりもするんだ」

			　メリーは、俺たちのレべリングに付き合いさえしなければ店を空けることもなく、今回のように空き巣に入られることもなかったんじゃないだろうか。

			　そう考えると、俺たちがあの事件の原因を作ったことになり、メリーに申し訳なさを感じてしまう。

			「レべリングと空き巣は関係ない……です」

			「……そう思うか？」

			「うん。ただ、タイミングが悪かっただけ……」

			　確かに、フィルの言う通りだ。

			　メリーが俺たちのレべリングに付き合ったことが、あの事件におけるすべての原因、というわけではない。

			　きっかけにはなってしまったが、【フェンリル】のメンバーは遅かれ早かれメリーの店を潰す気だったのだろうから、あまり悩みすぎてもしょうがないか。

			「でも、シンさんが苦しいって思うなら……オレにその苦しみを半分、分けて……ください。レべリングは、シンさんだけじゃなくてオレのためでもあったん……ですから」

			　と、そこでフィルはそう言って、俺のほうを向いて微笑(ほほえ)んだ。

			　レべリングは俺とフィル２人のためだったのだから、それでなにか問題が起きても、責任は２人で半分こ、ってことか。

			　そう言ってくれると、気が楽になるな。

			　１人で悩まなくてもよかったのか。

			「シンさんは１人で考えすぎ……もうちょっと気楽に考えてもいいと、オレは思……います」

			「ああ、わかった。変なことを言っちゃったな。悪い、フィル」

			「謝らなくてもいい……です」

			「んじゃ、ありがとう。フィルがいてくれて、本当に良かった」

			「そ、そんなことは……」

			　俺が感謝の言葉を告げると、フィルは顔を赤くした。そして、それをマフラーで隠した。

			　フィルは、俺が沈んだ気持ちになっているところを、いつも掬(すく)い上げてくれる。

			　本当に、彼女は優しい子だ。

			「がるがる」

			「ん？　どうした、ガルディア」

			　ガルディアが鳴き声をあげた。

			　こいつが鳴き声をあげるときは、たいてい注意を呼びかけるときだ。

			　俺とフィルは周囲を見回して、警(けい)戒(かい)し始める。

			「…………！」

			　スルスの森のほうから、煙(けむり)のようなものが空に上がっていた。

			　アクラムで調べたところ、スルスの森の入り口付近には、小さな村があるらしい。

			　……もしかしたら、その村でなにかマズイ事態が起きているのかもしれない。

			「ここはスルーすべきなのかもしれないが……行ってくれ、ガルディア」

			「がるがるっ！」

			　俺は、そこで起きているかもしれないことを、見なかったことにできなかった。

			　一難去ってまた一難、という感じだ。

			　どうしてこうも、進む先々でトラブルが続くかね。

			　スルスの森近辺の村へ向かいながら、そう思わずにはいられなかった。

		

	
		
			　

			24　第一回、地下迷宮レイドボス戦攻略会議

			　

			　シンたちがレべリングをしている頃、サクヤたちもレべリングを行っていた。

			　サクヤたちのレべリングはパワーレべリングではないため、レベルアップもゆっくりとしたものだった。

			　しかし、彼女たちは努力した。シンたちのレベルアップ速度には到底かなわないだろうと思いながらも、それでもへこたれることなく、毎日、狩りに励(はげ)んだ。

			　それにより、サクヤはレベル38、ミナはレベル36にまで上がった。

			　クラスメイトの大半がレベル30に満たないなかで、彼女たち２人のレベルは突出していた。これは、２人の並々ならぬ努力の結果である。

			　だが、そんな努力の末のレベルを軽々と超える存在が、シンとフィル以外にもいた。

			　それは、シンたちと同じだけの時間を費やしてレべリングを行った、高校３年生、高校２年生の精鋭たちである。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「早い……いくらなんでも早すぎるよ……」

			　始まりの町・ミレイユにある教員用の宿舎のなかを、サクヤは焦りながら歩いていた。

			「地下迷宮のレイドボス戦なんて、もっと先の話だと思ってたのに……」

			「今は驚いている場合じゃないわ。早く会議室へ行きましょ」

			「うん……」

			　急ぎ足で歩くサクヤを、ミナが追う。

			　彼女たちは今、地下迷宮レイドボス戦攻略会議が行われている会議室へ向かっていた。

			「その会議室で行われている話し合いには、サクヤたちも参加しなければならぬのか？」

			　サクヤとミナの２人に、クレールが疑問の声を投げかけた。

			　クレールもまた、パーティーメンバーとして、２人に同行していた。
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			「参加しないと駄目だよ……レイドボス戦は大量の経験値を獲得できる、またとないチャンスなんだから……」

			　レイドボスは、通常のモンスターとは比べ物にならないほどの強さを秘めたモンスターであり、倒すにはそれ相応の戦力が要求される。

			　しかし、その分、レイドボスを倒した際の実りも大きい。

			　膨(ぼう)大(だい)な経験値、膨(ぼう)大(だい)なレア素材。それらを手に入れることができれば、今よりさらに強くなれる。

			　そんなチャンスを、今のサクヤたちが見逃すはずもなかった。

			「……１年生を除け者にするだなんて、舐められたものよね」

			「まったくだよ……もう……」

			　ミナとサクヤは、先輩たちに向けて悪態をつく。

			　今回の地下迷宮レイドボス戦攻略会議は、３年生と２年生が勝手に開いた。

			　そして、その会議の存在は、１年生には知らされていなかった。

			　つい先ほど、担任教師である早(はや)川(かわ)愛(あい)から連絡を受けるまで、サクヤたちも知らなかったのだ。

			　レイドボス戦は２年と３年のみで行う。会議を開いた人物からは、そんな意思がありありと伝わってくる。

			　サクヤたちは歯をギリッと噛みしめた。

			「生徒会長にはガツンと言ってやるんだ……」

			　攻略会議を開いた人物、それは３年生ギルド【黒(こく)龍(りゆう)団(だん)】のギルドリーダーかつ、国立異能開発大学付属第二高等学校の初代生徒会長である龍(りゆう)宮(ぐう)寺(じ)咢(あぎと)。

			　アースでは『アギト』というキャラネームで活動している、中高生組の実質的なトップであった。

			　そんなアギトに、サクヤは文句を言うつもりでいる。

			　彼女の胆力は並ではなかった。

			「会議中のところ、失礼します！」

			　サクヤは会議室に到着するなり、大声で言った。

			　部屋のなかにいた人間の視線が、一斉にサクヤのほうを向く。

			「会議中だ。出て行け」

			　サクヤたちが会議室内に入るやいなや、１人の男が厳しい口調で退室を呼びかけた。

			　その男は、部屋の最奥にある席に腰かけている。

			「嫌です。話を聞いてもらうまで、私は出ていきません」

			　サクヤは男を睨(にら)みつけた。

			「見たところ、あなたが生徒会長の龍(りゆう)宮(ぐう)寺(じ)先輩ですね？」

			「……ああ、その通りだ」

			　龍(りゆう)宮(ぐう)寺(じ)咢(あぎと)は、高校の制服を着用していた。それは、サクヤたちが着ている制服と同じ、学校側が支給したものだ。

			　これは、自らが地球人(プレイヤー)である、と証明する役割を担う服装であり、アースにおける授業であったり、会議の場であったりに着用する義務が課せられている。

			「生徒会長さん。私はあなたに言いたいことがあり――」

			「わかった。俺に話があるというなら、聞いてやる。だが、後ろにいるアース人には是が非でも退室してもらう」

			「…………」

			　サクヤは自分の背後に目をやる。

			　クレールの姿が、そこにはあった。

			「ここはアース人が立ち入っていい区域ではない。さっさと出て行け」

			「な……！」

			　ミナが、クレールを庇(かば)うようにして前に出た。

			「ちょ、ちょっと待ってください！　彼女は私たちの仲間で――」

			「仲間であるという理由でアース人をこの場に留まらせるというのなら、俺はお前たちの話を聞かない。３人とも出て行け」

			「う……」

			　鋭い眼光で睨(にら)みつけてくるアギトを見て、ミナはひるむようにして後ずさった。

			「……話が終わるまで、我は外で待っているべきだろうか？」

			　クレールは若(じやつ)干(かん)悲しげな声で、サクヤたちに訊いた。

			「ここは子どもの遊び場ではない。さっさと失せろ。アース人」

			　すると、アギトは挑発的な言動で、クレールに再度、退室を命じた。

			「む……あーはいはい。部外者である我はさっさと失せることにする。邪魔したな、地球人」

			　クレールは、拗(す)ねたような表情を顔に浮かべて退室していった。

			「どうやら、邪魔者は消えたようだな」

			　クレールがいなくなった途端、アギトはため息をついた。

			　それを見て、サクヤは拳(こぶし)を強く握りしめる。

			「……クレールさんは邪魔者なんかじゃありません」

			「敵はどこに潜(ひそ)んでいるかわからない。アース人など、信じられるものか」

			「……？」

			　アギトの言う『敵』とは、いったいなにを指しているのだろうか。

			　サクヤは首を傾げた。

			「……そんなことよりもだ。お前たちがここに来た理由について説明しろ」

			　静まり返る会議室で、アギトがサクヤたちに訊ねた。

			「そんなの、あなたにも心当たりがあるはずです」

			「心当たりだと？」

			「１年生を除け者にして、２年生と３年生だけで攻略会議を始めたことです」

			「ああ、そういうことか」

			「…………」

			　気が付かなかった。

			　アギトの態度から、サクヤはそう読み取った。

			（なるほど、この人は私たちが戦力外だと決めつけているんだ）

			　サクヤは自分たちが侮(あなど)られていることに憤(いきどお)りを覚えつつも、それをなんとか表には出さないようにした。

			「今回のレイドボス戦の参加者は、最低でもレベル35以上は欲しいと考えている。ゆえに、そのレベルに満たないであろう１年生に話を通していないのも当然だ」

			「レベル35以上……？」

			「そうだ。レベル35以上だ。ちなみに、この場にいるメンバーは全員、そのレベルに達している」

			「…………」

			　この場にいる地球人(プレイヤー)は、サクヤとミナを除くと、合計30人。

			　ちょうど、フルレイドが１つ組めるだけの人数がそこにいた。

			（……普通にやってたんじゃ、今の段階でレベル35以上になれるわけない）

			　サクヤは、ここにいる人たちが、自分たちとは別のやり方でレべリングを行っていると推測した。

			「俺たちは全員ＬＳＳ（生命維持装置）に入ったあと、異能(アビリテイ)の全力行(こう)使(し)が可能な土地へ遠征し、狩りを行った。レベルが高いのはそのためだ」

			「異能(アビリテイ)の全力行(こう)使(し)……」

			『不眠』というＥランクの異能(アビリテイ)しか持たないサクヤにとって、アギトたちが行った狩りのやり方は、到底マネのできるものではなかった。

			　サクヤは奥歯を噛みしめる。

			（なるほど……地下迷宮で上級生を全然見かけなかったのは、より強いモンスターが現れる狩場でレべリングをしていたからなんだ）

			　ようやく、今までアギトたちに会わなかった理由が理解できた。

			（２年生と３年生がＬＳＳを使っているってことは知ってたのに……）

			　自分たちと同じく、ＬＳＳを使用している生徒がいる。そのことはサクヤも知っていた。

			　だが、ＬＳＳを使用した生徒たちがどこでなにをしているのかについては知らなかったし、知りたいとも思わなかった。

			　今のサクヤにとって最も重要なのは、シンに置いてかれないように自分を強くすることのみであった。

			「レベル35以上がレイド戦の参加条件だと言うのであれば、私たちにも資格はあります」

			「……資格があるだと？」

			「私たちはレベル35以上ある、と言っているんです。それでも、生徒会長は私たちを除け者にするつもりですか？」

			　気持ちを入れ替えたサクヤは、レイド戦のメンバーに加わるべく、アギトを説得することにした。

			「……おい、どういうことだ。そんな話、俺は聞いていないぞ」

			　苦々しい表情を浮かべつつ、アギトが隣にいる女性に声をかけた。

			「私も少し驚いています。現段階でレベル35以上に到達できる１年生がいるとしたら、《ビルドエラー》くらいだと思っていましたよ」

			「……今度からは気をつけろ」

			「善処します」

			　アギトは、サクヤのほうへと再び目を向けた。

			「お前たちがレベル35以上であることはわかった。だが、まだ足りない。それはあくまで最低条件なのだからな」

			　サクヤはアギトの説明に耳を傾け続ける。

			「レイドを組む以上、レイドメンバーと共闘することになる。ならば、それ相応のプレイヤースキル、およびチームワークが求められる。お前たちにはそれがあるか？」

			「…………」

			　アギトの問いかけを受け、サクヤは黙(もつ)考(こう)する。

			（プレイヤースキルについては、多分問題ない……けど、チームワークについてを出されると困っちゃうな……）

			　レイドメンバーとのチームワーク、連(れん)携(けい)力を向上させるには、レイド単位での長い訓練が必要だ。

			　２年生と３年生は、その訓練を数十人規模のギルドメンバーと行っている。対するサクヤたちは、たった２人での連(れん)携(けい)しか行えない。

			　となると、アギトたちは、そんなサクヤたちを歓迎しない。ここで１年生２人を加えるより、２年生と３年生だけで組んだほうが、レイドとして上手く機能すると信じているはずだからである。

			「でも、彼女たちは《ビルドエラー》のパーティーメンバーだった子たちですよ？」

			「……なに？」

			　だが、そこでアギトは隣に座る女生徒の言葉を聞き、眉をピクッと上げた。

			「……お前、わざと俺に教えなかったな？」

			「いえいえ。そんなことはありません」

			「ちっ……わかった。そういうことなら、今回は特別に１年生枠をレイドに設けてやる」

			「……え？」

			　アギトの態度が軟化した。

			　なにがどうして、そうなったのか。

			　わけがわからない、と思いつつも、これで自分たちもレイド戦に参加できるとして、サクヤは安(あん)堵(ど)の息を漏らした。

			「……ところで、《ビルドエラー》は最近どうしている？　この町のなかにはいないようだが」

			「は、はあ、シン様なら今、先生方の依頼をこなすべく遠征中です。詳(しよう)細(さい)は極秘とのことですので、教えられませんが」

			「そうか。すでに調査員としての活動をこなしているとは、さすがは《ビルドエラー》だな」

			「…………」

			　この人はいったい、なんなのだろうか。

			　サクヤは、シンが褒(ほ)められたことで機嫌を良くしつつも、アギトという名の男がなにを考えているのかわからず、煮え切らない思いを抱いた。

			「では、そろそろ会議を再開する。お前たちも適当な席に座れ」

			「は、はい」

			「わ、わかりました……」

			　こうして、サクヤとミナは迷宮地下30階層のレイドボス戦に参加することとなった。

			　それは、シンたちが『アクラム』を旅立ったあとの出来事であった。
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